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気象衛星センター施設と設備.
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では,静止衛星軌道上における,各通信回線を大別 し,

各サブシステム問の関係を明らかにする. 

1･通信システムの概喝 

,GMS通信システムは,S/ミソド, UHF VHFか ら

iotiicqus nS iontta

iontta

ioi tzali nS iontta

formta

iontta

なる, GMS一冬地上局問の回線と, マイクロ回線,専

tonro

iangn

n

tse

kiac n

MRS Ma rR gS

TACS Tr gadC lS

iontta

iontta

g.

用加入回線等か らな る, 各地上局問の回線に大別され

る.ここで衛星一地上局問の関係を Fi 1に,また, tenertonronin
kac
C

g.

TAC Tr gadC 一C 

気象庁に関する通信システムを Fi 2に示す.なお主


な通信ター ミナルを第 1表に示す. GMSによって得たデ-タを,CDAS経由で受信し,


(1) 気象衛星通信所 (写真 1) 各種処理の後,利用者にデ-タを配信する吊であ り,詳

GMSの ミッショソ遂行上の主J5て, 指令資料収集局 細 ま後述する. 

4() 測距局 

GMSの管制 .'関 しては,I',,滴追跡S の/ GMSは静止郡 皆に お い て は, 衛星の軌道決定に,= .1 rr Iソクアップ局I

ta
n
n
Co
( mmadadD aA iotiicqus nS Cnitta )とも言い, 

としての機能をもっている. 三点測距方式を 用いてお り, このための測距局 rn(

ionttaiangnrounA

Tu

dR gS )杏, 石垣島とオ-ス トラリ2() 追跡管制所 

GMSの追跡および許制は,我国の他の静止衛星 (CS, ア (オロラルバ レー)に貢笠置している. 一e.baT 2に各

ETS等)と同様に,宇宙開発事業団(NASDA) 局の位置を示す.S,,BS EC

によって行なわれてお り,中央追跡管制所 (筑波宇宙セ ⑤ その他の局 

talcaiud

a(

(C 

g.

3

Fi

(

) 利用局 

制所等で緋広されてお り,GMSの定常段階においてほ, GMS経由で放送される FAX データの利用局として

) DP Me m S eD aUt

ソクー)膨恥畠跡管制所,沖碍近称管制所,増 n]追跡管

3の'l:うになる. は, 高分節能 FAX の受 信 局 で あ る, 中規秩利用局 

ionttaioi tzali nS )と,低分解 
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Ishigakijima

TARS-2

0tI･Orelvalley
†
Or1-01-aI

2⊥1018′53′/ド 124009′48′′E

35037′37′′S 148057′11/′E

*Antennaposition

能 FAXの受信局である. 小規院利用局 (SmallScale

DataUtilizationStation)の2稜煩があって,現在各国

で展開中である.

(b) 通報問

地上局からの呼出し信号または,自動により,観測さ

れた気象データを,GMS経由で,CDAS-DPCに送信

する無人または有人の局で,離島,船舶,海洋ブイ,舵

空横等に設置される.

2.CDAS

秩父山系が関東平野につながる地域の丘陵に設置され

た CDASは,他との電波干渉が少なく,人工雑音の影

響もほとんどない好条件に恵まれている.この他よりみ

る GMSは仰角約48度0分,方位角約178度50分,衛星

までの距離は約 3700km で,電波路上の障害はない.

また DPCとのマイクロに回線も約 30km のスパソ上

には障害物もない.

この地を選んで設計された,CDASは次のような特長

をもっている.

2.1 CDASの設計思想

CDASは,GMSのミッション遂行上の中枢局として

の重要性およびコンビュ-クー制御による自動運用を考

慮し,以下二記す点を基本思想として,設計された･

(1) 信頼性を向上させるため,送信系,受信系設術を

冗長構成とする.

送信系については,合成器一送信周波数変換装置一大

電力幅装置を,受信系については,低雑音増幅器一受信周

波数変換装置-IF分配器をそれぞれ2系統もち,HOT-

STANDBY方式で,常時運用可能な状態にある.また,

重要 ミッションである,VISSR信号については, 4相

多重復調･zfj=<置,シソタロナイザー/データ/くッ77を,

2系統もち,同じく HOT-STANDBY方式とした.

(2)CDAS機器の運用状態 および機器の制御,GMS

の運用モード,DPC計算枚の運用状態等の監視を集約

化する.

これは,管制装置として具体化されており,詳細は,

後述する.

(3)GMSおよび,CDASの特性を,定性的,定量的

に,容易に測定可能にする.

システムアナライザーとして具体化されており,局内

楼器については,運用中においても,各種試験が可能で

ある.

(4)GMSの数種のミッションを相互の干渉なしに遂

行する.

GMSから,数波の周波数を同時に受信し,GMSに

対しては,数波の周波数を同時に送信するため,送受信

系各装置には,その配慮がなされている.

(5)GMS,CDASを計算機制御により自動運用とする

ために,CDAS-DPC間のデータの流れを集中制御する.

画像データ (VISSR,FAX等)測距データ,DCPデ

ータ等を除くデ ー タは,通信制御装置を窓口として,

DPC計算機とデータ交換を行っている.

(6)GMSの運用管制については,全ての摸能を有す

る.

宇宙開発事業団の追跡管制所 および,DPCのノミック

アップとして,CDAS局独自で,GMSの運鳳 管制を

行なえる.

(7) 他の地上無線設備に対して妨害を与えない.

空中線を90度開口とし,GMS方向より一定角度指向

方向がズレると,空中線電力を自動的に,切断する等の

配慮がなされている.

(8)24時間運用を中断することのないように,安定な

電源を無停電で供給する.

(9)衛星の打上げ以前に,各装置の単体試験および,

それ等で桃成されるシステムとしての試験が可能 であ

る.

2.2 CDASの構成

丘陵地帯を切り開いて建設された CDASは,通信回

線構成上の条件,地形的条件を考慮して,Fig.4のよ

うな配置となっている. また,主星棟内2階に位置す

る,通信故室内の通信放器の配置は,Fig.5に示すと

おりである.

2.3 局内機器の構成

GMSとの窓口である CDASは, 次のような接能を

備えている.

(1)VISSR信号を受信し,一次的な処理を行う.

(2)HR-FAX/LR-FAX信号を送信する.また,GMS

経由 (又は,コリノ-ショソ経由)の信号をモニタ受信
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技術報告 (特別号 1-2)

する.

(3)DCP呼出し信号の送信および,DCP報告信号を

受信し,DCP標準信号を送受信する.

(4) コマンド信号を送信する.

(5) テレメトリ信号を受信する.

(6) 測距信号を送受信し,衛星の距離および距離変化

率を得る.

(7)各種のデ-タをマイクロ回線経由で DPCと交換

する.

(8)GMS-CDASのシステムおよび局内の機能試験を

行 う.

Fig.6に示す構成によって, 以上の機能をはたして

いる.なお,地上局-GMS間に使用している周波数は,

Fig.7に示すとおりである.

2.4 管制コンソール

2.1で述べたように,CDASは,DPCの大型計算機

による,自動運用を行うよう設計されているが,それを

可能としている大きな要素として,GMSシステムの集

中監視制御磯能をもった,管制コンソールがある.

管制コンソールは,①測距コソソール,②システムコ

ソソ-ル,③受信コソソ-ル,④送信コンソール,⑤空

中線追尾コンソール,⑥画像モニタ,からなり,Fig･8

に示す構成となっている.また交換される信号の種煩を

第 3表により示す.

(1) 測距コンソール

このコソソールにおいて,測距装置の遠隔操作,動作

状態監視,取得した測距データの表示を行う.

(2) システムコソソール

このコンソールは,次の3つに分けられる.

(a) テレメトリ/コマンド部

- 6-



技術報告 (特別 1号-2)

GMSのテ レメトリ信号の内容を選択 して表示する.

また,コマン ド送出にあたっての各種条件を表示する.

(b) ミッション管制部

GMSの運用状態,DPCの運用状態,データ送受富の

状態監視を行なう.

(C)CDAS管制部

局内機器25種掛 こついて,その PowerOn,Opel~ation,

StandBy,Maine,Fault,Alarm等の状態監視を行 う.

(3) 受信 コ./ソール

管制装位を構成する;i'h{匠のTi源状態の監視,S/DBの

運用の選択 と監視,受信々号政調 レ-ルの監視,受信ル

ー トの切換え制御を行 う .

(4)送信 コンソール

各変調器出力 レベル,大電力増幅器出力レベルの監視

および,送信ルー ト切換え制御,空中線出力の制御を行

う.

(5) 追尾 コンソール

自動追尾用受信故を備え,衡jjiの自動出尾制御,空中

線の状態監視,制御を行 う.

(6) 画像モニタ

CDASにおいて,受信されるVISSR信号,送受信さ

れる HR/LRFAX信号を監視する.

3.システムインテグレション

GMSシステムのような, 大きなシステムを脹成 して

いく過程では,各サブシステムの結合を除々に拡げてい

って,最後に,そのシステムが最良の磯値を発榔するよ

うな調整がなされる.CDASにおいても,局内各機器間

の結合には,非常に多くの試験が行なわれて,CDASの

システムとして出来上ったが,ここでは,CDASシステ

ムを作るために行なった,CDASとそれに開通するシス

テムとの問の結合試験について述べる.

(1)GMS-CDAS結合試験

GMSシステムで最も重要な ミッショソである,VIS-

SR信号に 関 す る, 衛星と地上機器間の整合試験は,

1976年 9月に米国の,衛星製作工場で行なわれた.この

試験に,CDASからは,受信周波数変換装置,4相位相

多重復調装置, ンソタロナイザ- ･デ-タバ ッファ (S/

DB)装置,レ-ザービ-ムレコーク(LBR)等を編送 し,

GMS,衛星試験装置等との問で,Fig.9に示す構成で

整合性の試験を行った.

主な試畝項 目は次のようなものであ り,結果は良好で

あった.

(a)VISSR信号の整合性確認 および ビット誤 り率の
測定

(b) 画質評価試験

･衛星をスピンさせない場合の可視赤外画像の評価

･衛星をスピンさせた場合の可視,赤外画像の評価

･DCP呼出し, 報告信号が共存する場合の画像の評
価

Fig.5F】oorLayoutofCommunicationRoom
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技術報告 (特別号 1- 2)

Ht_tCXILLlrLL

Fig.6 CDASSystem BlockDiagL･aln

①2024-2036MHz ②1671-1695MHz ③70MHzIF ④1611.6/36MHz ⑤8.4MHzSTD

⑥67･lMHz⑦71MHz⑧70MHz⑨74.5MHz⑬74MHz⑪64,68.2,70.6MHz⑫1MHzSTD

@1kHzSTD@1HzSTD@5MHzSTD@99kHz@2･4kHz@67･lMHzSTD@71･OMHz
STD⑳7.22MHzSTD⑳70MHzIF⑳1962/36MHz⑳2GHz2KW ㊧402.2MHz⑳468.875
MHz468.924MHz

a.DCPMod.b.Command c.HR/LRFAXModd.IFSwitchere.Rangingf.DCP
Demodulatorg.TelemetryDemodulatorh.HRFAXDEN.i.LRFAXDEM.i.Ranging

System k.System Analyzer1.stowCodem.Commandn.S/DBInformationo.DPC

Informationp.PCM TLM q.RealTirne r.CDAS InfoL･mations.RangingDatat.
FormatTransformer

A.DriveMotorB.System AnalyzerC.HR-FAXDemodulatorD.LR-FAXDelllOdulator

EIImageMonitorF.4¢DEMOD/DEMUXG･MagTapeRecoderH.CommandRecoder

I.DigitalPrinterJ.PenRecoderK.CommunicationControllUnit L.HR-FAXSub
Carl.Mod.M.LR-FAXSubCarr.Mod.

衛星と地上局の結合に欠かせない,テレメトリ,コマ

ンドに関連する整合性は,GMSの予備機を, 日本に輸

送し,NASDAの地上機器との間で試晩を行なって確認

された.CDASのテレメトリ,コマンドに関連する鉄器

の性能は,NASDAのものとほは同等であり,試験の結

果,両立することが確認された.

(2)CDASの性能指数の測定

衛星との問の通信回線を設定するうえで,地球局の性

能として重要をものに,受信利得Gと,受信系雑音温度

Tで表わされる G/Tがあるが,これを地球局の性能指

数ともいう.

G/T は,出来上った空中線,受信系装置を用いて実

測により求められる.

(a)空中線利得の測定

CDASの空中線のような,大口径空中線の場合には,

地上て利得を測定すると,近傍の地物からの反射波の影

響もあって,正確な測定は難しい.

もっとも[=惰性のある測定法として,電波星を用いる

ものがある.

測定に用いられた電波量は,CassiopeiaA で,電波

天文学的にもよく研究され,フラックス密度も大きい.

測定は Fig.10に示す構成で,電波量と,宇宙空間,
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技術報告 (特別号 1-2)
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＼JSSR

(lbボl ら)

iiil i

I) (169
(＼tRS) (llRS
t'8F.=)(lL,90

9

i)CPtミ
(三G"TlH66:て一:=芸.;)

Lu77-- ㌧ // 1111 ///I/-//- /

-,--i : 了 ∵/il,I/:,I ,,,I,
_/I-/ ー ;i-

- --// /// ′/′､: ,;/i-/̀ 一 一 2031.2)

MRS(2026.CI) / HR-F人X lIl 愉L(2'OT::.S22,I./l)i LEI--FAX(2033.0)I I-_DCPr
119.10 4O2.04U_'.2 4O2.4 2025 2030 2035

Fig,7 GMSUPLINKANDDOWNLINKSPECTRA

HotLoadと ColdLoadの問の信号レベル差を測定し,

空中線利得を算出する.

(b) 受信系雑音温度測定

Fig.10と同じ構成で,宇宙空間雑音と,ColdLoad,

HotLoadと ColdLoadの信号レベル差を用い, 受信

系の雑音温度を測定する.

この測定により得られた性能指数は,

G/T-29,4(db)

(3)電波の相互干渉,妨害調査

無線局の免許のおりた時点で,以下のような試験およ

び調査を行なった.

(a)GMS回線

実際に GMS方向に向けて,電波を発射し,近接する

通信施設に対しての形背の有無を調査し, また,GMS

に対して数渡の周波数を同時に送信した場合の,システ

ムの特性を試験して,良い結果を得た.

他から受けると予想される妨害としては,ラジオゾソ

テによるものと,蝕期間中における太陽雑音の影響があ

り,それぞれについて,実際の条件に近いかたちで試験

を行い,運用についての指針となる結果を得た.

(b) マイクロ回線

CDAS-DPC 問で遊説運転を行って,他通信施設との

相互干渉,回線の状態等を試験した.

(C) コリメ-ショソ回線

CDAS-コリメ～ショソ問の回線について,前記同様の

試験を行った.

(4)CDAS-DPC結合試験

CDAS-DPC問は多種頬の信号を, マイク.=回線によ

って,送受しているが,回線が設定された後,各信号に

ついて,次のような試験が行なわれた.

(a)VISSR回線

S/DBのもつテストパターン発生器により,種々のパ

ターンを発生し,またS/DBの各種コンスタントを,悲

定した,衛星の状態,受信状態等に設定して CDASか

ら DPC-データを伝送し,その整合性の調整および確

認を行なった.

(b) 中速回線

CDASの通信制御装置と測距装置はマイクロ回線を介

して,DPCの計算機と接続されて,次のようなデータ

の送受を行なっている.(詳細は後に記す,)

･PCM テレメトリ (同期式)

･リアルタイムテレメ｢リ (同期式)

･CDAS運用情報 (調歩式)

･S/DB運用情報 (同期式)

･コマソドデータ (調歩式)

･DPC運用情報 (調歩式)

･測距データ (調歩式)

･コマソド履歴データ (調歩式)
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10 技術報告 (特別号 Ⅰ-2)
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Fig.8 SignalFlow concernedtoGMSSystem Console

Table3 ListofexchangedSignal

NumberlSignal

① IRealTime
Control(Calibration,Datax'mit)

@ IContort(Start)

Monitor:CMD,ACQ.MeasurecarrierLock,ToneLock,RangeandrangeRateData,Good,

Bad

Monitor:PowerON,OperationSトBy,Maint,Fault,Alarm

AZ/ELAngleDataGMS/Coil.TrackingStatusMonitor

⑦ l SelectTLM Word
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技術報告 (特別号 1-2)

Table3 (つづき)

ll

SelectedTLM Data

Monitor:SunPulse,EarthPulse,etc.

Status:TLM/PCM DEM ReceivingLeve】/LockON

GMSDecoderStatus,ExcuteStatus,CMDFrameX'mit,CMDMode,SynchronousController

Status,CMD ModulatorCarrierStatus,MonitortheOutputLevelandModulationIndex"
MonitorX'mitedCMD

⑲ lX'mitedSignalStatus

⑪ 】ReceivedSignalStatus,AlarmSignalofCCU,Monitor:DPCComputol･Status

㊨ 【GMSOperationalModes

⑬ lMissionSignalscorrespondsto⑫

⑭ 1EmergencyControl

S/DBOnLineControl

S/DBOnLineControlStatus

StatusofPowerSupplyDevices

SignalsMAINT/FAULT

ON-LINE/ST-BYControlSignal

㊨ iStatusSignalofREMOTE/LOCAL

RX-RouteSwitchingControl

RX-RouteStatus

㊨ lDCPSignalStatus(Spare,Regional,International)

㊨ 1DCPStandardStatus

FrequencyAdjustmentofDCPI/R

Monitor:tを･Status

@ 1Alarm Control

@ !CautionSignal

㊨ IMPX MDnltOr

以上の回線について,同期式,調歩式の伝送制御手順

の確認を行なった後,各種擬似デ-タを用いて,テ～タ

フォ-マット,チ-タ内容の整合試駅を行なった.

(C)低速回線

主として,通報局 (DCP)呼出し,および報告に使わ

れているこの回線は,CDASにプロトタイプDCPを設

覆し,折返えしテストの可能なように改造した後,呼化

し信号,報告信号の笠合試敬を行なった.

(5)測距局結合試験

TARS-1および TARS-2の各局装置は,石虚島,汁

ロラルバレー (オーストラリア) に設置される前 に,

CDASにおいて,Fig.11に示す偶成で結合試験が行な
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12 技術報告 (特別号Ⅰ-2)

Hot

上oa(1

Fig･9 GMS/VISSR-GroundEquipmentColnpatibilityTestConfiguration

Fig.10 Figureofn′′IeritMeasurementConfiguration
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技術報告 (特別号Ⅰ-2)

-ノつL__一･一･

Fig.ll ColllPatibiHtyTestofRangingSystem

われ,/､-ドゥェ7,ソフトウェ7上の整合性が確認さ

れた.

(6)利用局結合試験

中規模利用届(MDUS)および,小規模利用局(SDUS)

についても,CDASに設置され,高分解能 FAX(HR-

FAX),低分解能 FAX(LR-FAX)の各信号について,

CDAS内で直接結合した状態および,コリメーショソ折

返えLで,整合性の確認を行なった.

㌻

tJ

13

4.気象衛星センターの伝送システム

GMSシステム (GMSS)は ｢GMSSの概要｣で述べ

られてい る よ うに,GMS,CDAS,気象衛星センター

(MSC)TARS等の衛星および地上系で構成されており

これら各局が所要のミッションを円滑に実施するため,

各局間では膨大な量のデータ伝送が行なわれている.

DPCの伝送システムは Fjg,12に示すように,GM-

Ltu.1ド I1 C lu p 等巨ltr i1ll】】｣ー_｣l I】I

_一一一｣上⊥_虻｣⊥一⊥､山 .[L,州 .,.…… L
l C

1くドH ㌻=F-;;--------------,;.:-:,I,rt:,-■義元 ,"=､1ーCー′

I 町 ~｢ :/｢= lく..い.EJL.r ril Ju.ヽ U-ごLごm tr.
l

し±====ー- _- _ ･三.lJ ､-t:<岩 三 三 ｢-;JiE=_7..i:;= ∩ !H-I..ヽ＼lヽH L

■.葛:.莞｢｢ 二二

～..ヽ＼; ＼ 卜 -｢.Tl_-.7.1.---. ら -三 .,:-.､て-当 】- Fニ -lc
1一Llll._｣ トー】い】l ±=チ二二二二] +

i｢｢､l.:I-＼｢丁 -二一一一一一コ ㌍ ∃ し.H ll卜.,､.tl ;-_三三 三l-~]h一一一~~ll-,｢ .ti i
･.1｢LLニ⊥‡ ∃ k-:_I-l rI__J I LL:_;-, r 卜7 事 棉

=呈 帖 ㌔ ＼..帆 .… I

Fig.12 BlackDiagnam ofDPCTransmittingSystem

- 13-



14 技術報告 (特別号1-2)

SSに関連するデータ伝送の MSCの窓口 と して, 対

CDAS,対本庁とのデ-タ伝送, およびフィルム記銀等

の画像作成のシステムで,楼能を安的すると下記のとお

りである.

(1)CDAS,および CDAS経由で GMSとの衛星 ミ

ヅショソ惜報,運用情報等のデータ伝送 (中継).

(2)GMSに搭載されている VISSRの楼能,性能の

確認 のた め, リアルタイムでのレーザービームレコダ

(LBR)による地球雲画像のフィルム記録.

(3)MSCで気象解析に利用し,かつ保W･輯料とする

計算横処現された地球雲画像の高分解能ファクシミリに

よるフィルム記録.

(4)本庁を含む利用者へ HR-FAX,雲解析図,DCP

報告等の配信,および配信データのモニタ.

このため,伝送システムは対 CDAS,対本庁のマイク

ロ回線系等,次の3系統から織成され,上記の鮫能を遂

行している. なお,DPC内の伝送システムの系統図を

Fig.12に示す.

･CDAS,本庁とのマイクロ回線系.

･LBR系

･FAX系

各系の概要を次に述べる.

4.1 マイクロ回線系

CDAS,本庁との2ルートのマイクロ回線を有 し, 対

CDASマイクロ回紋は衛星 ミッショソの情報,および運

用情報等のデーク伝送を,また筑波中継の対本庁マイク

ロ回線は NOAA の VHRR信号に 加えて,HR-FAX

信号の伝送を目的としている.

これらのマイクロ回緑はいづれも伝送するデータの重

要性が認められ,重要伝粒路に指定されている.

(1)対 CDASマイクロ回線

2GHzのPCM 多重回紙でディジタル方式のデータ伝

送を主とするため,回線品質,信郡安,構成の而で握れ

ている PCM,4相位相変調方式が採用された.

装置は各位データを多正化する投送端局,送･5㍍腰 ,

遠方監視のための監視制御装置から構成されている.

伝送容量は CDASから MSC方向でTT;i託240チi･ソ

ネル相当,またその道方向では120チャソネル相当であ

る.

回線の鴇訊 ま,伝送されるデータのビットレートの面

から,低速回線 (100BPS)の DCPデータ, 中速回線

(1200BPS)のテレメトリ, コマンド,三点洲距等デー

タ,および高速回線の VISSRデータ (7.8MBPS),

HR-FAX信号 (726KBPS),LR-FAX信号 (64KBPS)

に区分けしている.ただし VISSRデータのピットレー

トは PCM 2次群のものである.

低速,中速回線の伝送容量については,低速回線が電

話 1チャソネル相当で12チャソネルの伝送が,中速回線

は7チャンネルの伝送が可能である. したがって DCP

報告の133チャソネル (現在50チャンネル実装)のため

には電話12チャソネル相当を,中速回線28チャソネル

(現在10チャソネル実装)のため,電話4チャソネル相

当を割 り当てている.

なお,低速,中速のデータは伝送システムのマイクロ

搬送端局装置 と直接,計算成システムの通信制御装置

(CCU)とで,データの授受が行なわれるが,高速回線の

VISSR データは LBRの VISSR端局へ出力され, 普

た HR-FAX,LR-FAX信号は計算撒システムからFAX

コソソールを経由してマイクロ搬送端局装置に入力され

る.

(2)本庁マイクロ回線

筑波山中継の本庁一羽田のレーダ画像伝送回線の延長

として,軌道衛星 NOAA の VHRR信号の伝送のた

めに設備された 7GHzの FDM マイクロ回線で,今回

本庁の予報作業に利用するHR-FAX信号の伝送を目的

として, VHRR信号との同時伝送が可能なように改修

したものである.

計算機システムからの HR-FAX信号はアナログビデ

オ信号であるため,FAXコソソールの変調器において,

副搬送波 376KHz,周波数偏移 ±29KHzの周波数変調

を行ない送信している.副搬送波の 376KHzは VHRR

のバック7ップモードでの副諸送波 249KHzと干渉を

起さないように選択されたものであ る. 周波数偏移の

±29KHzは受画装置の復調器が VHRR と共通仕様で

あるように選ばれた.

なお本回線の伝う即 ]容は VHRR信号,HR-FAX信

号の他,電話等12チャソネルで椛成されている.

4.2 LBR系

VISSRによる画聖の取得は GMSの主ミッショソで

あり,取得された VISSR データは地上の VISSR系を

構成する4相多重復調乳 S/DB(以上 CDAS)および

MSCの LBRで,データの復調,太陽同壬掛こよる信号

変換,および頭慧記3=,Bが行なわれる.

ここで,VISSR系を柄成する LBR 系はさらに,Ⅴ1-

SSR端局(VISSR架,同期架),レコーダ･プロセッサ,

データレコーダから手技成され,VISSR系の S/DBおよ

び計算機システムとfii雑なイソタ-フェースが取られて

いる.

LBR は VISSR データをリアルタイムでフィルムに

記録し,地球'r芸西一繁を('F製するもので,この画像をチェ

ックすることにより,GMSに塔戟されているVISSRの

- 14-



技術報告 (特別号 1-2)

機能,性能が確認できる.

このため,画像作製の迅速性から記録,現像の連続工

程が可能なドライシル,,I-フィルムを用いての熱現像と

VISSRの殴れた分解能を損なわないように,可能なか

ぎり,大きな画像の作製が考慮され,1辺,55cmのフ

ィルムに直径 50cm の地球雲画像が記録されている.

また,計P.院システムからHR-FAXが出力されない

場合は, この記録フィルムが写真処理され,HR-FAX

送画装置から本庁へ送画される.

VISSR信号の流れはCDASのS/DBでビットレート

等の信号変換 (GMSが 100RPM のとき748.8KBPS),

および ドキュメソテーショソ,グレ-スケー/Lが付加さ

れて,MSCに伝送されるが,MSCに入力したデ-タは

VISSR端局のビット同期盤で同期がとられた後,電子

計算枚システム,データレコーダ,およびレコ-ダ･プ

ロセッサに分岐出力される.

レコーダ･プロセッサへ出力される信号は制御信号の

抽出および作製,ガンマ補正,D-A変換等がなされ, ド

ラムに巻かれた位式フィルムのドライシル/こ-フィルム

に地球雲両像として記録される.

記環フィルム:ま熱現 像 の彼,直ちに使用が可能であ

る.ただしリアルタイムの記録は VISまたは IRのい

づれか一方の選択であり,他方の記録が必要な場合はデ

ータレコーダからの再生データの記録が行なわれる.

データレコーダは1日8回の定時観測 VISSRデータ

を1巻の磁気テープに収録できるもので,計算機システ

ムおよびレコ-ダ･プロセッサへの再送が可能である.

なお,磁気テープの記録はビット直列,Bi卓7ナログ記

録である.

4.3 FAX系

FAX系は HR-FAX系,LR-FAX系,WMO-FAX

系からffl/i成され,MSCの計算機システムにお いて,

VISSRデ-タを処理して,FAX信号に変換したもの,

および雲解析図の本庁を含む利用局-の配信,および気

象解析,保存資料とする画像の作製を目的としている.

VISSRデ-タは計罪陵システムにおいて,画像変換,

軽度補正,歪補正,緯度経度線および海岸線の挿入等が

なされ,D-A変換装置でアナログビデオのHR-FAX信

早,LR-FAX信号に変換され, 伝送システムに入力さ

れる.

これら FAX信号は VIS,IR共,64レベル (計罪機

処理では1画素が6ビット構成)のダイナミックレソジ

を有している.ただし,画面に挿入されるグレースケー

ルは受画装置の性能を考慮し,HR-FAXが32ステップ,

LR-FAXでは16ステップとしている.ちなみに FAX

のオ1)ジナルデータである VISSRは VISが64レベル,

15

IRが256レベルである.

伝送システムに入力された FAX信号は FAXコンソ

ールにおいて,信号モニタ,回線切換等を行ない,HR-

FAX,LR-FAX系の受画装置,およびマイクロ回線系

の搬送端局装置へ出力する.

なお,伝送される画像の種静まHR-FAXがVIS,IR

の円形,部分円形,メルカトールおよびポーラステレオ

画像で,LR-FAXは VIS,IRの7分割された円形画像

である.

(1)HR-FAX系

HR-FAX系は受画装置3台,送画装置1台およびそ

れぞれの制御装置,自動現像楼 2台で構成され,地球雲

画像のフィルム記録,およびテストチャ-ト等の送画を

行なう.

本系の特長は現像されたフィルムが直ちに写真システ

ムに出力されること,各装置が容易に暗室で仕切られ,

障害の場合でも,他の装置による運用に,支障ないよう

にしたこと,および安西装置のフィルム記掛 こおいて,

光源に, これまでのグロー放電管に変え,He-Neレ一

ザを採用し,画質と寿命の向上を計ったことである･

FAX コソソ-ルに4回線 (GMS中継,本庁,自局,

予備)で入力されるHR-FAX信号のフィルム記録を行

なうため,受画装置を3台設備し,予備を除くそれぞれ

の回線に対応させている.もし装置 1台が障害の場合に

は障害装置が暗幕で仕切られ,明宝状態での調整が可能

である,その場合,他の2台が予備の機能を有する･し

たがって計算機システムから送出されるすべての HR-

FAXのフィルム記録が可能である.

これら記録フィルムは自動現像機による現像,定着,

水洗,乾燥の処理が行なわれ,直接,明宝側の写真シス

テムに出力される.

送画装置は通常,テストチャート,放送スケジュール

の送画をするが,計m.機システムからHR-FAXが送出

されない場合は LBR記録フィルムの画像を縮少して作

った地球雲画像を送画する.

(2)LR-FAX系

LR-FAX系は受画装置2台と送画装置1台から桃成

され,受画構成は GMS中継のLR-FAX信号の画像It

ニタを行なうもので,モニタ画像をチェックすることに

より,信号が正常に伝送されていることを確認する.

受画装置は写其記録方式のものと,静電記録方式のも

のである.静電記錬方式のものは雲画像の中間 トーソを

出すため,信号レベルを一定レベルのパルス幅に変換し

トナーの付着する僚域を変化させている.

送画装置は HR-FAXと同様,テストチャート,放送

スケジュール等の送画を行なう.

- 15-



16 技術報告 (特別号 Ⅰ-2)

(3)WMO-FAX系

WMO-FAXは WMO規格の白黒2値 レベルのFAX

システムで,VISSRデータを解析して作製した雲 解析

回を送画する送画装置2台とその付属機器,送画モニタ

用受画装置 1台,および MSCにおいて VISSRデータ

の気象解析の補助資料とするため,気象無線模写通報

(JMH)を受画する受画装置2台から構成されている.

送画信号は本庁の自動気象資料編集装置 (ADESS)で

編集され,短波放送である JMH放送として利用者に配

給される.

4.4 データ伝送回線等

本庁と宇宙開発事業団 (NASDA)の筑波宇宙センタ

- (TACC)向けの2ルートがあり,それぞれ,電々公

社専用線を使用している.

本庁回線は DCP報告のデータ伝送を, また TACC

回線は軌道情報,三点測距,コマンド履歴,PCM テレ

メト.)等のデータ伝送を行なう2400BPSの回線である.

他に CDASとTACC向けに業務連絡用のファクシミ

リを設置し,GMSSの運用に必要な資料の交換を行なっ

ている.
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2. 空中線系装置

2. S-bandAntennaSubsystem

Abstract

Thisbigapei-tul-eÅntenna'sro一eistotransmitthe2GHzband signalsalld to

receivethe1.7GHzbandsignals. Ful-thermore,theantellnadetects亡heallgular

error.utilizingthetelemetrysignal,whichmakesjtenabletotracktheGMS.

1.概 要

空中線系は GMSと CDAS問において,2GHz苗信

号の送信と 1.7GHz帯信号の受信を同時に行なう装置

で,受信ビーコン信号 (テレメトリ信号)からGMS追

尾に必要な角度誤差信号を検出して,空中線を円滑に駆

動追尾する機能を備えている.(写真 1)

2.構 成

空中線系に含まれる主な装置は直径18m少のカセグレ

ンアンテナを主体とし,通信系,追尾系からなる5ホー

ン給電装置および駿械構造部により構成される空中線装

置,受信ビーコンイ言号から追尾誤差に比例した出力を取

り出すための追尾受信装置,コンソールからの駆動モー

ド指令に応じてアンテナを任意方向に動かすための駆動

PI10tO.1 18m¢CasegI-ainAntenna

桜井 晶 AkiraSAKURAI
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18 技術報告 (特別号I-2)

L670-1Tl)(畑Hz

Fig.1 FunctionalBlockDiagramofAnLenna

Fig.2 Structul.eOfAntenna
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技術報告 (特別号 1-2)

Table1 PrincipalPerfoL'manCeOfAntenna

19

a.TypeofAnten】1a

b.TypeofMount

c.DrivingSystem

d.FeedingSystem

e.Ref】ector

Maln

Sub

i.DrivingSpeed

g.RangeofDl'ivingAngle

h.AccuracyofAngle

i.TI-aCkingMode

j.AngleEl.rOrDetectionCapabllity

k.Enduranceofwindpressure

NeaI･mOdlfiedCASSEGRAIN

AZELmoullt

AntibacklashdualdriveSystem

FivehoI･nnlOnO-PulseFeed

ism indiametel-,Apertureanglegoo
2.3m indiameter

O･30/secmax(AZEL)

土1800from truesouthfol･ÅZ,00-9OoforEL

Less〔han土0.05o

AutoTl.aCk,MannualTrack

Lessthan土0･070(atWindvelocityjらm/see)
60m/secinlockedpOSitlOn

制御装置,7ソテナ装置の各種状態表示ならびに制御操 ィ.性能

作を集中的に行なうアンテナ追尾コンソール等である

Fig･1に空中線系装置の系統図を示す.

3.空中線装置

(1)機械構造部

7.構成図

本装置の主要煉紙的性能は TabIelのとおりで

ある.

(2)給電部

7.構成図

Fig･3に空中線装削 合ri'Li北の偶成図を示す.

ィ.性能

Fig･2は坐中線基置機械構造部の構成図を示す･ 本装置の主要電気的性能は下記のとおりである.

1181･IR6(1ocCOr

Fig･3 FunctionalBlockDiagl-am OfFeedingSystem
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宇7号9冨IJi…号H npuて

TestS二gnal lr･_Du℃

Diff''rence Slgnエl
InDLlて.

技術報告 (特別号1-2)

Fig.4 FunctlOnalBlock DiagralllOfFl･equenC),Convel~tel

(7) 周波数 :受信 1670-1700MHz,送信2015-2045

MHz

(1) 利得 :受信 47･9dB (1685MHz),送信 49･9dB

(2030MHz)

(9) 雑音温度 :22oK (仰角 400,1685MHz)

(I) 偏波 :送受平行直線偏波

餅) t='-ム幅 :受信 0.060送信 0･540

4.追尾受信装置

(1) 系統図

本装置の周波数変換器の系統図を Fig.4に,追尾受

信枚の系統図を Fig･5に示す.

(2)動作説明

sur?･Signal lFOutput
(7OM地 :)

Locと10SC MonlCOr

(101.51u C. Od.Bm)

DlfferenCeISlgnal

IFoutplユt

7.周波数変換ani･は受信宗低雑音増幅装置よりの基準

信号 (和チャソネル)と空中線給電部からの追尾誤差信

号 (董チャンネル)を受信し,それぞれ共通な局部発振

信号を用いて各チャソネル問の位相差関係を保ったまま

70MHz瑞=の中間周波数に周波数変換し追尾受信機-出

力する.

ィ.追尾受信機にて周波数変換器から与えられる2チ

ャソネルの 70MHz帯信号は共通の局部発振器 (VCO)

からの 59.3MHz信号により両チャソネル間の位相関係

を保ったまま, 10.7MHz中間周波信号に周波数変換す

る.

和チャソネルの IFは内部の 10.7MHz発振器 (REC

OSC)の出力と位相検波器で位相検波され,この位相倹

-20dBl

MONITOR

Fig.5 FunctionalBlockDiagram ofTraclく1ng Recei､'er

- 20-



技術報告 (特別号Ⅲ-2)

波器出力,すなわち位相誤差出力はループフィルタを通

して VCOに与えられ,和チャソネルの位相同期受信が

行われる.又,同時に AGCループが形成される.

一方,差チャンネルの10.7MHz中間周波信号は 10.7

MHz発振器出力を直交した二つの位相関係に分けた二

つの位相検波器により,誤差信号を直交座標上のⅩおよ

びY成分として位相検波することにより二つの直流成分

すなわちAZおよびEL追尾諸差成分として分離して抽

出し,これを二つの直流増幅器で増中したのち,AZお

よびEL追尾誤差信号として出力する.

5.空中線制御装置

(1) 系統図

前出の Fig.1に示すとおりである.

(2)概要

本装置は追尾受信枚から得られる角度誤差信号のゲイ

ン及び位相補償を行なうサーボ制御増幅器 (SCA)なら

びにこの SCA 出力信号を電力増幅し空中線を駆動する

ところの駆動制御電力増幅装置(DCPA)から成 り立って

いる.

駆動制御電力増幅装置は逆並列接続可逆サイリスタレ

21

オナ-ド(三相半波整流)2台によるデュ7ル駆動とし

2台は相対するバイアストルクを発生させるアンチバッ

クラッシュ伝式を採用し楼械駆動系においてバックラッ

シュのない精密追尾が行える.

6.特 長

(1) アンテナの開口角を900として,側方,後方への

放射レベルを極力抑え,既設マイクロ波回線-の干渉を

軽減している.

(2)通信用一次ホーンはテーパ状に段階的に比がりを

もつマルチフレアホーラを使用して,指向性を軸対称ビ

ームとし,副反射鏡からの漏洩電力を抑制するとともに

関口能率の向上策としている.

(3)追尾用一次放射器は通信用一次ホ-ソの廻 りに4

個の-リカル7ソテナを配置して,差信号ノミターソを得

ている.

(4) アノテナ上部の回転機器室は任意の僻仰角で保守

点検が容易にできるように設計されてる.

(5)械駆動系はバックラッシュのない駆動方式を採用

して,精密追尾が行える.
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3. 送 信 系 装 置

3.TraIISmittcrSubsystem

AbstraCt

Transmissionsystenlequipmentsaredescribedhere. Thissystem iscomposed

ofIntermediateFrequencyCombiner,RadlOFrequencyConverterand High Power

Amplifier. Sincedualsystemsareused,theredundantrouteisinhotstand-bythen

theoutputpoweroftheredundantHighPowerAmplifierisconnectedtodummy一oad,

whenthemainl･Outeisoperating.

1.概 要
信号は現用,予備両ルートに並列伝送する HOT-ST-

ANDBY方式で,予備側の信号は大電力増幅装置の出力

送信系装置は中間周波合成を呈匠,送1-=周波数変換装置, が,導波管切換器により擬似負荷に接続されている.

大電力増幅装置より構成され,その系統図は Fjg.1に したがって予備ル-トから現用ルートへの切換は,こ

示すとおりである. の導波管切換器の切換動作だけであるため,容易に安定

本装掛 五･R･厄系をt<匿と同様に,冗長系を有している. した信号を送出することが可能である.

IFComt)iner Transmitting

FrequencyConverter

FromFrequencyStandard

Fig.1 FunctionalBIockDiagl-am OfTransmittingSystem

桜井 晶 AkiraSAXURAI
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24 技術報告 (特別号 1-2)

2.中間周波合成装置

2.1 動作概要

変調装置よりの7改 (測拒-TRRR信号,HRJAX信

早,LR-FAX信号,DCP呼出信号-1,DCP呼出信号

-2,DCP呼出信号-3,コマンド信号)の 70MHz帯信

号は送信管制卓において,個別信号のレベル調整器であ

るEIRP調塵芥を通った後中間周波合成装置に供給され

る.

これら7波の信号は 70MHz帯広帯域合成器にお い

て.GMSのミッションに応 じた組合せで, 1つの信号

に合成され増巾する. この増幅器は PIN ダイオードを

減衰素子とする利得可変型のもので減衰量は送信管制卓

にある TOTALEIRP調整器により制御される. この

増幅器で正規レベルに調整した後,送信周波数変換装置

に送出される.

2.2 系統図

本装置の系統図を Fig･2に示す.

2.3 性能

本装置の性能は下記のとお りである.

(1) 周波数

｡TRRR 64.OMHz

｡HR-FAX 67.1MHz

.LR-FAX 71.OMHz

･コマンド 72.2MHz

･DCPト1(共通) 72.925MHz

･DCPI-2(個別) 72.974MHz

･DCPト3(予備) 72.933MHz

(2)入出力端子 VSWR 1.15以下

(3)振幅周波数特性 偏差 0.5dB以内 (64-76MHz)

3.送信周波数変換装置

3.1 動作概要

受信系装置の場合と同様,中間周波合成装置は局舎通

信枚室に,送信周波数変換装置はアンテナペデスタルル

ームに設置されているため,この間の接続ケーブルによ

り振幅歪を受けるが,これは送信周波数変換装置の振幅

等化器により等化される.その後局部発振信号と混合さ

れ,中心周波数 2030MHzの送信周波数に変換される.

50MHz帯の局部発振信号は周波数標準装置より供給

され,増幅後36逓倍されて,変換器を駆動する.送信信

号も多数搬送信号を同時に伝送するため,変換部に高 レ

Fig.2 BlockDiagramofIFCombiner

- 24-



技術報告 (特別号 1-2)

匡 】匡 ヨ匡 日至】
∪▲r-JNET52人Hb一At叫〉
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Fig.3 TransmittingFreqencyConverter

Poyer∧-.EF-:ヽJ,I.

I 11キ ∴ _,

).

F･.I-7~T
塵卸 戸.一十. 札 lPuこ

≡=.空軍)1-1OllT'8J〇 二一〇-
宗 ココ軌へ
■∴｣ココ

r-▲er10=~CfL lh l→eLI-urTer'L
S.?･-～.S.0-0'-.-AnS)LLunf Pc.er
AllrZ.(〇-.lL

SLP→r･LTq10riI{`'pっted Fo■er
S.a.I.fつA.ご--T̀■?>･ILtJrウ

Fig.4 BlockDiagramof2KW HighPowerAmPliriel･

ベル用ダブルバラソスミキサを使用し,混変調歪の改善 (1) 入力周波数 70MHz,717

を図っている. (2) 出力周波数

3.2 系統図本装置の系統図を Fig.3に示す. ･TRRR 2026･OMHz ･HR-FAX 2029.1MHz

3.3 性能 ･LR-FAX 2033.OMHz ･コマンド 2034.2MHz

本装置の主要性能は下記のとおりである. ･DCPト1 2034.925MHz･DCPト2 2034.974MHz

- 25-



26 技術報告 (特別号1-2)

Photo.1 1iighPowerAmplifier.

･DCP1-3 2034.933MHz

(3) 局部発振信号周波数 5iI.5MHz

(くl) 入出力端子 VSWR 1.20以下

4.大電力増幅装置

4.1 動作概要

送信信号は大電力増幅装置のトランジスタ増幅器で増

巾後,最終段増幅器である.･.7J値毘3な5空胴直進形クライ

ストロンで電力増幅され 空中線装置へ送出される.ク

ライストロンは 2GHz帯で広帯域,高能率特性を有し

飽和出力は約 2kW であり,実際の出力レベルはこれに

対して十分なバックオフがとれる設計になっている.本

装置は電源が瞬断し復帰後,高圧を自動的に再投入する

オートリサイクリング横能や,無人運転,リモート運転

が可能な自動制御機能及び人体の安全性に対しても十分

な配慮がなされている.(Photo.1)

4.2 系統図

本装置の系統図を Fig.4に示す.

4.3 性能

本装置の主要性能は下記のとおりである.

(1) 中心周波数 2030.OMHz

(2) 伝送帯域 中心周波数土5MHz(偏差 ldB以内)

(3) 飽和出力 2kW

(4) 入出力 VSWR 1.20以下

(5) 消費電力 12KVA 以下

4.4 特長

(1)本装置の信頼性をより高くするため,クライスト

pンを除き,全固体化されている.

(2) 高圧回路は危険防止のため,赤の注意ラベルが貼

布され,かつ容易に手が触れないように安全扉が設けら

れており,また万一運用中に安全扉が開かれた場合には

ドアインターPックアラームにより,直ちに高電圧をし

ゃ断し人災を防止する設計を行なった.

(3) マルチキアリア伝送のため,変調歪に対しては特

に次の点て考慮している.

(a) 励振増幅部はA級動作のRFトランジスタ増幅器

で構成している.

(b) クライストロンは飽和出力 2kW に対しlkW レ

ベルの,直線性の良い動作点で使用している.

5.送信系レベルダイヤグラム

送信系の各装置の入出力レベルを Table.1に示す.

Tab]e.1 TransmittingSystem LevelDiagram

CAlNORLOSS ROl′TE lFFREい CABLELOSS ≡:RPCOST ĈBL三LOSS lFCO.qB CO人:(CABLE LrPCOh'V CABLELOSS Kい一HY-Jr .;pEss 18mLJ,lHT RF

LRFA一( 71.0 -i.2 -9,5 一二.3 4.3 -6,Ll 16./i -1.6 50.5 -i.06 L9.87 2033.0

72.2 -1.3 -2.A -1.} -18.7 -6.3 16.6 -1.6 50.3 -1.06 L9.9,7 20つi.2

lDCt)-1 72.925 -I.3 -2.Ll -∴～ -8.5 -6.4 : ユら.6 -1.6 I- -1.0ら i.9..57 2034.925

LRFJu7一.0O.0 一二.2 -10.7 .0-7.7-lil 23 07 51′〉501Ll ー∩つつ つつ33072.20.0 -i..3 I-3. -5 -23.8 -3().1 -13.5 -15135つつi14 ら.'つ つ034つ

DCP-2(2.974-10.0-ll.2-138-1.2 ｢完,6-つり.0-13.5-15.135.23ム.三4巧乙.0
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21.

1.概 要

受信系;ar･<隈は低雑音増幅装置,受信周波数変換装置,l

低雑音増幅装置 

動作概要 

17.Fi.1中間周波分配装置より構成され, その系統図は g

に示すとお りである. た後 低雑音増幅装置で脚 扇される.,

本装置は冗長系を有 している.各装置は現用,予備回

GMSより GHz帯受信信号はアソテナで受信され

本装置の増幅-''3ミミパラメトリック増幅岩in.2段とトラ-/

路についてこれらに供給する電源をも含め,電気的,校 d0

1Ko

ジス タ増幅器とで構成され,全体として利得 4 Bを得

械的に互に独立に実装され,予術側は常に動作可能な状 てお ･),照音温度は 4' である.

態 HOTITANDBY 方式を採用し,予備側への切換に

よる伝送信号-の影響を最少限に押えている. ,て構成され, 出力に AL器とガン増幅'H. C (自動 レベル 
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28 技術報告 (特別号 1-2) 

-_ - L 二 二 ≡ I_ :- I -:__ _ 

Fig･2 LoW NoiseAmplifre

巨 十 一一針 IF OUT

十 
Fig.3 Receト′1ngFrequencyConverter

制御)を施 して,その安定化を図っている.なお,ポン (1) 中心周波数 1682.5MHz 

ピング信号源の発振周波数は 32.SCHzである. (2) 帯域幅 40MHz以上 
212 系統図 (3) 雑音温度 41oK 
低雑音増幅器の系統図を Fig.2に示す. (4) 利得 40dB 
2.3 性能

(5) 安定度 土 0.5dB/過 
本装置は下記のとお りである. (6) 利得偏差 1dI∋以内
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二 日. -
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:｢ L Z二二≡~一i~A

E
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Fi. FDvdrg 4 I eie

2.4 特長 

(1) パラメトリック増幅器は非冷却型であ り,かつ小

型,軽量化されている. 

(2) ′{ラメトリック増幅器の長期安定動作のため
 

(a oi tt
) ポソプ ･ソースは SldSaeを用いている. 

(b) ポンプ電力には ALCをかけている. 

(C) 主要部分は温度制御されている. 

() 直流電源は安定化されたものを使用している.d

(3) 空中線のどの角度においても,安定円滑な動作が

行える. 

3.受信周波数変換装置 

3.1 動作概要


低雑音増幅装置よりの 1･GHz帯信号は受信RL]
7 ,波数変'

換装置で 70MHz帯の中間周波数変換される.

局部発振信号の 原発振信号は 周波数標準装置より 40
 

MHz帯で供給され,これを本装置で増幅 し,さらに 36


逓倍 して,変換器の局部発振信号としている.


受信信号は伝送帯域が約 32MHzと広 く,多数の搬送

波信号を同時に伝送するため,広帯域で,混変調歪のす

く･れたダブルパラソス ミキサを変換部として班用 してい

ち . 

3.2 系統図


本装置の系統図を Fi･3に示す.
g

3.3 性能


本装置の性能は下記のとお りである.
 

(1) 入力信号周波数
 

.VIS 18.MH
SR 616 z 

･TRRR 1684.0,1688.2,1690.2MHz

･HR-FAX 1687.1MHz

･LR-FAX 1691.OMHz

･TLM 1694.OMHz

･DCP 1694.3-1694.7MHz
 

() 出力信号周波数
2


.VISSR 70.OMHz


･TRRR 24 7..86 z7.,66 7.MH

･HR-FAX 75.5MHz

･LR-FAX 79.4MHz
 

'TLM 82.4MHz


･DCP 82.7-83.1MHz 

(3) ローカル信号周波数 44.7667MHz 

(4) 入出力端子 VSWR 1.15以下 

(5)振幅周波数特性 周波数 1682.5MHz土 16MHzに

於て偏差 3dB以内 

(6)影像信号抑圧度 60dB以上 

(7)帯域内不要幅射 60dB以下 

4.中間周波数分配装置 

4.1 動作概要 

70MHz手削こ変換された信号は中間周波数分配装置に

供給されるが,受信周波数変換装置はアンテナペデスタ

ルルームに,中間周波分配装置はこれより約 400m離れ

た局舎通信室に設置されるため,この間を接続するケー

ブルにより一次憤斜の振幅歪を受ける.中間周波数分配

装置では振幅等化器によりこの歪を等化 した後,VISSR

信号を除く,TRRR信号,HR-FAX信号,LR-FAX信 
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性能
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記録表示装置は前述の磁気テープ記録再生装置の他に
1 概

本装置は GMSから伝送されるテレメトリ信号を復調 びアナログの記録を行なう.

. 要
デジタルプリンタ,ベンレコーダによりデシマル,およ

g

P

,GMSる. また本装置は,復調データの処理を行ない ィに表示 し,搭載機器の状態を監視するためのものであ

2.

1(

し,衛星搭載枚器状態のデータ (CM

よび実時間デ-タ (リ7ルタイムテレメトリ)に分離す および時刻信号と共に入力して,キャラクタディスプレ

構

テレメトリ系装置の構成図を Fi･1に示す. 

) テレメトリ復調器 

テレメトリ)お テレメトリ監視装置は,PCM 信号をタイミソグ信号

塔載機器の監視,VI R画像の取得 および コマソドの

実行等に必要な各種データを出力し, GMSの運用を円

SS る. 

成
滑に行なう. 

F切替器からのテレメトリ信号は,テレメトリ復調器

で PM 復調がなされ,PCM テレメトt)とリアルタイ<

I

テレメトリに分離される.これ らの信号は,必要に応 じ C2()P M テレメトリ復調器

て時刻信号と共に磁気テープ記録再生装置に記 録 され ･ビット同期盤

る. ･フレ-ム同期蛇

CP M テレメトリは,PCM復調器によりビット同期, ･入出力信号制御盤 

3

4

(

(

)実時間データ装置

タイミング信号の作成および PCM 信号の直列一並列変 ･リ7ルタイムデータ検出盤

換を行なう. ･リ7ルタイムデ-タ処理盤

リアルタイムテレメ トリは, 実時間データ装置で. ･タイムコ- ドトラソスレ-メ 

) 記録表示装置

符号判私 フレーム同期をとりチャソネル分離に必要な

SS

I

に含まれる各種センサ/ミルスの復調を行ない各センサパ

ルス間のタイミングを測定する.更にタイムコ- ドトラ

ソスレ一夕により直列時刻信号を並列時刻信号に変換す

る. これらの信号は,DPC-伝送するため ステータス

信号,Q/D信号 (信号の晶質を示す)と共に通信制御装

置に出力される.また VI R画像の取得,コマンドの

RIG チャソネルBおよび 64KHz ト-ソバースト信号

･磁気テープ記録再生装置

･アナログ記録巻き置

チャンネル選択鮭 

D/A変換盤

ペソレコーダ

･デシマル記録装置

プリンタ制御盤

3

/実行に必要な各種信号を SDB装置およびコマソド系装

置に出力する. デジタルプリソタ

1-

huzo
S
松田修三 M: UDAATS

-



1

23

0nCT i tonmunca

技術報告 (特別号 1-2) 

itnlU

m 

tysem 
tconro

dSComman

eTT!lユnm co
tno

rn

o 

a 

Data ro U n l t 

OS/DB 

me

lTieam
Ti0 

R c
00c

C eoma

oeeC c
)

i
l

ndSy st

iont

decoerI)
Iiiiii-

1 ℡e rim
一 . eeiTl

a
!ーD decpco)1+rrq-15ー⊂E◆IIOコPトト一∽∽i=rq,

eT ryte
tremr

1eem
e y 

nt

Slgn a

icr 

l 

e
dtemer

d
r
eeo
a

MTaa pgRe c RD ee c o d 

inlUtconroodecuVdganny ll

) テレメ トリ監視装置

･データ処理架

∋ii

Tlme 

lerSa

(5

tarS T ttaaCPMⅠ

Code 

tysetrleFi.1 Fu lBl kDi m ofTe me yS m.oc

) 実時間データ装置

agra

(3

中央処理装置 (電子計算機) ･リ7ルタイムデ-タ検出盤

iona
tnc
g

I

4

D

KHzト-ソ

コー ドメジャーフレ-ム同期方式 

IRIGB副搬送波および6

紙テープ読取装置 パルス復調方式

紙テープせん孔装置 高精度サ ソパルス バ ンドJtスフィルタお よ

･監視卓 び AM ディテクタ

イソターフェース盤 サ ソセンサ/ミルス //


キャラクタディスプレイ コマン ド実行 トーソ 〝


･入出力タイプライタ イソテ ックスパルス 〝

増設 シャシー 入力信号 

) テレメ トリ復調器

C 76

0

･1

z47

P

･.､- ドコピー装置 アースセソサパルス 

性

P

P

3.

(1

MH

(2

CM

FM-

CM
三フソ ド実行 ト】3 

)P M テ レメ トリ復調器 (三0 

FM ディスクリミネー

タ
能 

信号帯域幅

･入力信号周波数 

･入力信号型式 

CM-PMテ レメ トリ 

MPリアルタイムテ レメ トリ 
zi4言 ンセンサ /ミル 131冒≡l箭 H H

H

H

Hz

800

0

O

20

l

ZHz

lll

I100

z (土5%)
･変調度 

03.テ レメ トリ ラジアン
･ぞ…竺競 z (土5%) 

15.リアルタイムテ レメ トリ ラジアン 

Hz

Hz

iS

S7io…

28

26･芋 i

･リアルタイムデータ処理盤

z (土5%) 
･ビット同期盤

入力 コー ド形式 Biや-L (土5%)

ビットレ- ト 

レレーームム同期盤

SPB502

･フ

3

6

ワー ド長 8ビット/ ワー ド タイ ミソグ測定項 目

4ワー ド/ マイナフ

2-

ionCtalllompn.

アイテム 測 定 項 目マイナフレーム長 

Tl サ ソセソサパルス (

〝 

T)SP

T】 hソ 

ノ
り

下立

h

46メジャーフレーム長 

P

マイナーフレーム

/ メジャ-フレーム

Nコー ド

PT8 サ ソセンサJ<ルス (Sト2) 

T一 〟マイナーフレーム同期パターン 

-

hソ上立

上立

下立 
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1Ll.T＼IITz 

Fig tion me r.2 F alBlc aokDIg m ofTele

) 記録表示装置(4

ra tolatr

分,秒 ,42ビット 

yDemoduunc

T5 サ ウス7-ス七ソサ hソ上立

T6 〟 

TT ノース7-スセンサ 

T8 〟 

T9 コマン ド実行 トーン 

下立 h

nノ
n
ノ
hソ

リ

.上

下

上

立

立

立

･磁気テープ記録再生装置

チャンネル数 8チャンネル

20(土3dB,1 IPS)周波数 レスポソス 

T… 〟 hソ下立 ダイ レク ト記録/再生 

300Hz～600kHzタイ ミング測定用基準パルス

サ ンセソサパルス (Tl)またはアースセン FM 記録/再生 

サパルス (T5) DC～40kHz

タイ ミソグ測定用 クロック 100kHz ･ペ ./レコーダ

･タイムコ- ドトランス レータ チャンネル数 8チャンネル

コー ドフォーマ ット IRIGBコ- ド 感度 ･50 V/cm

デ-タ表示 日,時,分,秒 ,(BCD 9桁) 周波数特性 DC～60Hz

並列 コー ト出力 BCD コー ドによる El, 時, ･デジタルプ リソタ 

Fig tion m o me.3 Func raalBlc aokDig lefPCM Te tryDemod r.tolau

- 33-
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三 二 一 

プリントサイクルタイム 

テレメトリ (ベースパン

ド)とリアルタイムテレメトt) (甜還送波)の復調信号

を出力する. 

の範田で動作 

し,入力が offの時は,スイ-プ回路が動作してサーチ 

コラム容量 

C

F本装置は,I切替器より入力されるテレメトリ信号の

主搬送波を PM復調し,P M最大20ライン/秒

=ラムまで可能02

Bmd01-03- -本装lT-は,入力レベル 

)2g.

4

(1

.動作説明

) テレメトl)復調M,I(系統図 Fi

-

印字速度
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を繰 り返す. (信号が入力されて ,30秒以内に同期する･ )

バイフェーズレベル PCM テレメトリ信号は PLL方

式により復調 し, リアルタイムテレメトリ信号はフォス

タシー .)型周波数弁別器により政調する･ 

(2) PCMテレメトリ復調器 (系統図を Fig･3 -5に, 

pCM 伝送フォーマットを Fig･6に示す･ )

テレメトリ復調器または磁気テープ記録再生装置か ら

出力された PCM 信号は,ビット同期盟 ( Fig･4 )に入

力される.

ビット同期盤では入力 PCM 信号に対するシクナルコ

ソデショニソグを行ない,位相同期ループ (PLL)によ

ってビット同期をとり,入力直列 PCM データに同期 し

た 2相のクロック信号を得ている.

同時に入力 PCM信号は,ビット判定回臥 コー ド変

換回路を経て雑音の重畳 していない NRZ-Lの直列 PCM

コー ドに変換されフレーム同期盤にクロック信号と共に

出力する.

フレーム同期盤 (Fig.5)では ,2相のクロック信号

を 4相クロック発生回路に入力し ,900づっ位相の異な

る 4相のクロック信号を発生し本盤内の基準タイ ミンク

信号として用いる.

一方 ,NRZ-L直列 PCM 信号は ,16ビットことに,

シフトレジスタに入力し,その出力はパターンコソバ レ

ータ回路に導かれ,ここで,あらか じめ設定されたマイ

ナーフレーム同期パターンと比較 し,不一致 ビット数が

設定値以下であれば,それをマイナーフレーム同r U]パタ

ーソ( Fig.6PCM 伝送フォ-マット,ワー ドNO･ 0,1)

と判定する.

マイナーフレームの監視には 3つのモー ドがある.非

同期状態のときに同期パターソを探すサーチモー ド,同

期モ- ドを見出したときに,それが確かに同期′くターン

であるかどうかを監視するチェックモー ド.チェックモ

ー ドでの監視の結果,同期ノミターンと判定 した場合は,

ロックモー ドに移行 して監視する. ロックモー ドで監視

を行なっている場合に不一致 ビット数が連続 して多くな

ると再びサーチモー ドに戻って同3 L]Jパターンの再抽出が

行なわれる.

マイナーフレーム同期が確立するとワー ドレー ト信

早,フレームレー ト信号,ワー ドカウソト信号を作成 し

出力する.また,入力直列 PCM 信号をワー ド単位の並

列 PCM 信号に変換 し,パ リティビットを付加して出力

するほか入力直列 PCM信号の信号配列を , 1ワー ドご

とに反転させた直列 PCM 信号 (T-シ1)7ルデータ)等

を出力する.

次にメジャ-フレーム同期の捕捉が行なわれる.

メジャーフレームの同期方式として,純 2進 ID コ-

ドを用いた方式 (ID)あるいは,メジャーフレーム周期

ごとにフレーム同期パターンのコンプリメソトパターソ

が送出される方式 (SCC)のいずれかが選択できるが, 

GMSシステムにおいては ID方式が採用されてお り,以

下この方式について述べる.

メジャーフレーム同期部には ,T-シリ7ルデータ,メ

イ ミソグ信号がマイナーフレーム同期部より入 力 され

る.また,各種設定信号が与えられる. 入力 ID コー ド 

(Fig.6,PCM 伝送フォ-マット,ワー ド NO.2)はま

ずプログラムされた値と比較される.

サ-チモー ドにおいてプログラムされた値は,最初に

受信した ID コ- ドに一致するまでビットレー トでカウ

ントされる.一致 した后チェックモー ドに移行 し,次に

ス ト7されている ID コー ドが次のフレームの ID コ-

ドと比較するため 1つだけカウントされる.予測 した結

果が一致するとロックモー ドに移行 し,一致 しない場合

はサーチモー ドに戻る. ロック状態は,正 しくない ID

コー ドの連続が,パネル両で設定されている値を越える

まで保持される.

メジャーフレーム同期がとられると,メジャーフレー

ムレー ト信号及びマイナーフレームカウント信号を作成

し出力する.

マイナーフレーム同期およびメジャーフレーム同期の

捕捉により得 られた各種信号は入出力信号制御盤で整合

を行ない各種装置に出力している.また入出力信号御盤

は,次のような概能も有している. 

(a) 運用モー ドの選択および信号の切替を行なう . 

(b) PCM 信号, リアルタイム信号の入力 レベルを検

出し ,Q/D信号を作成 し出力する. 

(C) テレメトリ系装置のステータス信号を作成 し出力

する. 

(d) システムコンソールにて指定 したワー ド及びフレ

ーム番号の PCM データを抽出し,システムコンソール 

-出力する. 

(3) 実時間データ装置 

(系統図を Fig･7 -9に示す･また,テレメトリ副搬

送波周波数スペクトラムを Fig･1 2に示す.)テレメト

リ復調器または磁気テ-プ記録再生装置か らのl)7ルタ

イムテレメトリ信号をリアルタイムテレメトリ検出盤に

入力し,各撞センサ′くルスの復調を行なう .

高精度サンパルス,サンセンサパルス,コマンド実行

トーンおよびインデックスパルスの復調は ,帯域折渡器

により副搬送波帯でそれぞれのパルスを抽出し,抽出さ

れたバース ト信号を AM 検波する. また, 7-スセソ

サパルスは,帯域折渡器により不用信号をのぞき ,FM

ディスクリミネ-タによりべ-スバソドのパルスを得て

ー 3 5-
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) 磁気テ-プ記録再生装置

本装置は,SANGAMO SABREⅣ 磁気テ-プ記録再

(a入力されて,それぞれのパルスの立上 り,および立下 り

時点に対応 したデータ書き込みパルス (T T/


がつくられる.この書き込みパルスにより17段バイナ リ 生装置で構成されてお り,テレメトリ復調器より出力さ


カウンタの内容が,バ ッファレジスタ部の指定の番地に れるテレメトリ信号を,IRIGB時刻信号とともに記録,


IOl～ ミルス)

書き込まれる.(タイ ミング測定を Fig･10
,11に示す･) 再生するものである.PCM テレメトリ信号は FM 記録

段バイナ リカウソタは,タイミング測定のためのカウ

ンタで, 1スピン毎に基準パルスでリセットされる･ し レクト記録する.更に音声 も記録する較能を有する. 

17
 し, リアルタイムテレメトリ信号および時刻信号はダイ

(b) アナログ記録装置 ) 

PCMテレメトリのアナログ信号を D/A変換 してペソ

たがって,実際に測定される値は,基準/iルスか ら各パ 13
(Fig.

"s

kHz ,600ms レコ-ダに記録表示する装置である.クロック)で のスピンレー トの場合,ec

ルス端までの時間差となる.測定分解能は 1 e0. c(100 

0 10以下の分解能となる. チャンネル選択盤では,入出力信号制御盤か ら入力さ

バ ッファレジスタは, 17×16ビットの RAM 2段で れる PCM テレメトリのワー ドカウント信号,フレーム

0.
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共にバ ッファアンプを介して,通信制御装置およびデシ

r
40.


ltz
･1


構成されてお り,一方がf'き込み用に他方が読み出し用

レジスタとして使用 している.

タイ ミング測定の結果は,前面パネルに表示されると

マル記録装置に出力される.

また,コマンド系装置に対 して,コマント実行確認の

ための実行 トーンを 出 力 し,S/DB装置に対 しては, 

VISSR画像処理のための基準パルスとして高精度サン 

IR1 2三31

ete
0 1ll.OCl

カウント信 号 と, パネル面で設定されるワー ド設定信

早,フレ-ム設定信号を一致回路で比較 し,カウント信

号が設定信号に一致 した 時, チャンネル分離のための 

GATE信号を作成 し,D/A変換盤に出力する. 

D/A変換盤は,直列 PCM データを 8ビット (1ワ

- ド)ご とに 直列一並列変換 し, 得 られた 8ビット並

列データを, ラッチ回路で, チャンネル選択盤か らの 

GATE信号により選択する. 選択された並列 PCM デ 

IRISB 

onma
xecu

いる. 

FMディスクリミネータは,周波数 ドリフトに対 して,

良好な復調が行なえるよう PLL型のディスクリミネー

タを使用 している.

復調/ミルスは,増幅されて リ7ルタイムデ-タ処理盤

および,コマンド系装置に同期 コマンドの基準パルスと

して出力している.

リ7ルタイムデ-タ検出鮭か らの各位センサパルスは

リアルタイムデータ処理盤のタイ ミングパルス発生部に

パルスまたは7-ス七ソサ′くルスをスイッチにより切替

えて出力する.

タイムコー ドトラ/スレー タは,周波数標準装置か ら

の lRIGBの直列時刻信号を入力し,副搬送波の復調を

行ない直並列変換により BCD 9桁の並列時刻データを

出力する.また,/ミルスレー ト信号およびペソレコーダ

記録用のスローコー ドも同時に出力する機能を有 してい

る, 

) 記録表示装置(4


z)q.J (k50
2.
0

ieubcarrtr
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EI)MIT ATA
WCl I)loIO,S

Fi 3 An gR

-タは,発光 ダイオ - ドで表示すると共に D/A 変換を

lao1g. r.decore

l

rocessor 

itrne

taimRea

iec1g.

■■ 

lT eD aP

) デシマル記録装置 Fi Fi 4 D malP

PCM テ レメ トリデータまたは リアルタイムテ レメ ト

リデータをデジタルプリンタに記録する装置で,プ リン ソタを制御 して記録を行な う .

トモ - ドとして デジタルプ リンタは,プ リンタ制御部 と直結接続 して

g.(C(

行ない,その結果得 られたアナログ電圧をメ-タ表示 し O t tuputnpu /工 

7 
ler 

i lgna 
C ltonro
S

同時にペ ソレコーダに記録する.

ペ ンレコーダは, D/A変換盤 と直結接続 され運用する

ものであ り, PCM デ-タの D/A 変換 された もの 7CH

とタイムコ- ドトランス レ-タか ら入力されるスロ-コ

ー ド 1CH を対応 して記録する. 
r.1)4

PCM

･P CMHK i- ド タイムテ レメ トリデータとデ -タ集録時刻を印字する.

の 3種塀がある. デジタルプ リ ン タ は, ヒュ- レット/くッカ - ド杜の 

･ モー ド ･リアルタイムモー ド 運用するもので, PCⅣⅠテ レメ トリデータまたは リアル

プ リンタ制御部は, PCM テ レメ トリデータまたは リ 0505 Bが使用されている. 

-Nアルタイムテ レメ トリデータを, BI

IRIGB の時刻デ 

BCD変換を行な

-タおよび タイ ミング信号 g.(

5() テ レメ トリ監視装置 

(a)動作概要 Fi )51い,これに 

を加えて,所定のフォ-マ ットに変換 し,デジタルプ リ PCM テ レメ トリ復調器の 入出力信号制御盤か ら出力 

Micro Wave 
Communication /乙ノ D P C 

System 

yDtaaI 

IirzJ
Tl teemer
iimngT l koc

i dmecoeT I 
C

Fig.15
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された PCM データ,タイ ミングデータおよび時刻デー

タは,イソターフェ-ス盤によりレベル変換,タイ ミン

グ調整等を行ない,中央処理装置 (電子計算楼)に出力

する.

中央処理装置は,入力された PCM データの工学単位

変換, リミットチェック,および満雄等のデータ処理を

行ない.その結果をキャラクタディスプレイに出力し, 

CRT に表示させる. リミットチェ,クの結果 リミット

7ラームデータは,CRT に表示 し, 所定の77r-マッ

トで TTYに履歴を残すとともに,インターフェース盤

で リミット7ラームランプを点灯 し,同時にブザーを鳴

動する.

システムスター ト時は TTY｣~りイニシャライズ設定

し, 逆用l棚台後は,CRT キーボー ドによりマソマシソ

コミュニケーション機能を有 し,衛星のサブシステム単

位ごとの CRT画面選択等を行なう.

また/､- ドコピー装置により CRT の画面を-ー ドコ

ピーすることができる.

更にメモリに収納 している工学単位変換用定数, リミ

ット値の変丈等のプログラムの作成,変更を行なうこと

ができる. 

(b) データ処理
 

PCM データの各マイナフレームのワー ド0および 1
 

(マイナフレ-ム同期パターソ)の読み込みを行ない,

マイナフレームの最初あてることを確認する.次に,ワ

ー ド2の読込みを行ない, マイナフレーム ID, セント

ラルエンコーダ ID,モー ドIDの識別を行い,プライマ

リフォーマットまたは七カノダリフォーマット別に処理

を行なう. 

PCM データを読込むと同時にワー ドカウソトを行ない,

ワー ドナ./メ-が 31,32,33,63に対 してはサブコミ

ュテータの処理を行なう.また,アナログデータ又はバ

イナ リデ-タによって処理が分かれ,7ナロクデータの

場合は,工学単位変換を行ない変換値に対 して リミット

チェックを実行する.一方,バイナ リデータの場合は,

ビットに対応 して CRT に表示する. 

(日 /ミイナ リデータの処理 

I,ィナリデータについては P] CM データのワー ドの各

ビットに意味があ りそれに対応する処理が行なわれる.

また PCM データの各バイナ リデータをディスプレイ

する必要があるか否かの判別を行ない,必要があれはデ

ィスプレイする. 

(u) アナ pグデータの処理

処理の対象とされているアナログデータは,工学単位

変換を行ない,その結果に対 して リミットチェック (上

限,下限)を行なう.工学単位変換の変換値は実際の物

理量に変換されてディスプレイされる.

工学単位変換は, PCM データをあらか じめ較正曲線

によって求められた近似多項式によって,物理量に変換

されるが,その近似多項式の次数は各 PCM データの較

正曲線によって異なる. 

(山】 SEM データの処理 

PCM データはアナログデータの一種であるが, 多項

式で近似することはできない.PCM テレメ トリの SEM

データに関する各ワー ドの MSBか ら LSBを a,b,C, 

d,,, , ,とすると,入力/ルス数の最小値 m ,efg h ミ Iin

および最大値 Imaxはそれぞれ次のようになる. 

a-b-C-0の場合
 

Imin-2β(㍗+8)-8
 

Imax-23(r+9)19
 

a-b-C-0以外の場合
 

Imi- ･｡8+㍗ 2-9
n 82(β +3) 32
 

Ⅰma- .｡8+r ) 33
x 82(β +33-9

ただ し
 

α-4a+2b+C
 

β-2d+e
 

T-4f+2g1-h
 

(v リミットチェックi)

リミットチェックは PCM データ中のアナロクデータ

に対 して予め設定 した上限値および下限値を,工学単位

変換結果と比較 して制限範囲内の値を示すか否かをチェ

ックする.制限範田外の値を示 したデータはエラーデー

タとして出力する. 
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6. コマン ド系装置 

6. CommandSubsystem 

AbstraCt 

Thi eto ecie h o n usse eup ns ltih i ot･esscindsrbstecmmad sbytm Pimet llc scnI011d 

bothbytheDPC computer mode and by the CDAS localmode. This subsystem 

inefcswihcmmuiaincnrlusse T lmelySbytm adSD .trae t o ncto oto sbytm, ee t･ usse n /B

1.概 要

コマソド系装置は,通常はマイクロ回線経由により, 

DPCか ら遠隔制御され,GMSミッション遂行のために

必要な種々のコマンド信号を発生することを目的とする

もので,その主たる楼能は下記に示すとお りである. 

(1) DPCか らの制御信号によりベースバソドコマンド

信号を発生する. 

(2) ベース,=ソドコマンド信号で 70MHz帯 IFのキャ

リアを PM変調 し,送信系装置を介し GMS-送出する･ 

(3) GMSか らのテレメータによる コマンドアンサバ

ックデータとの照合を含め,各種の照合確認を行なう.

照合結果が良でなかった場合は,エクスキュー トトーン

の送出をイソヒビットして,コマソドの実行を阻止する･ 

(4) コマンド信号は,本を与匿のキースイッチの切替え

によって CDAS,DPCいずれの局か らも発信できる. 

(5) GMSの姿勢制御関床のコマンド(同期コマ1/ド)

は CDASか らのローカルオベ レーショソによりコマン

ド信号の発信を行なう. (TACCの/:ック7 ップオペ レ

ーション) 

(6) コマソド系の運用履歴を記録する･ 

2.コマン ドシーケンス

コマンド実行のシーケンスは次のとお りである. 

(1) まずイントロダクションは,正弦波による AM変

調された tt"トーンの連続およびコマンドフレームの開0

始を示す ワー ド同期/1クーソが送出される. 

(2) 続いてコマソドフレーム (デコーダア ドレス,コ

マソドタイプ,コマンド番号)が送出される. 

(a) デコーダア ドレス 

GMSに搭載されている DECODERのAまたは Bを指

定する. 

(b) コマンドタイプ

パルスコマソドまたはシリアルコマンドを指定する. 

(C) コマンド番号


コマンド項 目を指定する.
 

(3 tt") コマソドフレームを送出後,ホール ドトーソ (l

の連続で AM変調なし)が送 られて GMS内部のレジス

タにコマンドタイプおよびコマソド番号の内容がホール

ドさ31る. 

() 不定長のホール ドトーン送出後,特定のエクスキ4


ュー トトーンが送出され,コマンドフレームにより指定

されたコマンド項 目が GMSで実行される. 

3.動作原理

コマソド系装置の機能系統図を Fig.1に示す.コマ

ソド符号発生盤 (CODEGEN)は,本装置で中心的な故

能を果してお り,本装置の運用が DPCの場合は通信制

御装置 (CCU)を介して入力されたコマンドフレームに

よる,CDASローカルオベレーショソの場合は,本盤パ

ネルスイッチで設定したコマンドフレームによるベース

バソドコマソド信号を発生する.また VISSR の南北方

向のス千ヤソ方向を反転するリバースコマソド制御信号

が S/DB装Ⅱより本望へ入力される.

･rコマソド変調盤 (hlOD)はベースバ ンドコマンド信号

で 72.2MHzの IF キャリアを PM 変調する,

コマソド照合盤 (COLLATOR)はコマソド系装置の

誤動作による GMS-の障害を防止するため,コマソド

符号発生盤 (CODEGEN)か ら入力されたべ-スバソド

コマソド信号と各種の照合,確認を行なう.照合結果が

良の場合は EXECUTE AVAILABLE信号をコマソド

符号発生悠 (CODE GEN)に出力して, エクスキュ-

森 又秀 MatahideMoRI 
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PCM I)ATA
E夫E V ERIFY

COh'T; CONTROL SIGNAI. 

EXE;EXECUTE 

B.B; BASE BAND 

AVAIIJ; AVAILABLE 

MO工〉;Mo二)ULATOR 

CO工)E GEN; Co二)E GENERATOR 

Fi. ucinllc ig~mO omn qimng1 FntoaBokDala fCm adEupet

ト信号の送出を可能にする. 用履歴データを所定の印字タイミング,印字内容,印字

同期制御盤 (SYNCHRONOUSCONTROLLER)紘 フォーマットで記録する. 

エクスキュー トモー ドとして SYNCHRONOUSまたは (1) コマンド符号発生盤

MULIL 本盤の機能系統図を Fg2に示す.系統 図 に示 すTPEモー ドが選択された場合,エクスキュー ト i.

信号の送出を制御する.テレメトリ系装置より入力され ように,本盤の回路は,ベ-スバンドコマンド信号のシ

た SUNPULSEにより本盤内のディジタルP LLを同 リアルコー ドを作成するディジタル回路部分 (コマソ ド

期せ し軌 同期 コマンド実行用の基準位相タイミングを フォーマット発生回路,制御パルス発生回路,デコーダ

抽出する. 回路,パラメータ部 レジスタ回路等)とシリアルコー ド

コマンド記録器 (RECODER)はコマンド系装置の運 により FSK-AM信号を発生するアナログ回路部分とに 

Fig.2 COMMANDCODEGENERATOR
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TRANSYIITTER 
SYSTEM 

COLLATOR 

7-STD;FREQU五NCYSTANDARDEQUIPMENT 
CM)GN OMhLGZEAO工 E;CMA' EVRTR 

Fig.3 COMMAND MODURATOR

大別される. DPCより CCUを介して入力されたコマ

ンド制御信号は DECODERにより命令が 判 別 され,

またコマソドフレームの内容は PARAMETER REGL 

STERに設定される. CDASローカルオペレーション

による運用の時は CONTROLAND DISPLAY のパネ

ル面スイッチにより命令および コマンドフレームが設定

される, 命令の種頴別に CONTROLPULSEGENER 

ATOR より制御 ′ミル ス を COMMAND FORMAT 

GENE TOR へ送出する. C Jl ORMATRA OVMAND F

GENERATORは シフトレジスタを内蔵 してお り,PA･ 

RAMETER REGISTER より入力された-ラレルコマ

ンドフレームを 1ビットずつシフ トしてシリアルコー ド

のコマンドフレームを発生する.またエクスキュー トモ

ー ド別にエクスキュー ト信号の送出を制御する.アナロ

グ回路部分では COMMANDFORMATGENERATOR

から入力された t-0 トIツ,tt"トIツ,''XEUTEH" l E C

トーソの GATE信号により FSK信号に変換 した後, 

AM 変調が行なわれる. 

(2) コマンド変調器

本器の煉能系統図を Fig.3に示す.

周波数標準装置 (∫STD)か ら入力された 7.2211Hz

の基準信号をコマンド符号発生盤か ら入力されたベース

バソドコマソド信号により PM 変調をかけた後,10て

い陪し,72.2MHzに変換 して,電力増幅を行ない コ マ

ンド系装置の出力とする. 

(3) コマンド照合盤

コマソド照合盤はコマソド符号発生盤から入力された

ベース':ソドコマンド信号と下記の項 Elとの照合確認を

行なう. 

(a) セルフチェック

コマソド系装置の出力信号 (72.2MHzIF)を本塩内の

デコーダによりデコー ドしてべ-ス-1ソドコマンド信号

と照合する. 

(b) テレメータアソサノミックチェック 

GMSシステムでは,CDASよりコマンドフレームを

送出すると GMSか らの PCM テレメトリ信号によりコ

マソドフレームの内容が送 り返されてくる (コマンドべ 

1)フィケ-ショ-/データ). このデータとベース,(ソド

コマソド信号と照合する. 

(C) 禁止 コ-1ソドチェック 

GMSの7&勢制御等に関する重要なコマンド項 El(汁 

43項 目)を予め禁l上コマンドとして,本姓の ROMに設

定されている. コマンドフレームは GMS-送出する前

に本塩の ROM に設定されている全ての禁止 コマソド項

目と比較され,もし禁止コマソド項 目に該当した時はコ

マンドフレームの送出を禁止する.

本盤は機能系統図 Fig･4に示されるように上記 a, 

b,Cの照合を行ない.照合結果が良の場合はコマンド符

号発生盤へ EXECUTE AVAILABLE信号を送る･

またェクスキュー ト信号を GMS-送出すると,GMS

か らリアルタイムテレメトリ信号によりエクスキュー ト

信号の折返 し (エクスキュー トべ t)フィケーショソ)伝

号が:.望られてくる.エクスキュー トチェック回路は,こ

の信号でエクスキュー トのチェックを行なっている. 

() 同期制御盤4


コマンド符号発生盤によりエクスキュー トモー ドとし

て MULTIPLEまたは SYNCHRONOUSモ- ドが選択

されている場合は,エクスキュー ト信号の送出は本盤に

より制御される. 

MULTIPEモー ドは/ミルス幅 50msecのエクスキュ

ー トパルスをパネル面で設定された個数,あるいはDPC

か ら CCU を介して 1)モー トコントロ-ルで設定された

個数だけ 10pps のレー トで送出する. 

SYNCHRONOUSモー ドはテレメトリ系装置より入力

された SUNパルスに同期 してエクスキュー ト信号の送

出を行なうもので,SYNCHRONOUSPULSED モー ド

と SYNCHRONOUS-CONTINUOUSモー ドとの二位類

があ り,DPCか らは制御できず CDASローカルオペ レ

ーションにより運用する. 

SYNCHRONOUS-PULSED モー ドは,本塩パネル面

により設定された′1ルス幅,送出位相,個数のエクスキ

ュー トパルスを送出する. SYNCHRONOUS-CONTINI 

UOUSモー ドは本盤パネル面で設定された送出位相か ら 
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t∈= ]ガISPLAY 
Tひ'; TLMTY DT,DTCO! EEER E･ EETR 
CT'; CMMN GN EEAO､⊃ OLAD E;GNRTR 
COV,CtVR五T N1 Nii3TTN･ OiETt I!;T I

Fig.4 CoMMAND CoLLATOR

口Cpェ三T_ m ｡.:T ≡, _ 

L)O; コ 三二二:i - =C L CこCILL lTCR二, CO:～ rr ;

Fig.5 SYNCHRONOUSCONTROLLER

エクスキュー トパルスを設定された SUNパルスの周期 DPLL回路の即 Fを以下に述べる.位相誤差回路出方

数だけ継続して送出する. Vdは

本盤は機能系統図 (Fig･5)に示されるように,テレ Vd-Kd(O1-00)

メトリ系装置より入力された SUN/ミルスにより DPLL VCOの周波数変化分 Awは 

IIA H S OKDLO)を同期せしめ,(DGT LPAELCE OP
Aw-半 -KoV2 ･(1) 

同期コマンド実行用の基準位相タイミソグを抽出する. 
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F(S) 

Fig.6 BASICPHASELOCKEDLOOl'

,i 丁 

但し Kd ; PHASEERROR DETEC 

TOR の変換利得 

Ko;VCO の変換利得 

F(S);フィルタの伝達関数 

(1)式をプラス変換すると 

Se｡(S)-K｡ VB(S) 

C｡(S)=蓬 些 迎 S -

故に 

Vd(S)-Kd〔OL(S)-eo(S)〕 ･･ - ()2

V,(S)-F(S)Vd(S) (3) 

eo(S)-Ko'SV()
S -･(A) 

Fig.7 Executepulsewaveforms 

(2,() 4式より ) 3,() a;oneshotmode 

vd( -Kdl̀S一半S) e() -〕 
b;continuousmode 

c;multiplemode 

-KdllS) F(Sd()le( -Koav S

d;syncrOnOuS-pulsemode
e;syncronous-continuousmode

これより閉ループ伝達関数 B(S)を求めると

打 ( S)--Sigi 
ただし 

K｡KdF(S) 
=3TKTTfTKGS

wn-ノ K｡ Kd/Tl,E-ノ K｡ Kd/Tl(TB+1/KoKd)/2

上式の nは固有周波数 ,Eはダソピソグファクw

･完全 2次系 タである .

完全 2次系の F(S)は 不完全 2次系 ,完全 2次系ともに ,入力の位相ス

F(S- sy) 1'
テップに対しては最終位相誤差 Li

e
e om(r e )が 0に 

(一o

なるが ,不完全 2次系の場合 ,DCループゲイン Ko 
故に 

KdF(0)が有限値であるため ,入力の周波数ステッ

H(S)-諸 宗 謡 ㌫ プに対しては特定の誤差を生ずる .完全 2次系では

ただし 周波数ステップ入力に対しても最終位相誤差は 0と

なる .本塩の DPLLは完全 2次系構成となってい
wn-ノK｡ Kd/Tl -(,ノK｡ Kd/Tl)/2

る. 
･不完全 2次系

4.1 ェクスキュートモード
不完全 2次系の F( S)は 

1+ST8 
本装置のエクスキュートモードを下記に示す. 

F(S)-1+STl (1) ONESHOT モード 

故に 50msec幅のエクスキュート単一パルスを送出する 

Su(,A wnKo ) n (Fig.7-a参照) .n2-- / Kd+we
H(S)-エコ1 

(2) CONTINUOUSi-t.

一丁･4 7-



48 技術報告 (特別号 I-2)

任意幅のエクスキュー トパルスを送出する (Fig.7-b

参照) . 

(3) MULTIPLE モー ド 

50msec幅のエクスキュー トパルスを設定数だけ送出

する (Fig･7 -C参照) . 

(4) SYNCHRONOUSモー ド 

(a) SYNCHRONOUS-PULSED モー ド

設定されたパルス幅,送出位相,送出個数だけエクス

キュー ト ′ミルスを送出する (Fig.7-d参照) . 

(b) SYNCHRONOUS-CONTINUOUS モー ド

設定された送出位相か ら設定された SUNパルスの周

期数だけ継続 してエクスキュー トパルスを送出する 

(Fig.7-e参照) . 
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50 技術擢告 (特別号 1- 2)

周波の トーソ信号 eサイ トトーン信号)を送信し,標的

物か らの舞射 トーソ信号を受(言し,この送信 トーソと受

信 トーンの些用益を測定すれば光速の際的物までの往復

伝描遅延時間を知ることができる.伝播時間を知れば,

距離は光速走数倍することにより求められる.すなわち

測定点か ら僕的物 まての距離を J〔m〕,光の大気中の伝

播速度を C〔nl/SeC〕,サイ ドトーンの周波数を ′〔Hz〕と

すれば送信サイ ドトーンと受信サイ ドトーンの位相差 ¢

〔ランアン〕は次のように表される.

･-2打f号 -2JTfL･･ ･･12-1 

t- 毒 ¢-1 p･2 J)･･ 22
よf( nT -･1


E:測定点か ら標的物までの往昔麦lr括時間Z一

や:位相計で測定された位相差 

n:零を含む整数 

C:光速伝播速度 2.997925×108m/SeC

またサイ ドトーソの位相計による位相差の測定精度に

は限度があ り,距離測定精度を上げるにはサイ ドト-ソ

の周波数を高 くする必要がある. しか しa)が 27rラフ7

ソをこえた場合には位相計では甲を測定するのみで nを

決定 して¢を求めることが不可能のため位相の不確定性

を生ずる.これは次の様に,他の トーンを用いることに

より処理できる. ¢が 27rラン7ソをこえない他の低い

周波数のサイ ドトーンにより,概略の ¢(t)を測定 して

高い周波数で測定 した場合のTLが決定でき,pと nによ

i.り¢が不確定性なく求められる (Fg 2参照). 

(F - Ill 6J+cPl 

92
 

Fig.2 Measul･mentOfPhaseDiffeL･enCe

本 システムに代用 している,サイ トトーソ周波数は高

低 2種輝ではなく,次の 5波を用いている.
 

f1- 200kHz fB≒27･8kHz
 

fS .7H I1 8Tz
≒39k z .≒23i

f5%35.4Hz

これらの周波数には.次のr)係がJ.立 している.コ '1111


fl-fo/5 f汗fo/36
 

fa-fB/7 f4-f3/14
 

f5-I./8 ただし fo-lMHz


この f5≒35.4Hzを用いて, GMSまでの距離を測定

した場合,¢は 27rラン7ソをこえるが, GMSはほぼ

静止軌道上に位置 しているため,概略の距離は既知であ

り, nは推定で き るた め,¢は不確定性なく決定され

る.′波のサイ ドトーソを用いた測定は次のように行な

まっれる. 

(1) サイ ドト-ソf5を送信し,送信サイ ドトーソと

受信サイ ドトーンの位相差 p Rr定する.Sをi,,J


2-2式より
 

t5 5(nI25T-7三7- v5 nJ) 

ESは,GMSが静止軌道上に存在するときは,E5≒76000
 

km/C≒0.25〔sec〕となる.以上より,fS,P5,および E5


の近似値が既知とな り,nSが決定される.
 

(2) サイ ドトーソf.を送信 し,位相差 p4を測定す


る.95,n5,94が既知であ り,かつ次式が成立するため
 

a.は決定さilる.

･4 f7I9+24T--i.(4 nJ) 

≒去 (p5.2n5=) 

(3) 以下同様に,サイ ドト-ソ f3,f2,flの送信を行

ない, n3,n2,nlを順次決定する. 

(4 lを l- 去 phl･2n汀 11を求) n r ( l )に代入し,

め l-与cLlより距離 は 算出する･
 

lが決定されると ( c s o
1度 n 捕捉動作 Aquiitinの完

了),flのみを常時送信し,? 1を測定しながら,距離 l

を算出する. 

3.測距系システムの構成

測距デ-タは Fig,3に示されるような系統 より得ら

れるが,実際の運用は次の手順により行なわれる･ 

(1) DPCの計算故 システムにおいて測距装置の校正 

(Clbain (tr)の制御信号が発生さairto)と即 巨開始 Sat

れ, この信号はマイク口数送端局装置を経て CDAS内

の MRSに送 られる. 

(2) DPCか らの校正制御信号で MRS測距装置の校

正処理が行われる.また測距開始制御信号で _MRSか ら 

.=マソドトーンを送出して,TARSを測距信号の中継動

作可能な状態に設定する. 

(3) hJRSか ら送出された▲コマソドト-ソは GMSで

周波数変換および増幅され TARSに向けて送信される･ 

()各 TARSでは,この信号を受信復調 して測距信4


号 (サイ ドトーソ信号)を中継可能な状態に設定する･ 
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｣__ " ___ ____ _ _ __ 一 ..____ __ ___ ____. _-I _ ｣ _ __ __ __ _____ __ ｣__ __ ._. _ _ _ ,_ _. _ ____. .i__ ___ ｣ ___ __ __ __ー _ _

Fig･3 Block Diagram ofRanglngSystem 

(5) 上記の準備が完了するとillRSか ら測距 信号 を 

GMSへ向けて送信する. 

(6) GMSでは,この測距信号を受信し, 周波数変換

を行ない広滞域増幅器で増幅する･また合成器で他のサ

ブシステムの信号と合成して送信周波数に変換した後,

増幅して	 MRS,TARS-向けて送信する･ 

() 各 TARSでは,受信した測距信号をそれぞれ異7


なる周波数に変換 して再び GMS中継で MRSに返送す


る.
 

(8) lVIRSでは, これらの信号が受信系装置を経て 3


台の受信機に入力される･ 

() 蔓台の受信機では,3つの経路を経た測距信号を9


復調しサイドトーンの捕捉を行なう･
 

(0 位相計で,この捕捉されたサイドト
1 ン信号と送

信用に発生したサイ ドト ン信号の位相差を比較測定す

る. 

(ll) 測定された位相差は･計算掛 こ入力され距離およ

び距雛変化率データに変換される･ 

(12) これらのデ-タに MRSのアンテナ角度デ-タお

よび時刻データが付加され･マイクロ搬送端局装匿を経

-

てDPCに送られ,そこで gMbの軌道パラメータが計_


算されるとともに Gl
MSの軌道予測を行なう･ 

4.MRSの機能および動作 

MRS の機能系統図を Fig･4に示す･ 

(1) オーダワイヤ盤 (ORDER WIRE)

*-ダワイヤ盤では,音声信号,コマンドトーン,お

よび呼出しトーンによって位相変調をかけた後,逓倍し

て ト-ソ発生器,悠-出力する･-


(2 トー. n盟 (
) /発生a,TONE GENERATOR)

トーン発生器盤では,5波のサイ ドトーン信号を発生

して送信サイドトーンとして位相計-供給する.一方こ

のサイドトーン信号は SSB変調語g･で AM 変調した後,

位相変調をかけて測距信号となる･測距信号とオーダワ


イヤ信一新王切替えて次の逓倍- 4
'器に入力され 6MHzの測

距装置の出力中間周波信号となり CDASの送信系装置

へ供給される.また校正用周波数変換器により測距信号

は MRS,TARS1,TARS2の各々の受信毅に入力され

校正および測距装置折返 しテス トが可能としている･ 

(3) 受信機盤 (RECEIVER) 
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- ,t
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Fig 4 7I ucinlBlc arm. VRSFntoa okDlga

受信陰毛話 号のF･.俄により,それぞれ GMSでは,37 l(う

のみの折返 し信号,TARSlおよび TARS2か らの折

返 し信号を PLL復調 してサイ ドトーン信号を抽出した

後,3台の位相計へそれぞれ供給する.また TARS用

の受信校においては,TARSからの呼出しトー/を検出

してブザーを駆動するとともに,音声の復調擬能を有す

る. 

(4) 位相計 (PHASE NIETER)

位相計では,送信サイ ドトーン信号と受信サイ ドトー

ン信号の位相差を検出して,計'/Fli 出力する.TTY:-

(5) 計算機 (COMPUTER)


計川 津は. 周辺俄然 (TTY ClT, TR)とともに
, .r P

プログラムにより測距装置を制御して測距を行い,取得

データを搬送端局装置を経て DPC-伝送するためのも

のである.計号7:按のソフ トウェ7は大別すると下記のよ

うに分れる. 

(a) イニシャライス

プログラムの選択 (測距か,折 り返 しテス トか,の選

釈)および測距時間の変更等. 

(b Clbain) 校正 (airto)

精度高い測距を行 うために,測距前に必ず校正をして

運用する.この校正は,測距装置内の信号のティレ-杏

補正処理するもので,MSR,TARSI,TARS2の各系

について信号を測距装置内で折返 し,ディレーを測定す

る.測定は 5波の トーンについて,それぞれ 8回測定 し

てその平均値を算出する. 

(C) コマント (TARSON) 

TARSを送信可能な状態にするための処理で,TARS

の送信出力を 200W 又は 100W にする.TARSは通

常 200W で運用されるが, MRS側での受信 レベルが

高いときは 100W とする. 

() 捕捉d

距離 則定,同一理で述べた位相の不確定性を除 く処理で,
 

5波の トーンを周波数の低い順に送出する. (f5≒35.4
 

Hz,右 ≒283Hz,f3≒3･97kHz,fB≒27･8kHzjl=200kHz)


それぞれの送受信信号のli: -,相差を測定 して,22式の n

を算出する. 

(e) 測距

測距は 1秒轟の割込みで7分間行い,割込かあるとデ

ータを入力し位相値 より距離を算出する.また 7秒間の 
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距離デークを使用して駐中自乗法直線近似により距離変

化率データを算出する.これ らのデータを 1秒毎に測距

コソソール-表示するとともにカセット MT -記錠す

る. 

(∫) コマンド (TARSOFF)

測距終了後,TARSの送信出力を OFFする処理であ

る. 

() データのタイプアウトg

測定巨の最終デー Pを TTY-タイ7'ァゥトする. 

(h .4送) 測距データの(T･

カセット MT へ記録されたデータを再生 し, 1秒の

データを 1テキス トとして 1200BPSの調歩式伝送制御

により DPCへ伝送する. 

(i) コマソド履歴データの伝送 

CDASのコマンド系装置で作成されるコマンド履歴デ

ータを,本装置が突運用以外の場合に DPCへ伝送する

ものである. 

(j) エラー監視

プログラムによって測距装置の-- ド及び ソフ トのエ

ラー監視を行 う. エラーを検出したときは頭 目を TTY 

-タイプアウトする. 

5.TARSの機能および動作 

TARSでは GIISか らの受信信号 (1･7GHz帯)を周 

-

波数変換を行ない, それぞれ異なる 2GHz帯の周波数

により再び GMS経由で MRSへ伝送する.TARSの

故能系統図を Fig･5に示す. 

(1 (_- _i)空中線 ANTETNA)
 

TARSに使用されている空中線は 3.31叫 ,開口角90


皮,ビーム幅 3度のパラボラアンテナで送信用および受


信用として 2基ある.
 

(2) トランジスク増幅装置 (TRANSISTORIZED P-

REIAMPLIFIER)

本装置は TARSの受信系前置増幅部として使用され


る･ アンテナか ら帯域通過フィルタを通って きた 1.7
 

GHz帯の微弱な信号を低雑音増幅 して, 受信系の総合


雑音指数を改善するために用いられるソリッドステー ト


増幅器である.
 

(3) 電力増幅装置 (HIGH POWER AMPLIFIER 
SUBSYSTE丸r)

本装置は TARSの送信系増幅部の終段部として使用

される 2GHz滞電力卿 苗装置である. 増幅管には測距

誤差の要因となる群遅延時間変動の少い空冷型 クライス

トロソを任用 している･この増幅装置は他の装置に比べ

信顕性が悪いため冗f<偶成となってお り故障時は自動的

に予備系に切替わる. 

() 周波数変換型中継装置 ( QUENCY CONVE_4 FRE


RSIOX'TYPE REPEATER)
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54 技術報告 (特別号 Ⅰ-2)

本装置は受信された 1.7GHz帯の測距信号を一度 70 (3) コリノーショソ折返 し

MHz帯に周波数変換 し,増幅した後に再び 2GHz帯へ

周波数変換 して,電力増幅装置に出力する機能を有す

る. HPA 出力の一部は本装置に送 り返され,入力変動

があっても送信出力を一定ならしめるよう ALCループ

を形成 している.本装置は中継機能の他に TARS動作

コマンド (200W,100W,OFF)の解読機能およびオー

ダワイヤの変復調按能を有 LMRSとの通話が可能であ

る. 

6.折返しテス ト

測距系の折返 しテス トには 3種類あ り,それぞれ折 り

返 し点および目的が興る.Fig.6に折返 し点を示す. 

Fig 6 Callrto fDlyTi. baino ea me 

(1) 劃距折返 しテス ト

測拒装置白身の動作チェックおよびディレーの変動を

チェックするもので,校正 (Clb-to)と同じルー トailain

になる.装置が正常動作していればテス ト結果は校正処

理で装置内のディレーが補正されるため,この折返 レレ

ー トによる測定距離は,MRS,TARSI,TARS2とも0

メー トルとなる. 

(2)局内折返 しテス ト 

MRS局内のディレーを測定するもので,送信系およ

び受信系装置を含む信号のディレーを測定する.測定結

果が変化していれば測距プログラムの局内ディレー補正

値を更新する, Fig.6の TXおよび RX にはそれぞ

れ 2系統あ り,その組合せにより局内ディレータイムは 

4種瑛となる･ 

コリメ-ショソまでの測距を行い,.iMRS局全佐野測

距動作のチェックを行 うものであ り,折返 し結果はJTY

へタイプアウトされる･この折返 しテス トによって(2)69. 

MRS局内ディL,-タイムの補正処理が正常に行われか


どうか確認することができる.
 

7.群遅延時間

測距システムを構成する主測距局,測距局,G九I'Sは

それぞれ固有のディレータイムを有する. DPC-伝送

している測距データは,これらのディレーを主測距局の

ソフトウェアにより補正している. 

(1) 主測距局のディレー

主測距局のディレータイムは,コリメ-ション折返 し

テス トで測定されるもので,ディレータイムが変化した

場合は,その都度 MRSのソフトウェアで補正する. 

Tx-1,Rx-1ルー トの遅延,12951Tl.
 

Txll,Rx12ル- トの遅延,1289m,
 

Tx-2,Rx-1ルー トの遅延,1301m.
 

Tx-2,Rx-1ルー トの遅延,1296m.


コリメ-ショソの遅延,76m.
 

(2) 測距局のディレー

測距局のディレーは, CDASに仮設して MRSとの

組合せ試験を実施 したとき測定 した値を用いて補正して

いる. 

TARS-1の遅延,343m
 

TARS-2の遅延,403m
 

() GMSのディレー
3


GMS のディレータイムは,符星地上試験時に測定 し


た値を用いて補正している.
 

MSR 信号に対 し
 

Tx-1,Rx-1ル- トの遅延 95m
 

Tx-,R 2 ルー トの遅延 96n
2 x l

TARS-1信号に対 し,
 

Txl,Rx-1 ルー トの遅延 91111
 

Tx2,Rx-2 ルー トの遅延 86nl
 

TARS-2信号に対 し,
 

Tx-1,Rxl1ルー トの遅延 104m
 

Tx-2,Rx-2ルー トの遅延 94m
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.FAX 副搬送波変調装置 

1.1 概要

1

g.

1-

-

マイクロ端局からのHRFAX信号 (帯域DC～2KH

が入力される, この HRFAX 信号′くターンを Fi本装置はマイクロ端局装置より出力される高分解能フ

に示す.ァクシミ. HR)( -FAX)信号に対する副搬送波の FM 変

P65.入力信号は 3 KHzのしゃ断周波数を持つ L F を

る副搬送波のAM変調を行なう.これら副搬送波信号は 通し,必要以上の高域周波数が入って副搬送波スペクト

HRFAX LR AX 変調装置に向けて出力される. 

.

F-,

2

-

1

調, 及び低分解組ファクシミリ(LRFAX)信号に対す-

/B2dラムが広がらないようにしている.しゃ断特性は 1

動作原理 OCT である. 

lanedltouao.ie
1
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R
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_
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-

FromMicro 
WaveI,ink
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Fig.1 FunctionalBlockDiagram ofFAX SubCarrlerModulator
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56 技術報告 (特別号 1-2) 

tlR-F▲x FORllAT

Blc Sa tr Pa8 SlTak trad h 9 gtl 

2. LR-FAX FORMAT

トsiack⊥ 輯 訊 + hL0SgaBgnal - p･6 lnつl

L+ -～...-M竺竺7~コ_ S
Fig 2 FAX Sga o. t. inlFtma

LPF出力は FM 変調部に入力される.この変調部は である

高品質 VCO の集積回路素子 (8038)を使用している. LPF 出力は AM 変調部に入力される.副搬送波周波

この中心周波数は 99KHzであ り, これは 入力信号が 数は 2.4KHzであ り, これは音叉発振器によって発生 

DC,0.5Vに相当する.入力レベルが OV のときは中心
l_ TIR-FAX(PM) 

周波数に対 して +29KHz,すなわち 128KHzの周波数

になる.入力レベルが 1Vのときは中心周波数に対して 

-29KHz,すなわち 70KHzの周波数になる.この関係

を Fig.3に示す. 

FM 変調された副搬送波信号はバッファ増幅器を通っ

て,出力インピーダンス 75Q,OdBm レベルで主搬送

波の変調を行なう FAX変調装置及び副搬送波折返し試

験のために,FÅX モニタ復調装置に出力される.

装m単体保守点鮫用として内部テス ト信号発生器があ
2. La-P▲X(Art)

り,変調特性の試畝を行なうことができる. 

(2) LR-FAX系

本装置の系統区は Fig.1の下半分に示されているマ 了て ′~ニ ー


イクロ端局か らの LR-FAX信号 (帯域DC～1.68KHz)


が入力される. この LR-FAX 信号パターソを Fig.2


の下半分に示す.

醍 

入力信号は 1.68KHzのしゃ斬周波数を持つ LPF を

通過しAM変調器に入る.このしゃ斬特性は 12dB/OCT Fig 3 SbC irMouain. u arre dlto
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技術報告 (特別号 Ⅰ-2) 

している.AM変調器は班も'回路弟子の乗算器を用いてLL

4に示す. 

FAX 副搬送波信号は,周波数偏移畳調動き器 

EVEL CONT)

lに FAX 信号の主要諸元を記す. に入力される.入力信号は レベル制御盤にて,あらか じ

め定められた周波数偏移量 

mz瑞‥の搬送波を変調するための トを用いた /､- トレ-型の発振回路 (中心周波数 

L(

-b(

(

) HR

DEVIATION)を-てレベル制御盤 

o_ 
FAX 変調装置 

FI 盟 (FM MOD)号 レベルに調整され T変調 に加えら

- (

)を得る変調信

概要 れる. 

本装置は HRFAX副搬送波信号及び LRFAX副搬-

oioniteva

0lVp_ 

KHz 

bmd

99

O

(300KHzp

C) FM 変調空尉ま共振回路の一部に可変容量■ダイオ-

%ess仙an土 3L

動作原理 

g.

-R1-1

a


(

(

22.

) I FAX系 

) Fi本装置の系統図を 

iondltua

いる.変調度は8%である.変調波形は Fi 3の下半

分に示されている.
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58 技術報告 (特別号 Ⅰ-2)

ルまで増幅する IF AMP部及び ÅFC盤を経由して中

心周波数を設定する BIAS部より構成している.

発振部の発振周波数′は可変容量を C とすると,ほほ 

I-1/. 百で表わされる.一方可変容量タイオー ドに2TJ三
約 4Vの逆バイ7スを与えると,その容量変化は C∝V 2

となり,この式が満足される範囲では fは fccVとなり

入力電圧に比例した周波数偏移が得られる.

この発振出力はフィルター部を-て次盟 IF AMPへ

加えられる.

尚 AFC用としては lF AMp -加えられるレベルよ

り常に 10dB低い値で用いられる. 

() 自動周波数制御盟 ( I入OD 皇の発d AFC)は FI I ま

振中心周波数を安定化するための AFC回路である.宿

安定度基準周波数との周波数差又は位相差 を 検 出 し, 

PLLを構成することによりその差が常に 0になる様, 

Feedbackをかけ,FM MODの中心周波数を常に基準

周波数と一致させるためのものである. 

FM MOD盤からの入力と基準周波数入力 (STD IN)

はそれぞれ 1/256分周された後,位相検波器に入る.こ

の位相険渡器では 2入力の周波数一位相検出を行ない, 

Fig 5 PLLo ′ dltrPnl. fF九lMouao ae

その周波数差又は位相差に対応 して正方向又は負方向の

パルスを発生する.

基準周波数に対 し,MOD の周波数が高いか,位相差

において進んでいる時にはある基準レベルに対 して負パ

ルスを,その道の時には正パルスを発生する.つまり,

この位相検波器は位相差が非常に大きい場合には周波数

検出器として働き,それ以外の時には位相検出器として

働く.位相が全く一致 している時にはパルスは出ない.

次段の ICを使った LPF では差動入力の一方に基準レ

ベル (約 1･5V)を与えておき,他方 (負入力側)の入

力に加えられたパルスを直流電位に変換する.

こうして基準信号からの周波数差又は位相差に対応 し

た直流出力が得られ, これを FM MOD 盤の可変容量

ダイオー ドに負帰還することにより,基準信7=5周波数と

同じ周波数が得られ安定化される.

以上の構成回路を Fig･5に示す. 

(e) IF出力信号は AGC付きの IF AMP盤にて レ

ベル安定化され,IF HYB 盤内の帯域フィルター部 に

て不要有り戒を減衰された後,中間周波合成器等に出力さ

れる. 

(2) LR-FAX系 

(a)本装置の系統図を Fig.6に示す. 

(b) 回路動作については周波数偏移畳 (126KHzp_o)

以外 HR-FAX と同じある. 

2.3 FM 変調盤の原理概要

本蓑匠では-ー トレー発振回路のCを変化させて FM 

TICdBm
(-7JdFm)(-8.2dBm)+4aBm (◆4dBm) -2d五m (OdBTn) 

O UT P UT-1 

OUTPUT-2 

OUTPUT-ち 

OUT MOM 

Fig 6 F ntoa okDiga fLRFAXFeunymouao. ucinlBlc arm o - rqec dltr 

- 58-



技術報告 (特別号 I- 2) 59

変調波を和ている. 

() Fi･7は-ー トレー形の発振回路の基本回路で2 g

ある.

発振周波数は 

I 1

f-2J L一･C 1求lT･ 首 一首 ()

=i 

Fig 7 Hate siao-
を用いればこの制御電圧により′を変化させることがで

I-L- - i _ で表わされる.この場合 Cの代 りに可変容量ダイオー ド

. rlyOclltl
きる. 

(3 g) Fi･8は FM 変調盤の回路構成を単純化 したも

のでありCの代りに可変容量ダイオー ドを接 続 して い

る. 

(4) 可変容量ダイオー ト′ほ次式で表わされる, 

C-k･V-n (2)式 

k, a:定数 

k,nほダイオ- ドの製法によって定まる定数であ

る.

よって(1),(2)式より下式が求まる. 
I I ¶

f-去･L -ど･ん~す･V亨 (3)式 

Fig 8 FM Mouao
もし,a-2の場合(3)式は 

. dltr 
1 1

f-去･L-百･た~官･V (4)式 

となり,発振周波数が制御電圧 Vに比例することにな

る･これが FM 度調盤の原理であ り,別名 VCOと呼

は,itている. 

(5 g S11) Fi･9は使用されている I 67可変容量ダイ

オ- ドの特性図である.バイアス電圧により,nが段階

的に変化するので超段階接合形ダイオ- ドとも呼はれて

いる. 

n-2を示す範四が広け九ば広い程, 広帯域にわた り

変調の直線性が良い.IS1517はバイ7ス電圧 4V±0.4V
-4 

の範囲で n-2を保っている.
 
g 9 Chrceitco ral aaiac
Fa. aatrsi fVaibeCpctne 2.4 主要諸元
Diode 

本装置の主要諸元は Tabe2のとお りl

Tal hLatlitc fFAXMouao･be2 Ca.Ce･siso dltl

LR-FAX I HR-FAX 

TypeofModulation FM FM 

InputFrequeycy 24KHz±1.6KHz 991くHz土50KHz 

Max.FrequencyDeviation 126Ⅰ(Hzp_0 300KHzp_0 

MainCarrierFrequency 71.OMHz 67.1MHz 

StabilityofOutputSigllal lxlo~9 lxlO~9 

OutputLevel 0dbm 0dbTll 
Stal･tTimeof Within30〃S Wlthin30FLS 

CarrierTransmission 
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技術報告 (特別号 Ⅰ-2) 61

3･FAXモニタ復調装置 

3.1 概要

ている･このため周波数変換用 ミキサをもってお り入力

信号がこの ミキサに入力される. 

) ミキサ出力は中心周波数 
AX及び LRIFAX信号の役調を行な る. 

(ラ MH1710 zの BPFを通
本装置は HR

うもので,IF信号の復調と副搬送波信号の 復調を行な

F-

) BPFを通った 信号は リミッタを通った後フォス(I
うことができる. 

メ .シ~リ型のディスクリミネータにより復調される, 
1

KHzの副搬送波信号 (FM)に復調 し,これを更に 0- 波復調盤へ出力される. 
21KHzのビデオ信号に復調する. C) LR-FAX系

7.HR-FAX部では入力された IF信号 6 MHzを 99
･fn&) 検波された信号は/てッファ増幅予を通って副搬送

KHzの副搬送波信号 (AM)に復調 し,これを卦 こ0- いる他,全 く同じである. 

4.LRIFAX部では入力された IF信号 71MHzを 2
回路動作については復調掛 こPLL型復捌 きを用いて

681･KHzのビデオ信号に復調する.
) PLLFM 復調回路の動作概要

この回路帖成は F

(7
このように復調された信号は FAXモニタ受画装置へ

ig

MHzのFM信号は位相検波器でVCO

･12に示すとお りである.
送出される.

･7入力された 10
･10に示す. 

の出力と比較され その位相誤差分に応 じた出力が得ら
ig本装置の系統図を F


3･2 動作説明
 
れ･LPFで炉波されて VCOに周波数制御として印加さ

a) 主搬送波役調盤主撒送波紋凋態の系統図を Fi.
れる･ループは入力周波数と同 じになる蛸に附く.

g

11に示す. 
位相検波器の出力は FM入力信号の変調周波数,周波

b) HR-FAX系 
数偏移に応 じた出力が得られるので,これをアンプして

) 6

) 第 2 IF信号として 10･71

(7

(1

lMHzの TF信号が交信系か ら入力される. 
検波出力としてビデオ7ンプに入力している.

7･ 

zの周波数をu三mL 
入力周波数をノミラメータとして,検波出力特性を見る

とフォスターシーリィと同じ様な Sカープが得られる. 

1H
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26 技術報告 (特別号 1-2) 

HzX816.≦fMI

Ri 1g.F 5 L

N
A


C
 
F

-

I

BUS

dltemouaoriebucF-AXS arrrD

0.72EH21 4.08KH21 

この検波特性を Fig

(2) HR-FAX副撒送波復調盤 

HR-FAX副搬送波復調盤の系統図を Fig.14に示す. 

(3) L

a) 入力端には主搬送復調盤からの副搬送 波 信 号 と 

FAX 副搬送波変調装置か らの信号とを切替えるための

Rionversorequenci 1g.F 7 F yc nofL F-AX 
tpecru･16 S moigF deoieranbucF-RLf AXS arr dVi ier1-Sb luca･ 

･13に示す. ドライ/ミにて FAXモニタ受画装置に出力される. 

F-R AX副撒送波復調盤 

i 1g.F-RL AX副搬送波役調盤の系統図を F 5に示す, 

a) 入力端には主搬送波復調蛙でFM復調された信号

と FAX副搬送波変調装置からの信号とを切替えるため

bGb

の リレーがある. リレーがある. 

) 入力信号はバッファ7ソプを通った後,A C増 ) 入力信号はバッファ7./プに入力され,,;ッファ

F-幅器に入る･これは HR AXの副搬送波復調精度を保

つため,後没のリミッタで吸収しえない捌 苗変化分に対

アンプ出力信号は周波変換用 ミキサに入力される. 

4･C) 2KHzの L

して, リミッタ入力の振幅を極力一定に保つ た め で あ スペクトラムの関尉こある.この別搬送信号をそのまま 
る. AM検波することは非常に難かしく,また,副搬送波成

i 1g.F-R AX副搬送波信号は F 6の

C) AGC増幅器出力は リミッタに入力された後, 同 分が残留することが考えられる.

形調の FM ディスクリミネータで FM 検波される.こ このため,周波数変換を行なってキャリ7を十分高く

-12

の回路は広い周波数偏移に対して,良い直線性を示す.

KHzの HR

i 1g.してから AM 検波を行なう.この関係を F 7に示

す.-復調出力は LCのフィルタを通って 0

FAX ビデオ信号となる. 

d) 出力用に AMPを経由してレベル調整後,75flの 

84.

61

周波数変換後の 1

KHzの局部発振周波数の残留を極力避けるため, ミ 

KHz副搬送波を抽出する際に, 
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本装置の主要性能は下記のとお りである. 

のとおりで

l4e
ba
2
()副搬送波復調部の主要性能は T のとおりで

AX ビデオ信号として FAX モ ある｡
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b(1) 主搬送波復調部の主要性能は Ta

ある｡ 

性能33.


± 

J Ceny
F lreq


TyeofMo

arrrF

nofS arrier 
requency 

buc

ie

io

p

Sbuc

D iteva

P

) その後, AM 検波回路に入力される. 副搬送波

信号は包括線検波後,LCの L Fを通ってからバッフ

e

1 KH LRFAXミキサ出力は の 副搬送波信z -

号を抽出するために,HPFを通る. 

84.
)d

iondltua

tL

キサは平衡変調型のものを使用している. 

leveO tupu

LRァアンプ経由で, -F

ニタ受画装置に出力される. 

33
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気象衛星通信所におけるシステムアナライザの役目は

常時運用中の各装置の性能を点検確認する日常の保守作

業を能率よく実施するためと,障害が発生した場合にそ

システムアナライザによって点検できる装置は,送信

,DCP ,FAX系装置, 受信系装置,測距系装芯 系装置 

hP too

1.概 要

の部分をすみやかに発見するための点険作業をすること

である.

変調及びモニタ復調装置,テレノトリ系装置,コマ-/ド

系装置,追尾受信装置で,これらの各装置の性能試験,

および局内折 り返 し試験,コ1)ノーション折返 し試験が

できる.

システムアナライザによる保守試験は,運用時に行う

ため, GMS通信システムの運用が最優先でなければな

らず,以下の条件を満足している (

TLl

1). 

) 試験には,送信系および受信系は予O系を使用す

(2) 変調系,復調系の試験は休止中のものか ら選択 し

て行 う. 

(3) 試験中であっても,通信制御装置よりの運用指令

が行われた場合は,自動的に運用状態にもどす.ただし

m isino

(1

る. 

eOfCDASs

運用指令信号のない受lE系のみの投網系の試験と,測距

系の折 り返 し試験およびコ1)ノーショソ試験は例外であ

る. 

6

ET tsuoy

(4) 電源故障等による動作停止があっても,接続ケ～ 

ブル類を取外さない限 り運用の匿先が確探される. とか ら,CDASの運用に大きく関与している

aAB

5--

阿部伝家 



66 技術報告 (特別号 1-2) 

2･構 成

システムアナライザは,通信室に設置されている変復

調架, ベースバ ンドモニタ架, お よひ IFそこク架, 

(Fjg･1)と空中線宝一階に 設置されている周波数変換

莱, (Fig1 2)および空中線可動重に設置されている追

尾受信系試験 :†' Fi )で慌蚊されている..;( g･3
 

3･動作原理 

3･1 測定の概要

システムアナライザによる測定を大別すれば,局内折

返 し試軌 送信系試験, および 安倍系試験に 分三q,でき
L〔o e L.＼ re､pl S【 Le 亡rn

る. 

Fig･4に全系統同を, Fig･5-7に,これ らを分加別

に分 り易く書きTL(した測定系統図を示す.'

(1) 局内折返 し試験

この試験は, Fjg･5に示すように, 送信系の出力信

号を折 り返 し変換部において,周波数,および レベルを 

GMSよりのダウンリンク信号と同様に変換 し, 受信系

に入力して行 う試験で, HR-FAX, LR-FAX,および Fig.2 Fl･equenCy Converter 

TRRR の結合試験に適用される.

試験項 削ま,BIB対 B･Bによる歪率,変復調周波数

特性,測距装置を使用 した絶対群遅延時間の測定,また

リソクアナライザを使用した IF対 IFの総合周波数特 

Fig.I System Analyzel･ Fig.3 TesterofTl-aCking Receiver 
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性および相対群遅延時間の測定,その他リンクアナライ

ザを使用して測定できる LEVEL,GAIN,LOSS,RE･ 
TUR-OSSMOD/ VODの群遅延,直線性またはNL , DEII

感度,微分位相, 微分利得,】F中心周波数等の応用試

験ができる.

運用スケジュールに組込まれる試験として,コリメ-

ションをは用した測距装置の較正試験,FAX装置を含

めた折 り返 し試験がある.さらに現用系を使用してGMS

の特性試験も同掛 こ行うことができる. 

(2) 送信系試験


この試験は,Fi･
g6に示すように,送信系の出力信

号を,送信試験変換部にて 70MHzのIF信号に変換し,

試験用別ケーブルにてシステムアナライザの試験用 P入Ⅰ 
/F . .M 復調器に導き,BB信号にしてか ら計測を行 う 

また,IF信号,RF信号および擬似受信 IF信号の計

測を行 う.

この試験は,HR-FAX,LR-FAX,TRRR送信部, 

CND,および DCPIx3装置の送信特性試験に適用され

る.

試験項目は,変調度,変調歪,変調El線性,変調周波i_

数特性,占有周波数帯域軌 相互混変調芯等のスプリ7

ス,IFおよび RFレベル,中心周波数等である. 

(3) 受信系試験

この試験は,Fi･7に示すように, システムアナラg

イザの試放用 P入Ⅰ/FM 変調器の 70MHz帯出力を,読

験用別ケーブルにて,受信試験変換部に導き,周波数お

よびレベルを Gl11Sのダウン.)ソク信号と同uiに変換 し

てか ら,受信系に入力して行 う試験である.

受信 iF信号は,主系,冗長系共にシス7ナに接続さ

礼,切替によってモニタされる.

この試験は,HR-FAX,LR-FAX,TRRR受信部, 

TL CR 5 EJをM,および DP x0装置の受ljr性試験に適用さ

れる.

試験項目は,復調 レベル,歪,復調周波数特性,S/N, 

C/N,混信波,復調感度,IFおよび RFレベル,】F周

波数である.

以上に加えて,DCPR装置では符号誤 り等 ,符号歪

があ り,TLMでは符号誤 り率,符号歪, リアルタイム･ 
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Fi. lc arm o eevn ytm T s･g 7 BokDiga fRciigSse et

/:-スト信号の役調特性を測定する. 

3,2 変復調架 

(1)試験用 PllI//FM 変調器

この変調器は,受信系の試験を行うときに使われる標

準信号発生源である.

出力信号は,アンテナサイトにある受信試験変換部で 

24逓郡されることから,変調度および周波数は,ダウソ

リンク信号の 1/24である.例えば HR-FAX の試験出

力周波数は,1687.1/24≒70.3MHz,周波数偏位は,3∝) 

/24-1215KHzとなる.

この他, 7系統もすべて同様の方式であり,変調度は 

PM (TRRR,DCPR,TLM)は (0-1･5)/24rad,FM 

(HR-FAX,LR-FAX)は (3-350)/24KHz,変調器入

出力レベルは OdBm (75fユ)である. 

(2)試験用 PII/FM 復調器

この復調器は,送信系の試験を行うときに使われる高

性能の復調器である.

入力信号の周波数は,各送信周波数を,アンテナサイ

トにある送信試験変換部においてすべて 70MHzに変換

される.

このため,本装置は 2器盤構成とし,2/2において局

部発振周波数 543 5.MH ,.- 46 z間で 7波を作ってお り 

出力レベルは OdBm(75f2)である.この局部発振周波

数は,送信変換部において 6遊郭することから,例えば 

HR-FAX ては 1959.1/36MHz≒54･4MHzとなる.

復調特性は,すべてのB･B周波数において 0-1･5rad

の PM信号,およびデビエーショソ 0-350KHzのFM

信号を,充分余裕のある直線性をもって復調するため, 

5%以内のきわめて歪の少ない役調ができる･ 

(3) 切替器

この切替器は,各変調器に 7種類の変調信号または似

信号を供給し,試験系の切替を行うスイッチで,通常は

試験用 PM/FM 変調器には擬似信号を出力する･

制御信号入力としては, Sl～S7および S9,の Sモー

ド信号,適 用信 号 は TRRR,HR-FAX,LRIFAX, 

CMD,DCPIx3の 7種頼およびル-ト切替信号 ×2が

ある.

変調器制御信号出力は,運用中は CHl,CH2共に ON 

-OFF,試験時には予備 CHだけ ON-OFFする信号を

出力する.

切替信号としては,試験用 PM/FM 変復調器,IF切

替架,周波数変換架,に制御信号を出力する. 
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表示信号は , HR-FAX,LR-FAX,DCPR,および 

TLM を試験する場合に出力する. 

3.3 ベースバンドモニタ架 (バッチ盤)

ベースバンド,パッチ盤は,各装置の復調出九 試畝

用 PM/FM復調器出力および直線検波器の復調出力の

いずれかを選択し,復調 レベル S/N歪率等のB･ B測定

を行 う .

また,ベース/くソドレベル計および PCMシミュレー

タ等と組合せて,各変調器,試験用 PM/FM 変調器お

よび DCP標準装置変調器等のB･ B特性試験を行 う .

また計測器からの入力信号を接続 して変調,あるいはそ

の他の計測を行 う . 

3.4 IFモニタ架 (パッチ盤) 

I F出力信 号, Fバ ッチ盤の入力信号は,各変調器 I
2GHz端:RF信号.受 †言l F信号,試験用 PM/FM復

調器入力 IF信号および リンクアナライザ IF出力信号で

ある.

これらの入力信号を ,IF帯 レベル計,リソクアナライ

ザ受信故 (IF),直線険波器,スペクトラム7ナライザ,

および IF合成器 CHl,CHa等-それぞれ出力して IF特

性試験を行 う . 
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10. 周波数標準装置 

10. FreqencyStandardUnit 

Abstract 

Thi qimetPoie leiinfeunyadaccrt i n ihaeueseup n rvdsp-Cso rqec n uaetmigWhc r sd 

byamotallfsbytmsi h . Th rsaoclltri mpoe n hl s o usse nteCDAS ecytlsiao se lydadte 

stnadfeunyi allrtdb h tnad WaeTas sso,uha G2adr rqec sc bae yteSadr v rnmiin sc sJ AS 

andJJY. 

1.概 要

本装置は, CDAS 内の各装置に, 各値の基準周波数

と, 基準時刻信号を供給する装置で, 原振には 5MHz

の水晶発振器を 用 い, 周波数の校正は VLF標準電波 

(JG2AS)で行い,時刻の校正は短波際準電波 (JJY)で

行なっている.

さらに,システムの信頼性を向上させるために,基準

周波数発振器盤と,基準信号合成器盤は,それぞれ 2系

統設けて冗長系をJT/成 し,使用中の系統に異常が起きた'J

場杏は,自動的に他系統に切 りかわる機能を有する. 

2.主な性能 

(1) 基準周波数架

基準発振周波数 

長糊周波数安定度 公称 

短期周波数安定度 公称 

基準周波数校正精度 

5MHz

1×1-/a09dy

1×1 llsc0-/e

±5×1 11dy0~/a

出力周波数 8超穎 18系統 

(2) 標準時刻架

長期砂信号安定度 公称 5ms/day

短期秒信号安定度 公称 0.05nlS/SeC

秒信号校正精度 0･1-0･2ms

出力富号 5種類 14系統 

3.インターフェイス

基準周波数架と他装置とのインター7-イス:ま次のと 

TsF)である. 

tJl) 511IH,72fl,OdBmx2-DCP標桝 等還×1,シス

テムアナライザー ×1. 

(2) 1MHz,75∫一,OdBmx5- リアルタイムデータユ

ニット×1,測距装置 ×1,DCP標準装置 ×1,DCP復調

装置 ×1,時刻発生変換器盤 ×1. 

1MHz,100∫1,0･3Vrmsx2-S/DB Nolxl,S/DB 
No2×1. 

(3) 8･4MHZ,75fl,110dBmx2-1F分配装置 Nol. 

No2. 

(4) 7.22MHz,75g1,-10dBmxl- コマント装置. 

(5) 67･1MHz,75f1, -10dBmxl-HRIFÅⅩ 変調

器. 

(6 1O z7m 0Bnxl -) 7.MH,5 -1dr -LRFAX変調器. 

(7) 44.766MHz(1611.6/36MHz),75fl,110dBmx 

2- ダウンコソ'1-タ Nol,No2. 

(S) 54.5MHz(1952/36MHz),75fL -10dBmx2-

7ップコンバータ Nol,No2.

標準時刻架と他装位とのインター7-イスは次のとお


りである.
 

(1) 24時制 BCD タイムコー ド,30ビット. (10ヒッ

ト/ 日,6ビット/時,7ビット/分,7ビット/秒), 

TTL レベル,パラレル出力 ×4-Jr拒装置 ×1ilJ , 通信制

御装置 ×1,コマンド--/コ-ダ ×1,測距 コンソール ×1. 

(2 RI , .Vp p,1)I Gタイムコー ドフォーマット B 2S _ 0 

KfL シリアル出力 ×3-S/DB lJol,S/DB No2, リア

ルタイムデーターユニット. 

(3) 1KHzタロノク,土SV,CCITT,V12S-放送端

局 ×1,TTL レベル- コンソール×1. 

(4) 1Hzクロック,土8V,CCITT,V-2Sこく1- 逓送

端局装置. 

1Hzクロック,TTL レベル×3-測距装置 ×1,通信

制御装置 ×1,オシロスコープ ×1.

阿部伝家 TsutoyaABE
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(5) 30秒パルス ×2,小時計20台可動可能. 

4.動作原理 

(1) 動作概要

本装置の系読図を Fig･1に示す.長波標準芯波と校

正された基i' ;I )または([) Mlzは,#発振n:(1 の出力 5 i

スイッチパネルでう望ばれ,基準信号合成基盤日 )または 

(Ⅲ)に導かれ,8軽頴の周波数が合成される･

これらの信号は18系統に分割され,スイッチパネルで

選択され他装置-供給される･

時刻信号変換盤 では, スイッチパネルより送られた 

1MHzの信号をもとに各種の時刻信号を作 り, 時刻信

号分配WF盤に送られる.

時刻の佼正は, 時刻信号分配器盤より送られた 1Hz

クロック信号をオシロスコープにて短波標准電波の秒信

号に合わせることにより行う･ 

(2) 周波数合成方式

周波数合成の一例を Fig･2に示す･

本装正の周波数合成方式は,直接合成方式すなわちフ

ィルタを用いて周波数を分灘する方式で,PLLを使用し

た間接合成方式に比べてジッタが少なく,短期安定度が

艮いため,PM 変調等の原板に適する･直接合成によっ

て任意の周波数の合成を行 う方法は,逓倍,分胤 加算

または減許の組み合わせにより行う.本装置はすべて, 

5MHzの組み合わせから合成され,例えば, ダウンコ

ソ/く一夕の局部発振用キャリ7 441766MHz(1611･6/36 

MHz)紘,次のように行われる･ 

1611.6_ 134.3
 
36 3
 

-4-0i 4一意5 1; - 5

-(8.(5-孟)×与)×5 

-〔5×2-5×喜一5×与

5×2-5×‡-5×上 5× 
)･〈5- 3(

･与〕×5 となる･

また,コマンドの原振 7･22MHzは次のように行われ 

7.22=7+0.22
 

-7･( .
去5+ 5Xk) 
-5×2-5×喜一5×‡-5×与･去 

(5･5XE).

となり,すべて 5MHzの逓倍,分周および加算,減算

により得られ,他の周波数も同様の方法で作られる.

したがって,出力周波数の安定度は,原振のそれとほ

ぼ同じものが得られる. 

(3) 現用予備切替方式

本装置の障害は,ほぼ全システムの障害につながるた

め,十分信板度の高いことが要求される.従って基準周

波数発振器盤および基附 言号合成器鎧は冗長系の構成と

なってお り,一系統の信号に異常があった場合,自動的

に他の系統に切替る.この動作を Fig.3に基づいて説

明する. 

7.発振器(1)の出力が断となると検出器(I)が動作

し,自動的に発振署n(lに切替り コンソールに"AUT･.ft) , C

ION"の信号を出力する.この場合,分配器,出力は系統 

(1)のままとなっている.

ィ.発振器に異常がなく,分配器(I)の出力の内,い

ずれか一系統でも断になった時は,検出器(班)が動作し

系統(a に切替 り,コンソールに tC ONM信号を) 'AUTI

出力する.

ウ.以上の状態,つまり発振器(Ⅲ),分配器(Ⅲ)の状

態で,さらに系統(Ⅱ)側の出力が断となれば FAULT信

号を出力する.その時までに系統(I)の修理が完了して

いれば,自動的に系統(1)に切替 り,ttAUTI "C ON 信号

が出力される. 

- .通常は,発振aTT,分配器共(I)を使用するが,慕'･

疏(t)Iのままにしておいても,現用が系統([)となるだ 

E≡∃ 巴三男 
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けで,出力に異常があれば, 自動的に系統 (I)に切替 短波では電離層の高さの変動による ドッブラ効果によ

る. り受信周波数が変動するので,JJYなどによる周波数校

オ.このような使用上の制限および信輔性向上のため 正精度は,一般には 1018程度が限界とされている･

各盤は独立の電源を有する. これに対して長波は,地表波の通達距醇が長く,受信 

Fig.5 Fun alBlcくDiagol m ofVLF Re er

(4) 周波数校正

7.40KHz標準電波 

周波数の変動も非常に小さいため,高精度の周波数校正 

(JG2AS). が可能である. 
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技術推告 (特別号 1- 2) 75

本装正では,千菓県,検見川から発射されている 40 

KHz標準電波を利用している. 

JG2ASは,海岸局 JJF-2と共用してお り,JJF-2の

あき時間だけ運用されるが,周波数は常に標剃 ヒされて

いるので諾準周波数として利用できる.また,運用中は 

0.5秒マークの秒信号で変調されている. 

JG2AS局の EIRPはlkW (Po､Ⅴ-10kⅥり であ り,

その電界強壁は 100k 0BLm200m地点m 地点で 7dF/, k

で 62d./ k 0Bamである.Bam,1000m 地点でも約 4d,/
当地は 80m 地点であるため 7 BLm以上の安定電k 0dF/
界が得られる.

ィ.周波数校正精度 

JG2AS局の発射電波の周波数精度は,±5×10-12で

ある. 

JG2ASによる周波数校正は, 受信 した JG2ASの周

波数に対するローカル標準の時間間隔Tでの位相の進み

を A¢〔J〕とすれば,ローカル標準の周波数偏差率はjS

チ--i((sp 米lo 6 となる ( gl4参照)A p - - Fi

校正精度は, JG2AS局の周波数も時刻や季節により

変化するため遠岸巨灘ではおちる.

郵政省電波研究所のデータによると,24時間平均周波

数校正精度の駈鴫値(倍率偏差)は,距灘が 200km 以

内では,昼夜 5×10~ユ2,400km 以内では,昼間 1-2× 

101,夜間 5×10-l,10刀k ×1-,~ 1 l ( m 以内でも昼間 2 0ll
夜間 5×10~11程度である.

ウ.VLF受信装置

本装置に佼用されている VLF受信装置の簡喝系統図 

を Fig･5に示す. 

VLF,40KHz信号は,ローカル比較漂拳周波数で合

成された周波数 30KHzと混合され 10KHzの IF信号

に変換される.

この TF信号は,3600を約 0.360 ステップに位相推移

できるディジクル型の移相回路を通して接続されている

比較漂非周波数 10KHz信号と位相検波回路で比較され

る.

位柿も;出回ri‡ Iでは,雨岩の位相差に比例したパルスお

よび極性を出力し,移相回路に送られ位相推移される.

また位相回路の内容は,レシスタに移されその後D/A

コンバータにて直流に変換されペソレコ-ダーに記録す

る.

位相比較部の校正精度は 5×10~0H5×1 /a1/, 0111d y以

内であり,記録計出力は DC0-1mV/-100′̀0 0 Sであ

る. 

-.校正の方法

本装置の周波数校正は,まず,VLFの 40KHzの周

波数と基準発振器 (I)を比較し, その誤差を記録計の 

CH2に記録させる.

次に基畔発振器(Ⅱ)と(I)を比較し,その誤差を記録

計の CHlに記録させる.

記?,:iま,両周波数の位相誤差が 0のときは直線となり

,誤差のある場合は,その土の偏差に応 じて左右にずれ

る.

調整の方法としては,ある時間記環の傾向をみながら

記録が直線になるように,基準発振器の徴調ダイヤルを

調整する. 

0 1C 20 2う う4うう 40 50 
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Modulation 
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(5) 時刻校正


7,短波標準電波 (JJY)
 

JJY波は, 2.5MHz,5MHz,10MHz,15MHz,の各

周波数,で空中線電力 2kW として茨城県猿島郡三和村

にある名崎無線送信所 (36011′N,139051′E)か ら発射

されている. 

JJYの 1時間運用スケジャールを Fig.6に, 時刻信

号波形を Fig･7に,分信号表示を Fig.8に示す.

イ･時刻校正精度 

JJYの秒信号精度は,電波研究所が維持している標準

時刻と 土20/JS以内の誤差で合致 している.

しかし受信点においては,伝灘に要した遅れおよび受

信駿内での遅れがあるため,精密に絞正する場合はこれ

らの遅れを補正する必要がある.

本装置の受信機は帯域幅を	 8KHzと広くとっている

FS以下と考えられる.(ため,遅れは 50L	 祁域幅 3KHz

では 200FLS～500ILSより推定)

この場合は,波形歪も少なく好ましい.

次に伝搬時間 (rp)は,送受信問の大円距離 (刀)と等

価 (見掛け)反射高(h′)を用いて, 1回反射の場合は次

式で計算できる. 

Tp=古里昔) +(h′+h｡)2 

I- h-[- o( ]o,1 cs%)

r :地球の半径 (6370km) 

C:光速 (2.98×108m/S)

当所と名崎無線送信所間の距離は 約 30km であ り,

日中は 2.5MHzを利用するから Tpは 0.1mS程度で

ある.

上式を控い夜間の 2.5MHzの伝搬あるいは 5MHzの

伝搬時間を計算すれば次のとお りである.hoを無視 Lh′

を 100km,200km,300km とするとTpはそれぞれ0･674 

mS,1.337mS,2.002mS となる. したがって,昼間 2.5 

MHzを利用すれば, 受信機内での遅れ等を見込んでも 

0.1mS～0.2mS以内と考えられるから,校正時にこの値

を補正すればよい. 
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ll. 通 信 制 御 装 置 
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要1 概

本装置は,CDAS側の PCM テ レメ トリデータ, リア

ルタイムテ レメ トリデ -タ および CDÅS適用情報を収 

.

Cjきし,一定の形式,手順にてマイクロ回線を介 してDPJ

に伝送する.

また ,DPCよ りマイクロ回線を介 して伝送 される対廟

星および CDAS横器制御用 コマソ ドデータ,DPC運用

情報 ,SDB運用情報を受信 し,CDAS内各種装置が要

求する形式に変換 して出力するものである.

/

本装置は NEACM4 ミニコソピュークを旋用 し,n- /

美 々異なるデータ形式,量お よび タイ ミング等の入出力

データ処理,並びに多チャソネル回線における伝送制御

を行な うため,多重割込み処理方式のオンラインシステ

1g.ムを1''k成 してお り, FiL そのブロックダイヤグラムは ,l

のとお りである. 芯 1屯｣ l

agraocionatuncg.

三=トー菌-｣｣仁 
Fi 1 F lBlkDi21.

2･回線規格 二㌦ 一~

m ofCCU送信データ 

C1(

P

)P M テ レメ トリデータ 

CM テ レメ トリデータは ,街出 'T,lがJ;収する機器 

皮,電流,電圧,動作モー ド等衛星の運用状況に関する

501

1

5L7ワー ドで 1送信データとし,約2 _

せる.

200

,の温- 秒ごとに発 -11さ=

情報であ り,衛星 より CDÅSに送 られるデータは, ど

ビットで 1マイナーフレーム

SPB ,通信方式は半二重 ,速度は 同期方式は調歩

21S5,PB05ッ トレー トは 2 式である. 

2(

7

4

T t ABEsuoya

/Q

C

(1ワー ド/8ビット),6マイナーフレームで 1メジャ ) リアルタイムテ レメ トリデータ

ーフレームの梢成である. リアルタイムテ レメ トリデークは,衛星の姿勢制御に

CUでは 1マイナーフレーム毎に 分割 し, 時刻デ 

タ 9ワー ド, Dヮー ド,フレーム商号 1ワー ドを付加

7-

- 使われ,衛星のスピンに同期 した高精度サ ンパルス,サ

ソパルス )SISP( お よび PL2,アースパルス,イソデ ッ

阿部伝家 
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クス′ミルスおよび コマソド,エクセキュー トパルスが地

上に送 られてくる.

このデータは,あるパルスを基準に各′ミルスの立上 り

および立下 りまでの時間間隔を10項 目のデータとし,17


ビット/ 1項 目に変換 して CCUに入力される. 

CCUでは 1項 目のデータを 3ワー ド (1ワー ド/8


ビット)ごとに区切 り,時刻デ-タ 9ワー ド,Q/Dlワ

ー ドを付加し,40ワー ドで 1送信データとして 0.6秒ご

とに発生させる.

通信方式は半二重,速度は 1200BPS,同期方式は調歩

式である. 

(3) CDAS運用情報 

CDAS運用情報は,CDAS 内の 24装置の動 作 状 態 

(POW-ON,STIBY,OPE,MAINT,FAULT,ALM

等)を示す情報である. 

CCU では,24装置より入力される 6ビット並列デー

タを 1装置分 2W に区切り, コマソド履歴デ-タ等 7


ワー ド (コマンド回数 4W,コソトロール CDAS/DPC 

IW,コマソドエソコーダ状態表示 2W)を付加し,55


ワー ド 1送信データとして 5秒ごとに発生させる.

通信方式は半二重,速度は 1200BPS,同期方式は調歩

式である. 

2･2 受信データ 

(1) S/DB運用情報 (41V～1096W) 

S/DB運用情報は,VISSR画像を取得するため DPC

の計算按が作成する情報で, CCU の磁気テープにて受

信 し,S/DBに掛け変えて使用される.

データ内容は次のとお りである.

･SETUPFILE 546ワー ド.

磁気テープの連続 番 号,SCANNER/SENSOR の選

釈,可視/赤外の較正テーブル,可視/赤外のグレース

ケール.なお,1ワー ドは 2文字 (16ビット柄成)

･HEADER RECORD72ワー ドHEADER連続番号,

画像時刻,スキャンモー ド,BO,BD,TO,EC,TC,ス

キャンカウント,イメージカウント, リミットスキャン

カウソト,シングルセグメソト, リバースコマソド, リ

ミットスキャンフレーム数,アノテーショソ,グリッド

情報の有無,PLLコー ド,スキャナ拡張モー ド,

･GRID RECORD 510ワー ド

グリッドを入れるスキャンカウソト数,グリッドポイ

ント数,グリッドポイソト(赤外の画素数が単位),なお

一本の走査線上に最大 507個のボイソトが可能.CCUは

テキス ト列伝で受信 し,2進形式のまま通常の伝送制御

手順で伝送されたデータのテキス トナソ,I-およびデー

タ区分を除去 し,/く.)ティビット,テープ17-クを付加

して記録する.

また誤 りを検出した場合はデータ再送を要求する.

通信方式は半二重,速度は 1200BPS,同期方式は同期

式である. 

(2) コマンドデータ

コマソドデータは,CDASを介して GMSを制御する 

GMS コマンドと,CDASの蹟器を制御する CDAS コ

マンドに大別される. 

GMS コマンドは,衛星に搭載されている 2台のコマ

ンドデータのア ドレス指定,コマンドタイプ (パルスコ

マンド, シリアルマグニチュー ドコマンド), コマンド

ナンバー,EXECUTE-PULSE送出回数,EXECUTE-

MODE(ワンショット,コソテニュアス,マルチプル),

トラソス ミットEXECUTE,STOp-EXECUTE,DECO･ 

DEROFF等の指定および実行を行なうコマンドである. 

CDASコマンドは,DCPI1-3,HR-FAX,LR-FAX

の送出 ON命令,TRRR測距開始,校 正 開 始,CMD

キャリア ON/OFF,1)7ルタイムモー ドセ レクト:Pst

パルス基準/SES パルス基準選択等の梗器命令を行 う.

テキス ト長は 9ワー ド(CDAS機器9装置分の較器 7


ドレス :2ワー ド,撤器命令 :1ワー ド,GMS コマン

ド用パラメータ) であ り, CCU ではデ-タを解読し,

対応する装置-01TOF信号として出力する./F

通信方式は半二重,速度は 1200BPS,同期方式は調歩

式である. 

(3) DPC運用情耗 

DPC運用情報は,DPCの験器状態と GMS運用モ-

ドで,CDASの管制 コンソールに表示する.

機器状態表示は,CPU,HCCU0-3,CCUO-3を授

器が動作中のと きは OPE ON とし,それ以外は OPE 

OFF とする.

運用モー ドは Sl～S9を表示する. 

DPCからほ5秒ごとにサンプリングして 12ワー ドの

データとして送ってくるが,CDASでは,これを調歩式

モデムにより受信する.

通信方式は半 2重,速度は 1200BPS,同期方式は調歩

式である. 

3･ハー ドウエ7概要 

3･1 装置構成 

(1) 接続究 

CDAS接続架内の各校器と入出力データの授 受 を行


ラ.
 

(2) 電子計算較架 l
 

CPU を配 しデータのプログラム的処置をする.
 

(3) 電子計算較架 2
 

DPCより伝送される S/DB惰韓を記録する磁気テ-
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プ装置 2台実装. 

()タイプライター4

運用状態では,主にエラーノッIt:-ジを出力する･ 

3.2 性能 

(1) 電源盤 1


入力 :ACl∞V,出力 :DC24V,3A,+12V,7A,-

12V,2A. 

(2) 電源盤 2


入力 :AC IOOV,出力 :DC5V,30A,5V,20A･
 

(3) 状態表示盤
 

CCU の逆用状態を表示する.
 

(4) 操作盤


運用状態におけるエラー表示および操作ボクソ
 

(5) 管制コソソール接続盤

運用データ接続鰹, I)7ルタイム接続盤,コマンドデ
 

-タ接続盤および CCU より CDAS運用状態信号 (24


項 目)と CCU状態 信 号 (6ビット/ 1装置)を 入 力


し,管制 コンソール-ランプ表示として出力するための


ドライバー (オープソコレクタ)回路で構成される･ 

(6) 運用データ接続盤

局内24装置より運用状態信号を入力し,管制 コンソー

ル接続盤に出九 また DPC-伝送するデータは, リア

ルタイム接続盤を通 し,POW-ON,ST-BY,MAINT, 

FAULT,ALM を 6ビット/ 1装置, オープソコレク

タで出力. 

(7) コマソド接続鮭 

DPCより伝送される対衛星コマンドおよび DPC運用

情報を CDAS 内各装置へ出力するインタ7-イス部, 

CDAS-DPC 問モデム 6回線の伝送状態をシステムコン

ソールへ出力するインタ7-イス部および CCU の動作

状態を操作部へ表示するためのイソタフ-イス部で構成

されている. 

.コマソドデータ

命令コー ド (3bit並列),パラメータ (19bit並列),

ス トローブ (1bit)から成る.

･DCP送信 ON/OFF 

TNT,REG,SPAR の 3装置分を SYS-ANA,DCP-

STD,受信 コンソール-それぞれ 1bitラッチ出九

･HR-FAX ON/OFF 

lbitを SYS-ANA,TRRR,SubC-MOD,システム

コンソールへ出力. 

.TRRR


校正開始,測定開始 1ビット出九


･CMD キャリ7 0N/OFF 

SYS-ANA,システムコソソール- 1bitラッチ出力･

･リアルタイム基準パルスセレクト 

Tl基準 "L",T5基準 "H" 1ビットラッチ出九

･LR-FAX送信 ON/OFF 

SYS-AHA,TRRR,SubC-MODシステムコ-/ソ-ル 

- 1bitラッチ出力. 

(8) リアルタイムデータ接続盤

･データ形式 

17bit並列ラッチ入力 (10項 目を 1ブロックのデータ

とする)

･データ種玩

サンセソサパルス,アースセンサパルス,コマソド実

行 トIノ,高精度サンパルスの夫々′ミルスの立上 り立下

りまでの時間間隔をある基準より測定されたものを10項

目入力する.

･晶質 (Q/D) 

DATA-GOOD/BAD, NORMAL, REPRODUCE, 

MAINT,MODE-SELECT,REMOTE/LOCAL

･データレディ 1bitパルス入力

･リ- ドクロック 1bit,(ルス出力

･時刻データ 30bit並列ラッチ入力 (BCD 9桁)

･1Hzクロック 1bitパルス入力

･イソタフエイス条件 オープソコレクタ

その他,操作盤,コマンド接続盤および運用データ接

続盤のデータ入出力に必要なコンビュ-タ Ⅰ0部より構/
皮. 

(9) PCM データ接続盤

･データ形式 8bit並列ラッチ入力

･フレーム番号 7bit並列ラッチ入力 (BCD 2桁).

･品質 (Q/D) 4bit(DATA-GOOD/BAD,NORM-

AL,REPRODUCE,MAINT).

･ワー ドレー ト 1bitパルス入力

･フレームレー ト 1bitパルス入力

･時刻データ 30bit並列ラッチ入力 (BCD 9桁)

･1Hzクロック lbitパルス入力

･ワー ド速度 31.25ワ- ド/SEC

･フレーム 64ワー ド/フレーム

･イソタフェイス条件 相手側出力はオープンコレク

タ.

その他, リ7ルタイムデータおよび時刻データ入力に

必要なゲー ト回路,コソピュークⅠ/0部並びに各割込み

レシーバユニット等か ら構成される. 

4･ソフトウェ7栂要 

4.1 プログラム構成および動作概要

本 システムのプログラム構成は Fig.2で示すように

大別 して管理的処理を行 うモニタおよび実際に仕事の処

理を行 うジョブプログラムか ら成る. 
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モニタは割込管理プログラムと主管理プログラム (マ

スタースケジューラー)か ら構成されその内容は次のと

お りである. 

) 割込管理プログラム1(

NEACM4割込みの受付は各装置か ら に接続される-

プログラムされている分岐命令を実行する.

割込優先順位と割込受付可態状態,割込固定番地は, 

Tabe1,2に示す.l

1, 

ている｡

Mデータ送信管理プログラム (TPCM)

･リ7ルタイム送信管理プログラム (TRTM)

DAS情報送信管理プログラム (TCDA)

Add

ラムに実行権を渡すプログラムである.

11本の外部割込ラインに信号が送 られたことを検出し,

MSDR)

マスタースケジューラは,伝送管理プログラム,タス

ク管理プログラムおよび入出力管理プログラム等か ら成 ･コマソドデータ受信管理プログラム (RCDM)

り次々に実行権を与えるループを形成 している.

各割 り込みは,このループ中のいずれかのポイントで これ らのプログラムは,1テキスト受信を検出しデー

受付けられる. タ入出力プログラムを起動する. 

4(3() 伝送管理プログラム ) タスク管理プログラム

本プログラムは,チ-タ入出力プログラムと伝送制御 本プログラムは,主に TTYによるコントロールタス

/プログラム間のインタ7-イスの役割を果すプログラム ク (デノミック,SDB情報受信終了または再要求,オブ

であ り,データ送受信の開始,終了の監視,モデム送受 ジェクトテープの ロ-デイソグ),メッセージ出力 タス

信エラ-,データ送受信アラ-ム検出,モデム電源断の ク (ニラ-処理を含む),デバ ック,および MT コピイ 

-

/S(

08-

検出を行い,管制 コンソールまたは操作パネルに表示す DB運用情報を MT に記録しコピー),MT ダンプ 



技術報告 (特別号 工- 2) 81

(S/DB情報を 1レコー ドづつ読み16進数で TTY に 1)

ス トアウト)等のタスク (計算機 システム側か らみた仕

事の単位で,コントp-ル ･プログラムか ら入出力装置

に対する処理を割 り当てられた場合の仕事)を管理する

プログラムで,タスクスケジューラー (TSDR)とマク

ロサービスプログラムで構成 され,実行権を減すべきタ

スクの選択,事象発生待合せ,事象発生通知,タスク実

行閑始,タスク実行終了などのサービスを行 う. 

(5) 入出力制御プログラム

本プログラムは,各タスクまたはプログラムより MT, 

PTR,TTY の入出力実行を依顕され, 入出力コソトロ

ールブロックの処理詳細に従い,入出力を実行 し,その

結果を要求元のタスクに通知する.

そのルーチンは,入出力要求受付ルーチン,コーリン

グルーチン(入出力装置への動作指令), レスポソスルー

チン (マスタースケジューより CALL され, ビジー検

出,エラー検札 再試行を行 う), 入出力終了ルーチソ 

(正常終了,ビジ-終了,エラー終了を入出力要-R元に

通知)であ り,次のプログラムから成る.

･MT入出力制御プログラム (MTRQ)

･PTR 入力制御プログラム (PTRQ)

･TTY 入出力制御プログラム (TYRQ)

･TTY パワー ON/OFF タスク (PCTL)

･KB,CALL チェックプログラム (KBCIく) 

(6) 伝送制御プログラム

本プログラムは,DPC局とデータの送受信を行 うため

のプログラムである.

本 システムのデータ送受信は,同期式モデムと調歩式

モデムを介して行なわれ,いずれも 1200BPS,半 2重通

信で,呼出応答方式である.

半 2重通信は,モデムインク7-イスのモー ドと送受

信割 り込みマスク (割込 ALLOW-F/F)が制御される

ことにより実行される.

応答時間の計測はイソクー/:ルタイマを使用し,伝送

制御手順に定められている所定の時間内に所定の応答が

ない場合は,再呼出,応答督促などを行い,規定回数再

試行 しても肯定応答が得られないときは異常終了する.

機能としては,送信機能 (呼出し,呼出し再試行,チ

キス ト送信,テキス ト再送,応答督促,応答送信,終了

送信),受信故能 (呼出受信, テキス ト受信,応答督促

受信,終了受信)タイムアウト桜能 (応答待 タ イ ム ア

ウト,所定制御符号待タイムアウト)が あ り, 同期式 

(BSC),調歩式 (SSC)共同様である.

関連する送受信データとしては,同期式は,PCM デ

ータ送信 (テキス ト列信で再送なし),リアルタイムデー

タ送信 (テキス ト列信で再送なし),S/DB:情報受信 (ブ 

ロック列富)がある.

調歩式では,CDAS 情報送信,コマンドデータ受信, 

DPC情報受信がある. 

(7) データ入出力プロクラム 

(a) PCM データ入力プログラム (PCRE) 

PCllテレメトリデータユニットか らの割込によって

起動され,また本ユニットよりデータを読み込み,モデ

ム送信データ形式に編集 して入力バ ッファに セ ッ トす

る.

割込には,フレームレイ ト &W｡割込,ワー ドレイ ト

割込 (Wl～W63),秒パルス割込がある. ノミッファを 2


個用意 し,データ取 り込みとデータ伝送に使われる.
 

(ら) リアルタイムデータ入力プログラム (RDER) 

PCM の場合と同様のプログラムである. 

(C) S/DB情報記録プログラム (S/DB情報受信タス

ク)(SDRT) 

S/DB情報受信開始後,S/DB情報受信管理プログラ

ムにより起動され,DPCか ら送 られてきた S/DB情報

を 1テキス トごとに MT に出力し記録する. 

(d) CDAS情報入力プログラム (MERE) 

5秒ごとに CDAS情報伝送管理プログラムにより起

動される. 

CDAS内各装置よりの適用情報を読み込み,モデム送

信データ形式への変換を行いながら送信テキス トを作成

し,送信指令を行 う. 

(e) コマンドデータ出力プログラム (CMOT)

コマンドデータ受信管理プログラムは, 1テキス ト受

信検出で本プログラムを起動する.本プログラムは,受

信 したコマソドデータをコマソドエンコーダ,あるいは 

CDAS内各装置への制御出力データに変換 し,対応する

装置へ出力する. 

(f)DPC情報出力プログラム (DPOT) 

DCP情報受信管理プログラムにより, 1テキス ト受信

ごとに起動され,受信 した情報管制 コンソールのランプ

表示出力データに変換 して出力される. 

() 時刻情報入力プログラム (TRE)g S

周波数標準装置からの割込みで起動され前回読み取 り

時刻+ 1秒の関係をチェックする.また CDAS送信管

理プログラムに 5秒信号を出力する. 

(8) サポー トプログラム 

(a) システムスター トプログラム (Si00)

本プログラムは,システムの初期状態の設定を行い,

システムを稼動状態とする. 

(b) システムクローズプログラム (SCLS)

センススイッチ 1,ON のときにマスタスケジ.1-ラ

より CALL されて動作 し, システム中のすべてのタス 
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クが停止状態で,伝送制御状態がすべてフェーズ 2 (チ 

-タリソク確立)に限 り停止させる. 

(C) パワーフェイル&パワーアッププログラム (PW-

FL/PWUP)

電源断時,復旧時の 0番地割込により動作するルーチ

ソを実行させる. 

() メモリ/')ティエラープ pグラム ( TA)a ,. MP

メモリパ リティエラーの割込みで動作し操作パネルに

表示すると共に,Pレジスタに SIOO5番地を表示 して 

HLT する. 

(9) ユーティリティプログラム

本プログラムは,タスク管理プログラムにより管理さ

れるタスクであ り,TTYコ/トロールタスク (CMCL), 

TTY メッセージ出力タスク (MSGT),MT･COPY タ

スク (COPY),MT･DUMP タスク (DUMP)および

チ/:ックタスク ( G)より成る.()DEB 4参照. 

(lC? 共通サブルーチソ

本ルーチソは,時刻変換 (BCD時,分,秒を秒に換算

してバ イナ1)-形式で7キュームレースに 3ワ- ドでセ

ット), 転送 (ある番地からの指定 ワー ド数 を 別 の指

定番地へ転送),コー ド変換 1-3, ランプ ON,ラソプ 

OFF,メッセージ出力要求受付, アラームランプ ON,

伝送可能状態セット,モデム診断等を実行する. 

ul) テス トプ pグラム

必要により PTR等よりコアメモリにロー ドして実行

されるテス ト用プログラム. 

4.2 データ処理動作 

(1) データ入出力および伝送制御インタフエース (エ

リアプログラム)

本 システムでは,データ入力はデータ入出力プログラ

A,データ送受信は伝送制御プログラムにより実行する

が,両プログラムの動作タイミソグは異なる.

しか し,その動作は,各モデムごとに設けられている

伝送管理テーブル,伝送制御データテーブルに従って実

行されるものであ り,その実行結果はいずれかのテーブ

ルに格納される.

伝送管理テ-プルには,データ入出力用バ ッファの7

ドレス,送信すべきテキス ト数,受信 したテキス ト数な

どが格納される.

また,伝送制御データテーブルには,送受信データバ

ッファア ドレス,送受信データ長,送受信形態が格納さ

れる.

伝送管理プログラムは,これ らのテーブル (伝送管理

テ-ブル,伝送制御デ-タテーブル)を参照することに

より,データ入出力プログラム,伝送制御プログラムの

動作状態を監視し両者間の動作の仲立ちを受け持ってい

-

る.

すなわち,入力データの処理は,入力プログラムで作

成される送信データの検出を行い,伝送制御プログラム

に送信指令を行 う.

出力データに関 しては,伝送制御プログラムでの 1デ 

-タ受信終了の検出を行い,データ出力プログラムを起

動 して実行する. 

(2) データ送信動作

データ入力とデータ送信 (テキス ト送信)動作は,チ

ータ入力プログラム,伝送制御プログラム,伝送管理プ

ログラムによって実行される. 

(4) データ受信動作

データ受信 (テキス ト受信)と出力動作は,伝送制御

プログラム,伝送管理プログラム,データ出力プログラ

ムにより実行される. 

() データ入出力処理4


PCMデータ, リアルタイムデータおよび S/DB情報

データは,ノミッファを 2個用意 し,入出力データの重な

りがないよう交互に使用する. 

5.ハー ドウエア および ソフ トウェアのデータ出力イ

ンタフェイス

コ･/t.=ユータにデータを入力する場合,あらか じめ割

り込み レベル,機器7 ドL,ス,オーダーコー ドおよびグ

ループコ- ド等の設定が必要である.

ソフトにおいては,これらの設定に適応 した入出力命

令 (BTO,BTI,SEN,FUN)を実行する.

このグループの命令は,コソピュークの標準入出力チ

ャソネルを通して,外部の周辺機器と情報の入出力を行

う命令で,入出力の割 り込み機能と共に重要な機能であ

る.これ らの命令は 2ワー ド命令で,1ワー ド日は命令

語 8bit,2ワー ド目は MSB側 3bitが オ-ダコ- ド 

(0-7)で残 り 5bitはディバイス7 ドレス (1-31)で

ある.

本 システムのデータⅠ/0インタ7-イスは 2つに分割

していてその 1は PCM テレメトリデータ, リアルタイ

ムデータ,時刻データとし,2はコマンドデ-タ,DPC

情報 ,CDAS情報 ,CCU 操作盤である･以下その 1の

例で概略を説明する･ 

(1) 機器アドレス,割 り込み レベル

楼器アドレスは,ディバイスア ドレスの 5ビットにて 

I/0横器に割 り振 りする･ 

(2) 入出力命令およびオーダコー ド

各命令の故能を細分化するためにオ-ダコー ド (3ビ

ット)のビットをたてる.例えは,BT0 -0はグループ

コー ドセット,BTO-1はデータ出九 

82-
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FUN-0はイ /タフエイス部イニシャライズ,-1は

リアルタイムデータリー ドクロック,-5は割 り込みF/F

リセ ット,-6は7ロー F/F リセット, レベル 0-, 

-7はアロー F/Fセット. 

BTl-1はデータ読み込み ,SEN-0は fsTD砂パルス

チェック,-1は PCM テレノワ- ドレー ト,-2はテ

レメフレームレー ト,-3はテ レメ秒パルスチェック, 

-4は リ7ルタイムデータレディ割 り込みチェック等で

ある. 

(3) 入出力命令の概要

入出力命令はおよそ次の帳で実行される. BT0-0, 

FUN-0,FUN-5,FUN-6(C レジに対応するビット

をセ ット),FUN-7,BTI-1(指定 したグループのデ

ータを Cレジにセット),BTO-1(指定 したグループへ 

Cレジのデータを出力), SEN-→1,SEN-2,SEN-3, 

SEN･ー4. 

(a) ソフ トウエア処理

システムスター ト時の処理イソタフ-イス部のイニシ

ャライズおよびアロー	 F/Fのセ ットを行ってお く. 

FUN-0,SFF-C(C レジに対応 ビットをセット), 

FUN-7(レベル 0各割 り込みの7ロー F/Fセ ット)･ 

(b) 割 り込み処理 

SEN-0-4にて それぞれの割 り込みを チェックし,

割 り込みがあった場合は,それぞれの処理ル ー チ ./へ 

JUMP,その他ラノブ点灯 ) ガル割 り込みの処理イ 1-

を行 う.
 

(C) データの読み込み.

読み取るデータの グ ル ー プ を BT0-0で指定 し, 

BTIlで読み取る.

グループコー ドを Cレジへ,BT0-0,BTI-1,STO 

-A (読みとったデータを A番地に保存) 

() データ出力d


() 出力するデータのグループを BT0 0で指定 し,
d -

BTO-1で出力する. 

(e) データグループ (BT0-0)

データグループは,日 ×100,2bitは $00,日 ×10及

び 日,8bltは $01,PCM データは $05と各データ項

目毎にグループを指定する.

グループコー ドは空に CPU-INPU,TICODEに分割

指定 し出力する. 
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85 

12. 画像モニタ-装置 

12. ImageMonitor 

AbstraCt 

Allkindsofl･ealtimeVideodata,suchasStretchedVISSR data,HRIFAX data 

an RFAXdt a emoioe sn lPa. ic hsmoiodslydL - aacnb ntrduigaCRT dSly Sneti ntr ipas 

boththedigitaldataandtheanalogdata,thedataprocesslngmethodsandoperatlOnal 

functionsaredescribedhere. OneofthefunctionOfthismonitoristhatoftesting. 

Withabuilt-intestcapability,the entire video data system is checked outunder 

cotolldcniinwhnst iedt sntaqi-dnr e odto e aellt aai o cule. 

よって,GMSより受信される VISSR画像,CDASに
1･概 要

おいて,送受信される FAX 信号をモニタしている.

本装置は, GMS システムにおいて取扱われる画像信 本装置は,大きく分けて,信号処理架および制御卓か

号の全てを,リアルタイムで監視し,その運用を円滑に らなり,それぞれ次の部分から桃成されている. 

行 うためのものである. (1) 信号処理架

モニタの可能な画像信号は, この架において,各種画像信号を受 け, サソブリン

(1) VISSR画像信号	 グ,A/D変換,D/A変換,補正,データの記憶等を行

(2) CDAS において送信/受信される高分解能 FAX う.その機能によって,入力部,走査変換部,同期乱

信号 補正変換部,訳畝部,状態表示部,電源部等に分けられ

(3) CDASにおいて送信/受信される低分解能 FAX	 る. 

信号 (2) 制御卓

であり,各信号とも, リアルタイムで,CRT に表示さ 入力信号の選択,表示方法の選択等本装置の操作を行

れる. い,画像の表示を行 う.その械能によって,出力都.操

本装置は, GIISシステムにおける唯一の画像信号モ 作部に分けられる. 

ニタ装置であるので, VISSR データの取得状況,HR/ 

LR-FAX信号の放送状態の監視に重要な役割を果 して
3･動作原理 

いる. Fig.2に,本装置の機能系統図を示す. 

また, G入IS打上げ以前のシステムインテグレーショ (1ノ 入力部 

ンの時期にIti,4柏多重復調装置,S/DB装置,FAX変 S/DBか ら送出される StretchVISSRデータ (SVデ 

復調装置,DPC大型計算機,LBRおよび,本装置で構 -タ)には,GMSの可視 4チャ-/ネルに相当する Vl, 

成される画像システムの,システムテス トに欠かせない V2,V3,V4と,赤外チャネルのIRおよび,可視の全チ

役割を果した. ャンネルのテータの Vl～V4の 6校旅がある.これ等の

以下に,その構成および,動作原理を述べる.	 データは,ラインバッファで受けた後,Vl,V2,V8,V4

および Vl～V4の可視データは乗算回路を通 り, 4bit
2.構 成

の符号に再構成 して,サンプラーに送られる.IRはライ 

本装置は, Fig 1のように接続されてお り, それに // iをサンプラ-に送る..	 1 ;ッファで受けた後,上位 4bt

福井徹郎 TetsuroFUKUI 

- 85-



86 

: J,PC 

tysemitornini lgnaFi 1 ImaeS sMo gSgg.

HR-FAX および LR-FAX信号は,A/D変後換サン FAX サンプリング信号発生郡である.

プラーに送 られる. 各データのサンプリングレー トは次のとお りである.

,･Vl

東西方向 

V2, 1,V4,V8 Rデータ上述のように,本装置に入力されるデータは,その種

類によってデータの形式,量とも異なるが,全てのデー 43

7

S/

/

1

1

V

7(Vデータは 1ライン当 り3 4ワー

タはディジタル値でサンプラ-に入力され,ここで,出 ト.従って 477ワー ド/ ライン)

5(1画面で 46本)

4データ

力部の白黒標準方式のモニタテレビジョンに表示 しやす 南北方向 

l～V･いデータ量に,間引きが行なわれる.この間引きのタイ

ミングを決めるのが,SVテ一夕については, サンプリ 1/西の端よりスター トして,全画面の 1 6相当の全デ

ングコントロール部であ り, FAX デ-タについては, ータ. (表示データについては,サンプリングされてい 

[コ

ocionatuncig.F 2 F lBl agrakDi

- 86-
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3() 同期部 

FAX信号を出力部で正しく画像とするには,FAX信

ない･) 

HRFAX データ

東西方向 

-.

号と,出力部の掃引を同期させる必要がある.本装置は1A/D変換の際に,52ワー ド/ライソに

相当する割合でサンプリンク･ 独立同期方式を用いてお り, FAX信号中の同期パルス

0本) により同期が確立されると,独立同期信号により,同期81/0(1画面 41南北方向 
を保持する.FAX データ-RL.

4() 補正変換部

相当する割合でサンプリング. 走査変換部から放 り出された信号に,出力部の画像と

1A/D変換の際に,52ワー ド/ラインに東西方向 

して,視覚的に見易いもの得るための補正 (γ補正)杏

施し,その信号をアナログに変換する部分である.

γ補正は,ディジタル信号について,黒 レベルを伸長

南北方向 

ti

1

6

/12(1画面 40本)

サンプラーの出力は,1画素 (4b)づつバッファレ

ジスタに送られ,1画素分たまると,走査変部へ転送す

し,白レベルを圧縮 して,コントラス トを強調するようib4るタイミノダをとるため,6 tレジスタに転送される･

以上が入力部の動作である. になされる.γ補正されたディジタル信号は,出力部の

条件に合わせて,D/A変換され,水平同期t言号を付加し2() 走査変換部

入力部より転送されるデータを記憶し,出力部の掃引 て,送出される. 

5() 試験部

走査変換部のlCメモリの機能チェックのために設けら

に同期 して,このデータを読み出す枚能を持っている･

メモリは,6

読み出しと,書き込みは時分割で行なっている･すなわ れたもので,スイッチ操作によって,メモリに種々のデ

ち,同期部より送られ て くる,読み出し制御信号によ ータを書き込み,出力部に表示して,その機能の確認が

り,出力部の掃引に同期して,チ-タを読み出し,出力 行なえる. 

6tib4 x1 Wk の容量の ICメモリであ り,

7

部の帰線消去時間に相当する時間に,書き込み制御信号

- 8 -

6() 出力都

出力部として用いているのは,白黒標準テレビジョン

であ り,走査変換部より送 られてくる,1階調相当の画 

により, 前記 64btレジスタから,テ一夕を受けとっ

て書き込む. 

i
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信号を表示する. 作は全てここでできる.その機能は,Tabelに示すとl

(7)挽作部 お りである.
 

モニタ用テレビジョンと同一卓にあって,本装置の操
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31. DCP系 装 置 
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tfir

.hi lqupnendtanareGMSWlllbecorr dbyteDCPS dE tinteCDAShtece

P

P

が加え合された場合は DCPは DC Iの受信が出来ず, 

DC Rは指定チャンネルからはみ出すことが考 え られ
1 概

DCPシステムは気象惜純を GMSを中鮎器として収袋

. 要 

g

Pる.このためDC

GMSの周波数 ドリフ ト分は Fi

の周波数較正は年 1回するものとし, 

･5にのべる DCP標準するためのものである. 

Fi 1によって説明する. 

-1tnerMSCの収集指令 (DCPl

g. 装置により補正を行なう.

Pion,O tga DC lと昭す) 本システムに関連する楼器は夫 々下記の項を参照され

/

と 5

れ,2GHzで GMSに送信される,GMSの SU コン

bps0 のクロックはマイクロ回線で CDASに伝送さ たい. 

C

MSC内較器 

DAS内殺器バータで 48MHzに変換され,無指向性アンテナによ6

Iは 3波Pり GMSカバエリアに向けて送信される.DC

か らなり,各衛星共通の 

PS･ig

2

F 2にその系統図を示す.この装置は PK(

･DCP変調器
h lanneitt tnernaonalC ,GMS

lanneR iegonal Ch ,及び 

か らなり,何れのチャンネルにより指令

ェ リヤのみで受 信 出来 る hase 

lllaneeChSpar

するかは MSCのプ.,グラムによる･ 信号を出力するものである. 

ieyngfihS tK C)変調を行ない 70MHz帯の P KSP-M

20

espo

PDC lを受信 した各 DCPは夫々に割当てられた 4

MHz帯の周波数によって GMSに報告 (DCP R

MSCより送出されマイクロ系装置を経由して入力さ

ps

0

P

bps05peP ttrooy

れる DC l信号 (100b

の 11

L-の NRZ )とこれと同相の 

01･のクロック信号を スプリットフェ-ズ

-

･ 

lgPnse,DC R と略す)を送信する.F ･6に 

DCPの回路を示す.GMSではこれを 17GH ps発生器ユニットに加え, 100b のスプリットフェ-ズ

し CDASに向けて中継 し,CDASではこれを復調しマ 信号 )に変換 し, これを変調器ユニットに入力

zに変換

LークiB(

イクロ回線により MSCに伝送する･ zzする. 一方,DCP標峯装置からの 5MH 土 300 KH, 

lT ba

本システムの回線/てジェット及び GMSミッションチ DCP復調装置からの 9MHz及びクリスタル発信器より

e2 の出力を第 1,第 2itr合器により周波数合成を行ない,

IV-

lebェックによって得られた結果を Ta lおよび 

に示す.又本システムにおける DCP と G Sに使用さ zS

lI dsaa

この信号を変調器ユニットでPK変調を行ない 70MH

れる送受信臨及び トランスポンダの局部発振器はクリス の lF信号を出力する.この変 調 器 は 

OtNO 

i lonaIt tnerna , 

タルを使用し安定度が 1 6程度であるため, その偏差0~ lparO lnaR leg ,S e( PNTL,RGNLSARE と略す)の

大野勇太 
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技術報告 (特別号 1-2) 91

Tab1 ra ei c ft at l t work3 2C ha ct rstiso heS elieN et

SatelliteLink I CDAS-GM S I GM S-CDAS I GMS-DCP 

Frequency(MHz) 

TypeofModulation

E･Ⅰ･R･P (dbm) 

Txofトbeam center(degree) 

Txoff-beam centerLoss(db) 

Free SpaceLoss(db) 

Rxoff-beam center(degree) 

Rxoff-beam centerLoss(db) 

Loss(db) 

RxInputpowerLevel(dbm) 

RxSystem NoiseTemp.G/T (db/oK) 

RxC/T (dbノ/OK･Hz) 

Boltsman'SConstant(dbm/oK) 
C/No(db/Hz) 

ReqiredC/No(db/Hz) 

Margin(db) 

RxBandWidth (db･Hz) 

C/N

三つの異なる周波数を出力する 3台の変調器盤で構成さ DCP変調器盤-3(SPARE) 1台

れ,夫々はクリスタルの周波数を異にする以外 全 く同 ･性能

じもので あ り, 何れの周波数の DCPIを出力するかは 出力周波数 

CDASにおいては手動選択により又 MSCではプロブラ INTL 72.925MHz±3KHz

ムにより自動選択される. RGNL 72.974MHz土 3KHz 

･構成 SPARE 72.933MHz土 3KHz

DCP変調器盤-1(INTL) 1台 出力周波数安定度 1×10~ソmonth
 

DCP変調器盤-2(RGNL) 1台 lxlO~ソloC(0-40oC)


Mixer-1

王hi a7Mz-" -:5H
RGNL 924 II 
SPARE8.8

.
う n 

r Mi二噂r-2 Modulator Switching
I

うMHzまう00XHz
l ｢~--1 ｢-I~---L--｢ ｢-~~~-1J-Ll


かCI)Standar
 

t; A lyzr｣_______ _ _____一一｣ L"___"L_｣ 鞘
l
芸=em) na e

C eou tr 
I.7 z土 l2.925MH うmZ9MHz 7GNL 2 .974 T'I)PDmdl e

2.9 う う rR

T

PA

N

E7 I

TX ON 0--I----I-- -

100bpsBi-IJ 

I)P 01p RCI10)畠NZ 
CIock 50bps 

lL_.-_______J 

Fig.2 BlockDiagram ofDCP Modulator 
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29 技術報告 (特別号 Ⅰ- 2)

入力信号 レベル

以下 

出力 レベル

出力イソピーダンス 

VSWR

Fig.4 PhaseDetectorandPCM Demodulator 
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94 技術報告 (特別号 1-2)

復調を行ない,マイクロ搬端に出力するものである. 

70MHz帯 IF信号より DCPR信号 (74.5MHz土200 

KHz)を帯域フィルタにより抽出し, DCP標準装置に

よって制御される局部発振器により 10.7MHzの第 2IF

信号に変換される,この信号は衛星による周波数 ドリフ

トの補正が行われてお り,3KHz間隔の各チャンネル信

号は各 DCPの周波数 ドリフト分の誤差を持って多重化

されているのでこれを分配器により各チャンネル毎の復

調器に分配される.この信号か らチャンネル固有の信号

を抽出するために各位相復調器毎に夫々のクリスタル発

振器を持つ VCXO により 455KHzの信号に変換され

帯域フィルタ-により選別され, PCM 検波を行ない出

力する.位相復調器と PCM 復調器を Fig.4に示す,

各チャノネル共 VCOを除いて共通の回路で互換性を有

する.

･性能

入力周波数 74.5MHz土200KHz

入力レベル 1渡当り -41dBm

入力イソピ-ダンス 75∫l不平衡 

VSWR 1.2以下

入力信号 PCM-PSK 

600変調

入力周波数補正範囲 土3KHz

受信チャンネル 133(実装50)

チャソネル間隔 3KHz

第 2IF 10.7MHz

第 2IF 455KHz

受信スイープ帯域 ±750Hz

復調方式 位相同期方式

出力レベル CCITT V28

出力コー ド形式 NRZ-L

ビットレ- ト 100bps 

4.通報局標準装置

本装置は GMSの トランスポ -/ダの周波数 ドリフ トを

地上装置側で補正するためのものであ り,梢成は Fi･g5

の通 りである. 

4.1 DCPlの補正 

(1) CDASからSバソドで衛星に向けて発射された電

波は GMSの トラソス.iIソダの ドリフト分だけずれてU

バンドで DCPに到達する.本装置はこれをヘリカルア

ンテナを経て IFに変換し INTL又は RGNL何れの波

であるかに従って VCO (±3KHzSweeper組込み)杏

切 りかえ,PLLで捕捉 し,Lockする･ 

(2) PLLが Lockすると LockDetectLampが点灯

しクロシソグカウンタに入力され,カウンタにあらか じ

めセットされた周波数とVCOの周波数の差を計測する･ 

(3) 補正法が自動か手動かにしたがい,それぞれのシ

ンセサイザをデジタルコントロールし 5MHz土300KHz

を変調器に出力し変調器の IFを誤差分だけ補正する方

向に働かせ,補正を完了する. 

4.2 DCRR の補正 

(1) 変調器の DCPIの キャリヤ送出指令は本装置の 

DCPR の送信機にも伝達されキャリヤが ONとなる･ 

(2) この装置から送信される 402MHzの電波は周波

数標準装置からの 5MHzから合成されたもので10~10の

安定度を持つが GMSで Sバソドに変換され,その トラ

ンスポンダの周波数 ドリフト分だけの誤差 を持 って, 

CDASに到達する.これを 70MHz帯の第 1 IFか ら 

10.7MHzの第 2 IFに変換され PLLに入力される. 

PLLが Lockするとその VCXOの 10･2456MHz土ド

リフト周波数分を本装置に伝送されカウソタで計測され 

DCPIと同様に 5MHz土300KHzを出力し,復調器の

第 1ローカルを補正し第 2 IFのセンタ周波数に同調を

とる.ここに補正値 ±300KHzは GMSの ドリフト分

土3KHzの ×100である. 
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14. PCM マイクロ通信系装置 

14. Micro-WaveLink 

AbstraCt 

ThisistheonlydatacircuitbetweentheCDASandtheDPC. Thestretched 

VISR dt,P tlmer aa eltme t一mer aa DAS sau no-S aa CM ee ty dt,ra i ee ty dt,C ttsifr

matoS P eot sgas rltrto rnig dt,etC r rnmieiII,DC rpr inl, tiaeain agn aa ... ae tas ttd 

fr h DASt h C Th L aa SDBoeainldt, PolllteC oteDP . eHR/RFAXdt,/ prtoa aa DC

inelOain dt,cmmad dt o GMS ad t h DAS P it oaintr･gto aa o n aat n o te C ,DC nerrgto

daa DP ttsifmain letas ttdfo h Ct h DAS ePt, C sau no tosa･ rnmie rm teDP oteC . Th CM 

MicoWaeLn sdsrbdhr.r v iki ecie ee

1･概 要 3.PCM･PAt方式の特徴 

気象衛星通信所 (CDAS)と気象術g･.センタ- (DPC) (1) 高品質の伝送

間には,GMSSの宇宙通信業務を円榔 こ遂行するため各 回線の C/Nが規格以下にならない限 り,ほとんど完

種衛星 ミッションの情事R,および逆用情報を相互に伝送 全に信号の再生が可能であるため,中継による雑音の累

する PCM -方式マイクロ回線を設定 している. 積を避けることができ長距離でも高品質の伝送が可能で

ある. 
-2.-伝送される信号内容と方式 

(2) 送信電力の低減 

CDASと DPC問のマイクロ回線は両端末擬器として 4相位相変調方式,逆変調型同期検波積分検出方式を

夫々電子計算敵を持つオンライソシステムで構成されて 採用しているので,所要の S/N比が低 くてよく,かつ

いる. CDASにおける GMSのダウンリンクの受信信 回路損失の少ないマイクロ波帯位相変調器を用いている

号は,主としてデジタル信号である.特に VISSR につ ので,局部発振召i力を有効に利用でき,送信電力を小さ

いては CDAS内の 4相多重復調装置および S/DB装置 くできる. 

にインプットされ,マイクロ回線を経てDPCに送られ, (3)耐干渉特性 

DPCでは計算債を使用して,これに必要な処理を加え, PCM-PM 方式は干渉純音に強いため同一周波数を利

その結果得られた画像データは再び DPCの計T+横か ら, 用して垂直,水平両偏波にそれぞれ異なる PCM-PM波

スケジュ-ルに従い マイクロ回線を通 じて CDASに送 を同時に伝送することもできるが,本回線では同一信号

りかえし,CDASではこれに必要な変調を加えて GMS を送っている.
 

-出力する.これらの信号内容を T belに示す. 4
al () 国体電子化

CDAS,DPC問を伝送する信号内容は,そのほとんど 装置は半導体および集積回路を用い,すべて固体化さ

がデジタル信号である. PCM 伝送方式はデジタル伝送 れ,信頼度が高く,また PCM-PM 波の伝送に要求され

に適し,回線端末磁器がデジタルデータを取扱 うもので る電気的特性は,従来の FMよりゆるやかなため,回路

あれは,同一デジタルを取扱 うと云うことで整合性がよ 椛成の簡単化,小型化が可能である. 

いことと, また経済比からも FDM より PCM の方が (5) 消費電力の低減

有利となるのでこの回線も PCM-PM 方式としている. 半導体集芯回路をデンタル回路に使用し,回路の能率

和久田 晴己 KiyoshiW AKtJTA 
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69 技術報告 (特別号 I-2) 

CDAS･ーDPC

Table1 Signals 

:Channels;Trasn昌en:idSSIOn iTr

iChanne.srTratl言emeidSSion iTl~acn.;Xri.sISion 1 note 

lchannelsITrasnsemeid

PCM Telemetry 

RealTimeTelemetry 

RanglngData 

CDASInformation 

Ho seKeeplng 
SEM DATA 

Sun Pulse,Eal･th Pulse, 
CND ExecuteV

i lsgnas n lio･l1SStacnsnn. ..' tnoe 

DPC一一CDAS 

HR FAX 

LR FAX 

DCPI 

BaseB dan 

CDASごDPC 

SSin lTo Ii lsgnas ionTiSSracnsnr. .. tnoe 

u

fyier

fnor	

GMSCmma

iton	 

dn 

iton 

DPCI ma

-

o

If1noDB ma/S

l heepone 
hers 

T

Ot T 

inddirG gAn

TTY TES

ittnoaon 

taalD

を極力摘めるよう設計されてお り.送受信局部発振掛 こ

taigD:Di taalaoA :An gD

00はスナップオフダイオー ドを使用して,一度に1-2逓

倍 しているので,消費電力は極めて少なくなっている. 

Fig.1 FunctionalBlockDiagl-alllOfMicro 
WareTreminal 

41.

4･無線送受信装置 

搬送端局装置 

PB2

g.


(
2

(1) 搬送端局装置に入出力する信号の憧頴と回揖構髄

を	 Fi 1に示す. 

) 音声電話は PCM-4システム, 100 S信号は 

0BPS信号は,022C

l

音声 lH 相当に 10CH分割当,1

音声 CH に 7CH割当構成となっている. ることから,これには 

-

6778. MBPSを割当,他のデ-メ 

6MBPS 2列の PCM 信号が無線送信778./CSSVI R信号は DASに設けられている SDB装置

の出力であるが,このデータの伝送速度は GMSのスビ 機-迷られる.

はまとめて 

ソ周期が変化すれば,それに応 じて変化し,一定の伝送

速度を持っていないことと,符号歪の許容値が 2%であ 

g.g.本装置の構成を Fi 2および Fi 3に示す.

監視制御装置42.
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つとJ )g-iEina l 

F ,M1 1 - VlSSR..如 . CoDER

I . ~一志 ｢ 蒜 i 

｢ ≡≡-諾 ≡ . o:; ′芸 :A川 

J. cDDt{BI)fl lrr t Cl旦oREOOOE/S 
､O.l 5:, cE l

D ARl lI LrrじCODxEREPS
768L.KI

.
S 

- ド 1 C =)_/SR丁 f jー 
64叫 

DE2O----OOtjーEl≡ユ 1 

t21 ≡! RrX(4:8 ll ▲


6JtIJヽIi⊇DTlキSJl Â 

lh1 ･1fY o:Ve t r: 7二. 7.C 1 r p

,… s S :,:ミ書 2 :KEP. Ti.7 芸完 0- : 

I

1'̀ ゝ .t討l竺頂 二 

lVlt 1oC: 

･芋 一 一 ≡ ≡ S - L = c M 町 /S r- 7. f S :876 i;i

l J 

oCE lll ll',DtXLl d5 .M MSLOヽP II 

Fi. ucinlBokDig~m O DASヽIr v e nlg 2 Fntoa lc ala fC JCOWaeTrmia.

本装置は搬送端局とマイクロ送受信装置との間に置か

れ,7.876MBPSx2のデジタル回線用の回線切替,遠方

監視および打合せ'TE話の較帳をもっている装置である.

回線切替は障害時,現用回線を予肺回線:こ切替えるもの

であるが,送信既は′･'T 三号を送一; 言ii.こ現川,予鵬とも同じ(

している.制御回鰍 まPC.1Ⅰ信号 (主回視マイクロ波)

に 3db分の AM 変調を重任したものである. 制御回

線の伝送信号 (C ,三 SV)S)は制御信号,遠方唱'視信号 (C ,

打合せ電話信号 (OW),同期信号 (PN)でfl･''ih党されてい

ち.

回線は並列送に,受信切昏方式である.切 J皆動作には 

vir 円の手niU]把による自動切替と回線試験等除守T jP; 換とが

あ り,自動切侍が陵先する設計になっている･

手動切換は回線障害のない場合にのみ可能であ り,ま

た手劫切換中に回線障害が発生すると,手動切換:ミ解除

され,自動切替操作が行なわれる.予Olli r''回線がWの場合

は自動切替,手動切換はできない.

警報信号はディスプレーでランプ表示され,同時に外


部に地気信号として送出される.マイクロ両端末は制御


回線を通して,各々相手司を監視し,監視項目は最大21


項目可能である.


打合せlnE話は,スピーカー呼出しによ･)T '相手局と通話 

ができる.マイクロ送受に一俵と監視制御装置は,空中線

鉄塔下のシェルター内にあるが,庁舎内の搬送端局およ

びコンソールに打合 せ FTq;T, F'iJ JSli 報の表示等を設けてい

る. 

4. lt3 無設送･u憤


本装置のブロックダイヤを Fjg.Jに示す.
 

(i) 送信部 

7.71B Sの P I E号 2列は,描;ilの出力側 U-BS6IP CIl Iai ..

COV で Bioa 振3進波形) になおされて監視制御plr (

装置の回線切換部を経て,送信横にある BIU変換回路

に加えられる. B- plrのクロック成U変換回路は Bioa


分と同一位相,ト音ト J.引正数を有するクpッ-/ミルスを発


生し,集酢回路を使用した論理回路で,2進 NRZUn-

ipolarに変換される. この 2進 PCM パルス 2列は 集


械回路で論空相r成された和分演許回路に加えられ,4
j 進

パルスグレー符号とし和分演許が行なわれる.

このように電動変換された 2列の 2進 PCM パルスは

パルス梢巾許こて叩巾し,化すヨ変調話芸の変調ダイオー ド

杏.?i,動する.

一方送信前局部発振器では,100ヽ1Hz帯の安定な水晶

発振器出力を VHF帯 トラソジスクーで 2逓倍した後,

高出力増巾し,スナップオフダイオードによって10逓倍 

- 97-



技術報告 (特別号 Ⅰ-2)
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d)Dmo n:PL

e)･Mo nofMo

Dio

io

dltua

dltua


e
らに,送信立体回路 ( WG)

調する振巾変調器をとお り,i次,;タワーズ型の送信折

xT ,監視制御信号を ÅM 変

i lgnaC tonrolS/Orltn

PM//～-CP: AMTxBRFI

分波器 DUP;D

) 受信部

L

(

(

2
(

)2段により,不要例瑞:淡を抑圧 し,渡器 
@

)を経て空中線に述出される.(lupeier_ 
V4.


k
2.
%1
1
‥≦3V工空中線 ( ¢デュ7ルホーン型)で受信した信号は

分波器で分渡されたあと,送信機と同じtC波器に入ってf]

3m･3


bmd帯減制限され,受信局発部発振器出力と合成し MH

の中間周波数を得る.中間周波信号は,前置増Hl器 ( 

z

P

07,
 erow

elgu- bdFI
07
:AMP)で増Hlされたあと, ガウス型 板巾特性を持つ中

Bbd5
7
-
 m( )-6
0ERI間周波滞減折渡器によって更に不要干渉波および雑音を

抑圧 し,次の主中間周波増Hl f器にて所要 レベルまで増rl

i lpoa

d

される. ここで採用されている同期輯波器は過変調形である.

AGC て NRZU11この出力レベルは により入力電界の変動 ( 復調出力は符号再生回路 波形に再生さ

･5
Bll-- 0d )に対 して +4Bm(+1･,-1 B)0d

.

lTIB
8
1
d


5
4
-


れ差分演算回路に入り,ここで 2進 2桁グレイ符号とし

i lpoa

lb3
(

Pの範囲内に保たれる. これを位相復調器 (HDEM)に て差分演算を受けて, もとの NRZUn

加え, その一部は搬送波同期部 (CLSYNC)に入りこ 形)に変換され,受信部出力として監視制御装置の回線

こで復調検波 し,2列の復調/ミルス出力が得られる. 切換部をとお り搬送端局へ送出される. 

) Ta e2に本マイクロ無線既の主性能を示す. 

(擬 3波進

この局部搬送波は位相復調器に入った入力 4相位相変

調波を同期検波 し,2列の復調パルス出力が得られる. 

技術報告 (特別号 1- 2)

e2 Ch
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)Mo n:
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dltua
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S tyse
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npu

tupu

npu

tupu

ios

npn

)N eFi 41

F

lTba

f)I MHz 

a

a

c

e


9


g)1 tTh dL :

C)Ch lC y:

)I tPCM S lL l: V～3 

0

sofll oWaeLikn 

QPS

MH2

icr

:
1


l,

01
2


K

/1
7
9


icit-sltaraceして 2GHz帯の搬送波を得ている.

この局部発堰器出力を 4相位相変調器に加え,マイク ineltn
ロ波ダイオー ドを高電圧 PCM /ルスで 0T,OFF スく _q

2および 0/07,;イッチを行なってマイクP波の位相を ,Tr

だけ位相推移し, 4相位相変調波を得ている.これはさ 0hc.
4
2
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15. 試験調整用照準塔 

110

1tic

. Coll a

tetsonwh C do

S-tol a net 0

lC

ka b c l em. 

it

ic

it

ta

la

im

tr

ra

ク,夏期はべ/チレーション,除湿器等の使用を考慮 し
1.概 要

た . 

15

1O-

ib

･iltcalel･ali

a

LU-

tslln

onT erow

Abs ct 

Thec i ooIImait erisanunmanneds hiscon ntheMt.ntow

Dodaa,ir about12km awayf m theCDAS. 

Thistowermakes itposs o simu te the CDAS- itatelle commun

ndtoca tethee cha c tsirte softheCDASsy

本装置は GMSと CDASを結ぶ衛星通信回線を,地

it

(3) 回線設定 

上において擬似的に耶成し,CDASの測距系の較正と誤 CDAS- i on間の回線設定は,設置の目的に従Collma

差の確認,18m¢ カセグレンアンテナの電気的特性の測 い , 

it

(a

(b

(C

) 循捉通信回線 レベルに近似させる. 

) 測距誤差精度を衛星通信回線より2桁以上高める 

) 他の地上無線通信回線-の干渉防止

などを考慮 し,送信出力を Collimao

定,および追尾系の調整,ならびに GlMSシステムにお

ける総合テス トを行うことを目的として堂平山に設置さ

れた. 

nは 000lmW,.
2. 設計 思 想 

CDASは 1mW に設定した.( bel参照)Tal

itCDASの 18m C i o≠ カセグレンアンテナの ollma) 本装置は無人局として運用されるため可能な限 り n

の単純化と,信頼性の向上に考慮をはらった･ 指向は自動または手動により,試験および測定には予備

) 室内環境を良好に保 つ た め,冬期は赤外線ヒ

(1

(2

2.hI

it

75

je

･8 

it

rn

～ 送信系を使用し,送信出力は Fl･1の立体回路によりg

t 

on on

-

T;3

Table1 LinkBud
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102 技術報告 (特別号 Ⅰ- 2) 

H2KW KLP YA-1

2XW 

㍗○ ㍗ A)TTENhTA

FRMUC 2A-Y己 ○O / HKW XLP =2 ○ 

sySTEM ANALYZER 

Fig 1 O tu o e euto to uigteOprto fC i to 'l. uptPw rAttnainMehddrn h eaino ollmainTo＼＼e-

心部までの地上高は 71lである.T

()空中線部4

2m95パラボラ空中線 1面

給花組 全長 10m

分岐箱 1個

空気乾燥装置 1台 

(5) 試験用中継装置 1式 

(6) 空調設備 1式

赤外線 ヒータ 1kW x3

換気扇 1個

自動温度調節器 1台

除湿器 1台 

()電源部6

自動電圧調整器 1台

配電盤 1面 

4.主要性能 

Fig.2 0verView ofCoHimationTower (1) 空中線部 

(a)鉄塔

lmW に逓減している.主通信系は,信号系及び HPA 高 さ T4ll

を断として,熱雑音の混入による C/N 低下を抑止して 耐風速 60m/S (瞬間最大) 

いる. (b) 空中線

フ ロン トフィー ド型式

3･捷 成 
利得 送信 27.3dB


Collimationは,つぎの設備及び機器で偶成している. 受信 28.5dB


(1) 敷地 (Fig･2参照) 偏波 直線偏波
 

面桁 263m2 VSWR 1.2以下
 

(2) 局舎 (C) 分岐箱

局舎は床面街 8･8m2,高さ 3･8m の鉄崩平屋淫で試験 通過損失 30dB以内

用中継装置,測定器,配電盤,自動電圧調整器･及び空調 送受信分離度 60dB以上 

設肺を収容している (Fig.3). () 給電線d

(3) 鉄塔 導波管 6･8m


局舎の屋上に設置し,局舎の高さを含めて7ソテナ中 同軸 ケ-ブル 3･2m
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技術報告 (特別号 1-2) 

3 Fl1Lyu fC i to ong. oo- aoto ollmainT wer 

Fi. ICinlBlc arm o asodrg 4 FLntoa okDiga fTrnpne

損失 送信 2dB (b) 局部発振周波数 342MHz 

受信 2dB (C) 周波数安定度 1×10~6/月 

(2) 試験用中継装置 (d) ビーコン周波数 1694MHz 

(a) 周波数帯域巾 (e) ど-コソ周波数安定度 1×10-6/月 

入力 2030MHz土SMHz (f) 群遅延時間変動 5nS 

出力 1 MH 土8 z g ー4d m688 z MH () 標準受信人カレペル SB



技術報告 (特別号 1-2) 

Fig.5 PoWel･SLlPPlySystem 

(h) 標準送信出力レベル -30dBlll 

(3) 電源部

自動電圧調整装毘 3KVA 

(4) 空調設節

外気温 -10cc～40cc に対し室粒を 15oC～30 

oCに保つことが可能である. 

5･動作概要 

Collmainは CDASより送られて来た (00 )i to 23土 8

MHzの電波を受け, 試験用中継装置で-テロダイン中

継をして (lC88土8)MHzの電波に変換して,ふたたび 

CDAS (利用局およびその他の実験局を含む) に送出す

る.さらに 169｣MHzのビーコン電波を常時送信する.

これらのィ,i号周滋数は高度の安定度を要求されるのでT'

局部発振器とビーコン周波数発振器はおのおの恒温槽内

の水晶発振器-を使用してその安定度を 1×10~6/月以内に

保っている.

また,構成各部は安定に動作するよう特に配慮されて

お り,0-40oCの周囲温度て群遅延時間の変動も 10nS

以下に保たれている. 

Fig.4および 5は塔の扱能系統図と電源系統区を示 
■E≡ 
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16. 利 用 局 

16 Dt iiainSain. aaUtlzto tto

Abstract 

Thefclte fteMeim Dt llZto tto n h mallDt iiaaiiiso h du aaUtJainSainadteS aaUtlz-

tinSatinaelcatda h o1- eidofti lirt n olbWigteo t o r o e tte CDÅS f aPro mep･o oadf n h

luc fGMS fLSaelatgon ytm eauto, n nteetbih n fanho ,o~PCC'f/rudsse vlain adi h salsmeto

oprtoa adpoeultp o pl m ueO h aaeainl n rcda sesfrotmu s ftedt･ 

1.概 要 2･FAX 放送 

利用局は気象柄星中継て送信される,高分解能ファッ GMSか ら送信される I/AX放送は Fig.1で示す矢

クス (HR･FAX:llIGH RESOLUTION FACSIMILE) 印のルートを経て送信される.気象衛星センターで作成

および低分解能ファックス (LR･FAX:LOW RESOLU- した画像 (Fig.2,Fig.3)は, マイクロ回線を経て, 

TION FACSIヽ‖LE)を受信し,芸の写真の FAX から CDAS-送信される. また, コンピュータ処理の障害

予報,調査,研究の各業掛 こ利用する局である･この利 時の/ミック7ップである FAX送由装置か らも実写真が

用局には, 中規縦利用局 (MDUS MEDIUM SCALE 必要に応 じて送画される.これらの信号は,CDASで副

DATAUTILIZATIOHTSTATION)および小規膜利用局 搬送波変調, および主変調を行い, 所要の電九 HR-

(SMALL SCALE D･lTA UTILIZATION STATION) FAX lkW,LR FAX 200W で衛星に向けて送信する.

とがあ り GMSの通信範囲内であれば利用できる･ また送信画像は CDAS局内にある,変 ･復調装置より 

Fig l Th ytm o asmll asi il. eSse fFci eTrnmsso-

知田 久 HisashiC杖IDA 
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受信装置一夏la'制御部,中間周波部で構成し副搬送

波信号を抽出する.

空中線部一班径 記録制御装置-FAX信号の受画を暗室外ので操作,

半固定型 

高周波部-パラメトリック増幅器,ダウンコバーク 受画装置一暗室に設置, レ-ザ管を使用し,ネガ ･

を全天候型装置に内臓. ポジ露出選択可能.

-三卓,衝TT方向の調整可能なAZEL

(±50可変).	 自動で起動 ･停止.
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110 技術報告 (特別号 1- 2) 

GMS

Fig 7 S okDig･m. DUSBlc ala

自動現像装置一帖重に設置,現像 ･定着 ･水洗 ･乾
a' l 

燥を自動で行 う.

焼付gL-; ネガ ･ポジフィルムを密荊て焼増 しする.

以上の枇成は,Fig.Gに示す. 

4.2 SDUS 
a 卜EE:I GMSか ら FAX 信号を受信すると次に示す椛庇に従

って雲の写貧をfl'Li･電記録紙に記録する.

空中線IfH ･ 叫 ,F一 正径 25Ⅰ MDUSと同様な半固定万

式.
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Frame Signal Format 
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Fig.9 HR-FAX SignalFol･mat
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技術報告 (特別号 1-2)
111

高周波部- トラソジスタ増幅器,ダウンコンパ~タ

を全天院型装置に内抜･

受信装置-受信制御部,中間周波部で構成し副搬送

波信号を抽出する･

受画装置-卓上型で連続受画を自動起動 ･自動停止

にて受画を行 う.

以上の構成は Fig･7に示す･ 

4.3 信号フォーマットの構成 

) MDUS 
HR.FAX は,Fig.2の全円形地球画像を送信するが

これを再現するのに Fig･8のフレ-ムフォ-'7ットで

表現するそしてその信号フォーマットは Fig･9で示さ

れる. 
｣

r一
Fig.8上部の①～④は,送信する FAX の内容を年

(1

0

① 
E3
⑥
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Gl

1_づ 一一 1---- --一皿 
22C)mW日UTn

月日,GMT表示,作原国威の種鼠 受画時間等の情報,ト ー.-一

階調等のフレームライソと有効画面との対応を示し･⑤

は円形画像について図示 してある･ 

-aySclaeは左が黒で順次,右段階的に白くなって

ゆく. 

Fig.9は,全スキャンの信号フォーマット作成を示し
(》 pHASI AL 5n皿 ( 201ineS) ViiITE LEVSL 

② GRAY SCALZ 7… (261ineB) 16 S℡EPS 

IiL'.G SIG
ている.Fig. i-intrta8と対比すると①の部分が,S gs

alであ り,②～⑤ が tuic

in

p reに含まれ地球画像は約 

alで表し夫々の周波数と許

gn⑳ sA丘 M R Sz i11nBC工 AK u 21o) 

E分,自動停止は④ AN 且 

⑤ Fi･9ECm IZEDIMAGE 194 7421i 8) 容値を示す の 1スキヤソの信号フォーマットb ( nes g. 
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ndsgOTATIO 5m L 2011no6) x 50 LETTERS 
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112 技術報告 (特別号 Ⅰ-2)

の内容を図示 している. 序であ り,位相信号は (自)Fig.10の①の部分,同期

(2) SDUS 信号は (黒)Fig.10の③の部分の信号フォーマットを

LR･FAXは,Fig.2の 7分割の円形画像を送信する. 示す.また,60Sは分割画の送信間隔 (黒)を示 し,起

図の短形状の枠は,夫々の 7分割の画サイズを示 してい 動信号は 300Hz,終了信号は 450Hzである. Fig.ll

る. は, 1スキャンの信号フォーマットを取 り出して示 して

Fig･10に LR-FAXの画像フェーマットを示す. ある.
 

Fig･11で示す No.1-N0.7は 7分割の画信号の順
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a (o糊 SuSnつ :tq ptUZu〇)su!ta叩U UZ aqŜSA (々s u!叩 !!bV I1ZUZPttuOvG〇cspJIPIt!!)召S Iカ牲暑二N9

号官立bjll.3tSA)魯gJ1`童t't E甚O (Elil召S I数回Cコ夏-謡 
1管叩き封崇}{佃二相3'丁和tF宕頓 

召SSA 't ITL
tjZ二々事｣′こ/S=Ilr忌巴芸道ニト缶封 HSd一代つd (お sdqllヾ 

●T 'd､ LSSJZSZpuaSs tSIL B!u!人0I!utJt!lAlSA au. 

■1d!11ZOU!adLO∂J:S1Uu!∋n〇dtIt1t!Iatl! nu2tpJOlLuつaLll}1t3n!lUJl!lL0 aqSAでJLa 

saeIu3ptsでBSld!s!SSaOdtqI■tgIa1つ ttaLls:1 一-∂∂u:tUTnulaS〇Jl1 3Lエ (lr)JP0aIUZEat∂

puOOupl2けe〇 つ:saUutlp l̀:Bsa!Sta〇PlP!tl 甘u Spe an叩1J∂tdql ∂!-aastutlu!〇u ql anOd LL̂

sullLS l1dLOS!Cd qISでBst}Uつp でmtPt!ttJd spAJ aS(anu〇nl.nalOlU!olOu:叫声p allZで a!od 

qつ! ̂∂!OtつAauZtP甘 1甘 ･L11ptdslu!!IS/叫 llV q＼ 1ZU･qus tt･d u!ntaSSZ!tZBs sLIOIV

'1!^2つ! Jpnl:∧(S,)}1a Utat爪01uUOBI!つ IV∂Uつ

叩 Ha甘 t〇Bt･0∂∂∂LII0Z叩 a叩 SSL11S!JU:TlPual lS t:!oo11川 1t叩plBpla!luSt-l uaOl Lエ 

11Ual!b2̂つ!uI〇 tOuaOI11ZBs tSI udna at爪01Lペd allJJPul∂L10tu!ISA 

paL.･IaInlO pで1 a0lZ̀Bs SA叫1 3tnつ20∂nSg/qJ Pl∂TS Ll ldnu!SSつ ･d ttU!ESI･!bt1PS!Gsa. 

u'ol･aoglS L∂叩 !!01 >〇pat= ]dつ0 Opp2tJ日neJSP!I !e1dC/au 1u1∂dzanu o1Uat0(でUu!LL仙 

ad1つaB!∂lS∂srdHで Bstt叩〇ttlu!!pZu●Uamb セ りutu q!31qll̀Luutzlaa allOO1PtI 1u da 

plZU2SLつ abJaZ勺 t) Jつ abOS〇 JuZ(pつa T1-I) tPt1(unaA Lll UOJJ (H工(UnaJJU!!adptaou!a9tII

oau叩 PtuCS aLIIOd!lL1･ll-SnuluaaqlLO apつLP laS anつ !甘/H nuaI0uaS(qSLatlauIJ 
pa･a!∂SnnotU:叫 1 u0JJ∂!JsZSuu!CS aLIIJOlO T̂tp atdusBlZt1pPAOdott!岩 !J18/OtJu〇 

as'nnLlJO1201a!tlJ叫 1S叩つP!L〇!laIdlaaU(tつ td usatOU!1〇 l̂Z∂∂!UlL瓜 SnつlP〇 LSU:S

冒 puZJUt〇 OlttSIaOlqUU三SatSIN〇 L] uOJa! taU!S JJ!u lSA LllJaunl〇 ql ̀ISA SatlIOP^ 

111Llaeg[S al0nuuzxu aLIIJnlO J:llt･XttP 2垂 paIJC/q1ld!ptnpaOldnututd aLエ(n⊥a

/pu∂7at!lu alJ叩Ipt∂l a叫 dlで Cq1ld!iIZLa olP Of) JXad1nC/OnOUCS!pn) al0nuHNOLII 

sa!od LL爪 J^aSOtPtZU1e¢JgVO〇SPtu!tI.! p^lP!Ia!つ∂J a!U爪O UZtu3UutSanつ!司utSL上 司Ul 

su!tつUuu0つLl t!ttu!!a!つaJ (VC〇) u!O1Sn〇 ztcuz o1:!nJ1aIZA !Bs sLIIS^aSo叩S U!!!bvt)Zlpt

tu tOaI!l!bq/)Jn:tq/atOLJS aIpnJl pu!uつLlttU∂udna(qS∂JJq IlZJZUJPU(Ll ̀uoBalUO

･pnJt1Pョ u:POa∂leOU(W71!"l:3S uoB all0usptUつSJd a.JtqLJSIt l1-tU1
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114	 技術報告 (特別号 1-2) 

multiplexer:4¢Demod/Demux)により復調,復号さ
@ ･'': < 

れ Synchronizer/DataBuffet-(S/DB)に渡される･ 

S/DBでは,別にテレメトリ回線で伝送されるサソパ

ルスを利用して衛星のスピンに同期を取 りながらデ-タ

を取得しフォーマットを変換しス トレッチビデオ(S･V.) 

l 信号として MSC向けに地上マイクロ回線を経由して伝

送する. 

MSCでは, この信号は,リ7ル ･タイムで写巽を作

成する (LeaserBeam Recol-Cler)とともに,FAX 信

号の作成,データの気象学的解帆 衛星の姿勢決定等の

ために電子計算機システムに入力され使用される (Fig･ 

D∴ 

2.VISSR信号 

GMSVISSRは,iVl止軌道上に於いて,Fig･2に示す

瞬時視野角 (IFOV)を持つ可視及び赤外七ソサが衛星の

スピソに従って,地球を東西方向に走査することにより

又南北方向に対しては放射計に 450の角度に備えられた

走査鏡が視野角にして 20 0の範囲を 1ステップ/ 1スピ

ソで 2,5∝)ステップすることにより全球の投影を可能に

している.

こうして得られたアナログ･ビデオ信号は VISSR 多

pht. ycLOie･D t uffr 重変調器 (VMM)に導かれ, 地上 Commandによりo 1 Snh･nzI aaB e

Sl L＼＼1＼l	 ITS(_uL'11日'LEXER′ 
. ) .＼ ORUUJL1_T

Ll	 DT h OhTR JLE 1 CSCL:: SPI'C ' OL F. CTI0NI

SCG	 q S TLTE C ER. IITL : ARRI
t.ヽ  lOlI HiT ( 

L.t	 I( -t S lPll ETl 州 :OtE At .FI R 

Ll,C	 r011( COllFR/. 1 : ',TOR

･l工/ Ld )l0DLL /DElt-. PLゴレD. l IE1 'ATER 1JITI EXER 

Z ＼1 】 川 .(lJSt lTTll二 
a. . BI J k Y( R l

】 1 1T l Z
F S: T .llD FRul:S ICIIO＼ZER 

OTE: 日日sr l LC t SrSSe1' Tll l cl.t､ OYIS ) trn 
JHltl Sllハ､lfrca iylLさ ( I o lrt

(lllt!＼h＼Hl＼l)lHTl＼tLllLSZ'lltへ 'ゝL＼H H＼ 
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(NSLノ 

Fig.1 VISSR System Diagram 
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1

olEJc n s)と呼ばe oictrtrsp

15

サンパルス (又:まアース/ミルス)を規輩に衛星のスピン

技術報告 (特別号 Ⅰ-2)

∴∴
A Line 

一一一斗J･･亡14CLe--ra
二千
三~.
 

a.

亡 
O
T
一 

に同期 した DCE(De inCon
O

aJ
れるサブユニットより供給される.

T
R なお,送信基串点は,通常,地球中心にセットされる

が,地上からのコマンドにより,約 0･0880刻みで任意

9 
u 
T
d
d 
a 

V
lI

の点に設定することによって,地球以外の天体の投影も〇フ

玉ast 可能としている.estA'

また, データ送信i始点 

T Al mn i gaei ncoa a 5 SCAN S (. ULE

ffl

INOE: ldi oll nTi dl Y C P S)のタイミングは,サンセンサパe s r rr n . 

(ライン同助コー ドの 点 :
Sc

ルス発生時点を相体的に示してお りS/DBでのチーク収F .2 Lig onoftheDit lS~toe cteoca
得のために重要なパラメータとなっている. 

(2

VISSR Fl･4信号は に示すように組立てられるが,g

赤外テ～タは 8ビットで庖説的に量子化され,可視につ

) データホ-マット (Fi. )g 4

凸
CTIO
)NO
a.

V叫

J.SSd=Hの.6-

YLYC
トm

SCAh'

(≡

DTREN

ここVE.

Ll･5F

･r･~

いては 6ビットでしかも平方根特性に圧縮される一山こ注

意を要する.

以上のホーマット化の弘光,信号速度は次のように決

分解能の高い可視センサの視野角は 3 adであるた

め, 衛星のスピン速度を 1001Pn.とするとスピン周

AO


qO
tI
ト 

〇･9..6


至芸.Jきゝ
爪.

S6ST

tJ

tJN

刊̀一一一ユ6400h00J--HI-担 .x0..nOTE; ALLTIMESBASEDOⅣ

8 芸 P孟;

}oJ
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爪.〇◆n9

.6-
Sop,

eJ
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･96L+mze44443ヨ二p
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E
小̂.079' 

･72,

る.

期 pは 

p-1/l篭 と;

)z49

)c(s･6)-peg -o e

･6(KH

となり,標本化の定理か らは,サンプリノグ速度は Fm

であるので,虫高画周波数 Fm は 

-与/一Fm 里辿更2) Cf o )-Ce(961 -1- "IチR

trI,Fig.3 VlM Ea hScanTiming

se5.
37


の 2倍以上であれは原信号を忠実に伝送 し得る,けれど

新星の他のクロックの問床か ら 4 kサソプル/ cがlsセンサ ･グループが選ばれた後 PCM (PueCodeMO-
選ばれている.dulaon)化される.この時,VISSR走査鏡のステップit
更に,ビット速度 Rは,Fig･4より番号 (S

このデジタル ･ビデオ信 号 は, 4相の差動位相変調 

canCount)も同時にコー ド化される.

sele(s･5k amp/

となり,これが VISSR信号の基本 クpックとなってい

R-437 c)×32(BITS)-14Mbps

incoI･rn
te
(Qua ayen d

力増幅され地上向み送信される.
る. 

gPSK)を施され周波数変換,蛋

ところが,信号の PCM 化に当っては高速のロジック (3) VISSR 信号の特性

15

0̀',

1･ 

･7

･7lelmre

(1

(S

回路を必要とし,これに費す電源電力が大となるため, ･チャンネル数 可視 4

VISSR信号は衛星 1スピンの札 地球方向を指向する 赤外 1

37

-19

調器でのキャリ7及びビットリカバ リーのために 1̀ '

a b )が約 2 6

8 6

1 -

･伝高由周班数 (dB巾)

5.

15

KHz

0KHz可視間のみ間欠的に送信され,これ以外の区間はバソド制限
赤外されたノイズが (SCG)送信される. 

･良子化 可視 6BIT(平方)) 送信タイミング (Fig･3) 
赤外 8BIT(直線)VMM の電源 ON (送信規準点 0)後,弛上役

･符号化精度 可視 ±1LSB

赤外 ±1/2LSBの繰返し信号 (P 0),続いmsec(
14Mbps･ビット速度てセソサか らのビデオデータが規準点を中心に ±9･80

･変調形式 i木目差動位相変調

1.MHz･送信周波数逮られ,それ以外は約 1MHz帯域幅のラソダムノイズ 

CG)が送信される. これらのタイミング信号は 全て 

-



1llr 技術報告 (特別号 Ⅰ- 2) 

i,REAゝlBLE 0;ヾ ヽn iこJI)ATA 

NOMINAL SCAN 臥 TE: 0.6‰ 

a) VISSR SCA:ヾ  PROFILE 

SCAN 

EW ELOPE 1361 ZAT1 rPE 〔D.:℃ STABJLI 0h RI)

(VMM PWR ON/Or'F)

ur ＼tI>R )Tl.; il

Jt.0IBIS b iTT 460)く iO)ru tsi3( T 41 S 
() 

(19.5 EIRTH.SCA＼､ーLu･TERがATE lb,AND O･8 Lltj･5 tLIPLTll･SLlA＼一一

川 E S､ nTN A TERhATE b 州 ' L ;iNLTuR｡NC Lh浅 l･ ; l Oこ .=lPt EO

lb BI I) BI i B【TSTS v TS b 

b) s ^ NVEL Y二 V 】 Tc N E OPE AND S＼C 心 RD FO川 A 

k一･･･.一一- S.llミl .一一一一一 1･･･ ∴JLI.tご一一一一･･ -

Ml.,' . 汁rJtE - 9 日Jl台CI. .l . 占⊃F } l L
I_ヽ  3)L1 SLAT - _.<1 11こ

と L,ll = hnL u E SLAN'Jドn -lt Fll 11ゝ′ :

!～l＼FSlII 
_一一一一一一一一一一一--

ヒ ulTSlこ BITJ T: BITSl･6Tm 

c) MINOR FRAllE FORMAT 

Fig.4 VM M PCM Data Fol･mat 

(QPSI() 理できるホーマットに変換 して出力するもので,装置の

･送信間隔 600m secのスピン周期 ブロックダイヤを Fig･5に,出力フォーマットを Fig. 

の内 35.5m sec. 6に示す.

17･2 四相多重復装置 
入力のうち, Pream ble 区間は,キ十リ7リカノミリー

および 4相復調出力のビット同期をとるために使用され
(4 Phase Demodulator/Demultiple,tler) 

1.概 要 び保持に使用される.

本装置の目的は,前述の QPSI( VISSR 信号の再生復 一方,保守点検のために, S/DB を含めた総合的な訳

詞,信号の分配および馴 J信号の付加を行い S/DB で処 験および Demodulotor または Dem ultiplexel･を独立 

- 116-



技術報告 (特別号 1-2) 711

J _ 一_一-｣｣ I__l～ ________________________

5 4P eDhasig.F agramlocilqexeltDe
ノ
l】tao mu rB kDidemou

に点秩するための内部試験横を有 している. で,次の機能を有す.

SP0以下,本装置の主要部分についての概要を述べる. () 7 K信号の復調.7 MHzQ

4(l MJ) 1

SP

C

C

bpsPM ビデオ信号の復調 

(ウ) 差分変換 

試験用 PM 入力信号の和分変換及び Q K変 

S h iyncronzer/D dltemouaor2.

木ユニットは,IF信号 及び ビテオ信号を取扱 う部分 伺

1 1 

＼

I li ll ll ll ll ll ll
け l ＼J＼2

】｣
JIく

･｣..

㌧3＼1 ＼_ ,～' ＼/

ehasig.F 6 4P eDmo ormtupuilpexeltDe/dltuaor mu rO tF

-- 711

I

ta 



811 技術報告 (特別号 Ⅰ- 2) 

phoseDetectcr SuL' unlt 

kDiagram

(1) QPSK 信号の復調

この機能は二つに大別され,(1)同期検波方式 

entdetection)による信号の復調. 

(2) 同期検波のための搬送波の再生

(Fi

0̀

(3) 差分変換 (DiHerentialE

Coherentな PSK 回線では, 瞬時の位相はN個の位

(4相の場合はN-4)の何れかであるため,基準搬

3y)Dc

ocdltuaoeig.F 7 Dmo rBl

調. 同相]検波された PCM ビデオ信号は, リセット積分器 

d-uⅠt tnegrae( ,mp)を用いて復調 (̀1' 'の判定)後,

Ch ･oer( 波形整形され差分演算部に入力される. 

)ingdnco

に分けられる. 

)7g. 相 

g.() 同期検波 ( 7上部)7 Fi

位相変調された受信波を復調する一つの方法で,受信

送波を再生する際,その基準位相はN通 りの位相を取 り

得る.

波と同じ周波数で,固定した位相の基準搬送波を受信波 Sそこで,4相 P

に乗箭し,出力を取 り出すが,4相位相変調波であるの ス列に於て,直前のビットとの変化を 4つの位相状態に

K の場合には,送信側で PCM パ ル

00で 9 位相の異る二搬送波を各々の位相検波器に入力し

ている. て前のビットとの差を取 り,基準搬送波が 4つの状態の

対応 (和分演算) させ,受信側では復調パルス列におい

イ g搬送波の再生 (Fi･7下部) いずれを取ってもこれとは無関係に復号出来るようにし

e3

搬送波の再生方式としては,種々の方式が提案されて ている. 

.Dmu
C tosaoop,e
Pow
いる ( rL

逆変調方式を採用している.この方式は,変調された受

信信号を復調出力で更に逆方向に変調をかけることによ

sLoop寄)が,本装lr畳では
ilpexertl

Xdltuaor
e
本ユニットは,Dmo で再生された,2列 (, 

り,変調を解き,一つの位相状態の波を得るという原理 Y)のビデオ信号を入力し,そのライン同期, フレーム

ht

2(

to

に立っている.更にこの出力を Ph

l̀で smoo

) ビデオ信号の復調

L koce-ase dO -llaisc 同期を取 り,信号の分配および識別信号の付加を行ない 

ing して基準搬送波としている. g.BD/S の処理可能なフォーマット (Fi 6参照)に変換

する. 
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技術報告 (特別号 Ⅰ-2)	 119

(1) SYNCdetector 

SYNCdetectorは,SCAN 同期険出部及びマイナー

フレーム同期検出部から構成され,各々設定したコー ド

と入力を比較して同期を検出する.

ア SCAN 同期検出 

16ビットの SCAN同期 コー ド(1110010C)00011011)

を先め設定したコー ドと比較し不一致のビット数が前面

パネルで設定した許容誤 りビット数以下の時,同期確立

とみなす.

ただし,衛星か らの同期コー ドは Plembleのスター-a

ト (1または 0)に左右され, X,Y信号の 2ビット区

分がデータ区分と異なることがあるので,2通 りの検出

を行っている.

イ マイナーフレーム同期の検出

究め設定した 8ビットの同期コ- ド(11100100)と,

同期反転コー ド(00011011)で 1マイナーフレーム(128

ビット)の先頭 8ビットのマイナーフレーム同期コー ド 

(MNFS)と,65-72ビットのマイナーフレーム反転コ

ー ド師 の比較を行ない不一致のビットが前面パ

ネルで設定 した許容誤 りビット数以下の時同期の確立と

みなす. 

(2) SYNC RETAINER 

SYNC RETAINERは demulfiplexe1-の中心部であ

り,SCAN 同期が取れた後,約3,500個続くマイナーフ

レーム区間で同期を保持するために,同期外れの検出,

再同期の検出及び検定を行 うと同時に入力データを識別

するための各種タイミングパルスを発生する･

以下に機能の概略を述べる. 

7 最初 SCAN 同期を検出すると,以後約 100msec

は,データ中で誤った同期を防ぐため,同1g]コー ドを検

出しても受付けない.

ィ SAN同期後,6 S又は 1f LC 4ビット毎に MNF -NFs

コー ドが検出されれば同期は保持され,もし,同期外れ

が前面パネルで設定した連続誤 りフレーム数の 2倍以上

になった場合には,Lockの状態から SEARCH の状態

に移る.

ウ SEARCH の状態になると,許容ビット誤 り0で 

W sコー ドを捜し,検出すれば CHECK状態となる･

ェ CHECKの状態になると直ちに MNFS コー ドの

検出を行ない,許容ビット誤 り内で検出された場合にロ

ック状態となり,検出不可の場合は SEARCH状態に戻

る. 

(3) 出力/くッファー

出力バッファ-は,SYNCRE -i O K状TAITERが L C

態の時,多重変換 したデータ信号及び各種タイミング信

号をクロックに同期して S/DBに出力する･ 

これらの出力信号は次の特性を有 している. 

7 データ (DATA l～DATA 8(MSB))

ビット並列信号.ただし,可視データの場合は MSB

より順次 6本で出力.

イ データワ- ドの誠別信号 (ID l,ID 2)

ウ SCAN 同1g]信号 (SCAN SYNC DETECT)

クロック周期の 4倍の幅で,その前縁は同期フレーム

のスター ト点に一致.

ェ IR STROBE

クロック周期の倍の幅で赤外又は同期 ワー ドの中心点

に一致.

オ VISSTROVE

クロック周期の倍の幅で可視ワー ドの中心に一致.

カ BIT SYNC LOCK 

4相復調部が ビットロックするか または SYNC SE-

TAINERが LOCIく状態のとき.

キ FRAME SYNC LOCK 

SYNC RETAINERが LOCK 状態のとき. 

4.電気的特性

･入力周波数 70MHz

･入力レベル -16土 10dBm

･入力インピーダンス 75∫ユ

･帯域幅 20MHz

･変調方式 差動相位相変調

･キャリア及びビット再生時間 2･4msec以内

･キャリ7ロックレンジ 70土0.5MHz(変調時)

･キャリ7キャプチャレソ. 0 ･MH 変調時)}7土03 z(

･ビットキャプチャレ-/. 7O z 6H} ･MH 土 10 z 

(マーク率 1/4)

･ビット検出部誤 り率 SN0 27Bのとき/ -1 d̀

1×10~6以下

･スキャン同期の検出 ミス	 ビット誤 り率 1×1013

のとき
･スキャン同期の誤 り検出	 10(泊 スキャソに 10

･マイナーフレ-ム同期のロス 回以下

,
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18. 高分解能/低分解能 FAX システ ム 

18. HR/LRFAX Subsystem 

Absteract 

TheHR/ rnmiesrciesadrcresaedsrddhr. ThLRFAXtas ttr.eevr n eodr r ecie ee e

けansmittersareback up the comPutel･Subsヽ･stenl,and the reCeivel･S 1110nitol･the 

trnmitte deodt fHR/ .as dVi aao LR FAX

制御部は次の 4つのフロックで構成されている. 
1･高分解能ファックス送画装置 (IIRITX) 

(a) 操作部

1･1 日的および既要 表面パネルには,装置の逆転に必要なスイッチ･メー

本装置は,気象節足センター (MSC)内電子計.RE枝の タおよび表示ランプ等が配置され,内部にはそれらの制

障害時に電子計算段のノミック7ップとして, JMA 回線 御に必要なリレー等が収容されている. 

経由本庁へ送画するため,もしくはルーチン業務として, (b) 画信号増幅器 (PIX･TC-1)

テス トチャー トや放送スケジュール等を GMS経由中規 画信号回_TL'i･信号切替回路 ･および同期信号発生回路

模利用局 (MDUS)-高分解能ファクシミリ(HR-FAX) 等が収容されている. 

として,それぞれ送画するものである. (C) 同期周波数分周回路 (DIV･TC-2)

障害バ ックアップ時に本庁へ送画する原図は, レーザ 独立同期装置からの 27KHz基準周波数を分周して,

ビームレコーダ (L SR円形画 メインモータおよび トラ,,-スモークを駆動する信号をBR)で受画記録した,VIS I

像フィルムを写真処理システムで縮少処理した地球画像 作っている,分周回路等が収容されている. 

である. ()制御部電源 C S･ -)d (P TC5

なお,本装置は原稿の着脱以外はすべて,ファックス 制御部に必要な各種の電源が収容されている. 

コンソール (FAX-CSL)か らの ttスター ト信号日 で自 1･3 各種諸元

動送信できるように考慮されている. 本装置の各種諸元は次の通 りである. 

現在 MSCには 1台設置されている. (1) 周EEI条件および電源条件 

1･2 構 成 (a) 周囲条件

本装置は,写真読取部と制御部との 2匿体で構成され ･温 度 OoC～40oC

この 2壁体は各々の使用状態および設置場所に応 じて任 ･湿 度 40%～95% 

意の場所に設置できるよう設計され,2堤体問はケーブ (b) 電源条件

ルで接続されている. ･電 圧 ACICK)Ⅴ土 10%

(1) 写真読取部 ･周 波 数 50Hz土5% 

写真読取部は次の 3つのブロックで構成されている. (2) 寸法 ･重畳および消費電力 

(a) 上部には光学系を含む機構部がある. (a) 寸 法

(b) 左袖にはメインモータ (トランジスタモータ)増 ･制 御 部 530(W)×700(D)×1200(班)mm

幅器,および送画部花源部が収容されている. ･写真読取部 12∞(W)×814(D)×1200(H)mm 

(C) 右袖にはメイソモータ電源部,および トラバース (b) 重 畳

モータ増幅器を含む制御回路が収容されている. ･制 御 部 約 1(カkg

(2) 制御部 ･写真読取部 約 600kg

伊藤文夫 FumioITO 
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124 技術報告 

(C) 消費電力

･制 御 部 約 100VA (走査時)

･写真読取部 約 380VA (走査時) 

(3) 規格および性能 

(a) 制 御 部

･プリカーサ信号

･位相信号送出時間

･終了信号周波数

･終了信号送出時間

･出力インピーダンス

･出力 レベル 

(d) 写真読取部

18.75KHz±1% 

30sec±5%
 

450Hz土 1%
 

5sec±5% 

75fl±20%不平衡 

OV(潔)～+lV(自)

･ドラム寸法 長さ 500mlll,直径 192mnl

･送画方式 写f:l式 

･原稿寸法 602×479mm 

･有効画面寸法 580×457mm 

･ドラム回転数 400rpm 

･走査線密度 lO･42本/mm･20･S3本/mワ 
･協動係数 2000.4000 

･最高画周波数 21KHz,42KHz 

･ジ ャ ダ 30FLm 以下 

･送 りむ ら 3Fm 以下0L

･階調 32ステップ

･送画時間 約 12分,約24分 

(特別号 1-2) 

1.4 信号フォーマットお i:び画像フォ-マット 

(1) 信号フォ-マット

信号 フォーマットは (第 16章の Fig･9参照)に示す

通 りであ り,プリカーサ ･シンクパルスを含む位相信号

･画像デーjL･終了信号C '.成 される.1FiL

プリカーサは NOAA の VHRRとの共用および自動

起動 ･自動位相整合を考慮 して使用 している.また,終

了信号は WMO の提案による信号である.

なお,送画機 より送 られてくるプリカーサ信号は,独

立同期装置 (3.348MHz)か らの分周の都合で 18･60KHz

となっているが,規格を充分満足している. 

(2) 画像フォーマット 

16の Fig.8に円形画像のフォーマットを示す. グレ

ースケ-ルは32ステップであ り,アノテ-ションの内容

は観測日時 ･画の種Wi等である.

この他に画の内容としては部分円形 ･ポーラステレオ


および メルカ トール画像があるが,グレースケール ･7


ノテーショソ等の割付には変 りはない.
 

1.5 系統図および光電子増倍管と走査線密度 

(1) 系統図

本装置は, Fig.1に示すような各ユニットおよび回

路より成 り立っている. 

() 光電子増倍管 91 )および前置増幅器 P -2 (3AS (K


296)
 

Fi. ucinlBlc arm O -AX Tas ttlg 1 F ntoa okDlga fHRF rnmie･ 
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1
PowerSupply 20.8う1ine/mml
【 

1


一一一十 一一一一一一一一一一一一一一一一一｣

｣_ _ ___ ___ _ V4_BV-_ _ I _ 皇_ j ｣ 

Fi. okDiga fPoo lileg 2 Bllc arm o htmutpir

本ユニットは,送画塩 ドラムに巻き付けた送画原稿よ

りの反射光を電気信号に変換増幅するものである.

系統図は Fi･2に示すが,このユニットは写真読取g

部の移動台に設置されている.

送画原稿よりの反射光は走査線密度によって決まる一

定の大きさのアパ-チャを通って光電子増倍管に入 り光

電変換される.光jlL子増倍管の感度は送画部電源の高EE

電源電圧を調整 して行ない,前置増幅器の出力電圧を加

減している.

前置増幅器は差動増幅器 2段の縦続接続により椛成さ

れた直流増幅器で,光電子増倍管により得られた出力電

圧を原稿の白の時は 1.5V黒の時は 0.5V の電正にな

るように変換する.

この出力電圧は,エキサイタランプ光量の変動 ･原稿

の白地の変動 ･光電子増倍管の ドリフト･高圧電源の変

動等により変化する.特にエキサイタランプは電源投入

後約30分間は ドリフトが大きいので注意が必要である.

従って前置増幅器の出力電圧は,写真読取部振作パネル

に設置してあるメ-タ (PT･VOLT)により常時監視す

る必要がある.このメータの指示は,原稿の白の時は, 

"黒の時は BLACttWHITE tt K"を指示するように,光

電子増倍管に加える高圧電源電圧を写真読取部左袖に設

置してある -700V ADJ.ポリウムにより調整してあ

る. 

() 走査線密度3


制御部操作パネル側面 (カバ-秤)に設置 してあ る 

LINE DENSITY (20.831pm/10.421pm)切替スイッチ

は,通常 10･421pm に設定してある.しかし,特に高密

度の走査を必要とする場合は,この切替スイッチを操作

することにより,光学系の7パ-チャ (スリット)と移

動台の走査速度の切 り替えが可能である. 

2.高分解能7ァ ックス受画装置 (IIR-RX) 

2.1 日的および概要

本葉1p己は,MSC内の電子計袋厳により作 成 され る 

HR-FAX画信号,あるいは電子計算機の陀苫時に HRI 

TXより送出される画信号を,フィルムに画像として再

現するためのものであり,GMS回線 ･JMA回線および

自局回線のモニタおよび記環床存用に使用する.

また,本巻笠置は特に高密度記録を行なうため光源とし

てレーザ管 (He-Ne)を使用し,また,走査線密度も切

り替えることが可能であるが通常 は 104 iemm で.21n/

運用している.

さらに, トラバ-スの反転故能を持っていて ｢REV/ 

NORM｣切替スイッチの操作のみで,NORMAL (左か

ら右へ) 走査から REVERSE (右から左-)走査に切

り替えることができる. MSCにおいては写真処理シス

テムとの関連で REVERSE走査で運用している.

現在 MSCには 3台の安西装置があ り,FAX-CSLで

の選択により自由に記録モニタができる.また,フィル

ムの着脱以外はすべて,FAX-CSLからの信号で自動起

動し受画できる. 

2.2 構成

本装置は,写真記録部と制御部との 2定休で構成され

写真記録部は相室に,また,制御部は胞室に隣接する明

宝 (操作室)にそれぞれ設荘し,暗室の外部から操作で

きるように設計され,2置体間はケーブルで接続されて

いる. 

(1) 写真記録部

写真記録部は次の 3つのブロックから構成され てい

る. 

(a) 上部には光学系およびレーザ変調部を含む俊桃部

がある. 

(b) 左袖にはメインモータ (トランジスタモータ)増

幅器,および受画部電源部が収容されている. 

(C) 右袖にはメインモ-タ電源部,および トラバース 
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技術報告 (特別号 1-2)	 127 

モータ増幅器を含む制御回路が収容されている. 

(2) 制御部


制御部は次の 6つのブロックで構成されている.
 

(a) 操作部

表面パネルには,装置の運転に必要なスイッチ ･メー

タおよび表示ランプ等が配置され,内部にはそれ らの制

御に必要なリレー等が収容されている, 

(b) 画信号増幅器 (PIX･RC-1)

対数回路 ･画信号増幅回路 ･補正回路等の増幅器によ

って桃成されている. 

(C) 自動起動停止回路 (ASS･RC-2)

制御信号抜出回路 ･自動起動回路 ･同期tL,号発生回路-一

等によって打.lL成されている. 

(d) 日FJ位相整合回路 (APC･RC-3)

メインIt一夕用および トラバースモ-タ用駆動信号分

周回路と,自動佐和整合回路等によって,桝成されてい

る. 

(e) 疑似信号発生回路 (TEST SIG.GEN.RC-4)

この TEST SIG･GEN･より出力される信号を画信号

増幅回路 (PIX AMP･PK-847)に入力すると,階調ま

たは白黒交互パターンを連続で記録できる. 

(∫) 制御部電源部 (CPS･RC-5)


制御部に必要な各種の電源が収容されている.
 

2･3 各種詰元


本装置の各後詰元は次の通 りである.
 

(l) 周囲条件および電源粂作

･周囲粂件 HR-TXに同じ

･電源条件 HR-TXに同じ
 

(2 l丑および消費電力
) 寸法･ii

(1 法
<) 寸

･制 御 部	 HR-TX制御部に同じ

･写賃記籍部	 HR-TX写J:f読取部に同じ 

(d) 塁 ilTIt

･制 御 部	 約 100kg

･写茄記,l部	 約 500kP7 g
 

(C lLL
) 消費'i力

･制 御 部	 約 130VA (走査時)

･写丈記F?	 約 40 走査時).部 6VA (

(3) 規格および性能 

(a) 制 御 部

･位相空合時間	 20sec以内

･位 相 誤 差	 土1.5msec以内

･同	 期 方 式 独立同期方式および伝送同期方

式

･入 力 レベ ル	 OV(黒)～+lV(白) 

･入力ィ./ピーダンス 75fl±20%不平衡

(a) 写真記録部

写真記録部の規格および性能は次のものを除き 

HR-TX の写真読取部に程んど同じである.

･最高画周故数 21KHz,35KHz

･光 源 レーザ管 (lie-Ne) 

2･4 系 統 図 

HR-	 g 3に示すようなFAX受画装置の系統図は,Fi.

各ユニットおよび回路より成 り立っているが,送画装置

に比較するとかなり役雑な回路構成となっている. 

2･5 HR-FAX受画装置のレーザ変調方式 

(1) 概 要 

HR-FAX 受由装置の最大の特長は,レーザ管を直接

変調して高密度記録を行なっていることで,これは光学

系として写真記録部の移動台に設置されている.

このレーザ管は,米国 HUGHES社製の-リウムネオ

ンガスレーザ管 (e.u -engslsrtb,37H lSm no a ae ue 11 

H-1)で,出力は 700〃W である.

また,このレーザ管は一般に市販されているレーザ管

と異なり,出力光の消光比を大きく,かつ リニアプルレ

ンジを広くとれるように設計製作されている. 

(2) レーザ変調ユニット駆動回路およびレーザ7ラー

ム検出回路 (PK-e52) 

(a) 駆動回汚

この回路は レーザluFyを粒度変調させるために必要な電

力を作 り出すところである. 

(b) アラーム検出回路

この回路は レーザ管の出力が低下した り点灯不良にな

った場合に,その状態をレーザユニット内にあるホ トセ

ルで検出し,増灯された後 レーザそこク回路に出力し,

常時メータにより監視すると共に警報として外部に知ら

せるのである.

なお, L,-ザ出力は,黒 レベル入力時に 15-20FLW ･

自レベル入力時に 700FW になるように,/イアス調整L く

用および利得調濫用のポリウムにより調盤 している.即

ち,レーザ管は放電維持電流が常時流れているので,無

入力信号でも消灯せず,数FWの光量が出力されている,L

(3) レーザ変調回路 

Fig･4は HR-FAX安画装置に採用している,直接

変調方式の原理図である.

このレーザ変調回鰍ま,芯気信号の強弱を直接 レーザ

管の陰極に加えフィルムの'LC;光に必要な光の強弱 ･即ち

粒度変調を行なうもので,次の 5つのユニットから構成

され 一個のケース内に収納されている.

･レーザ管

･高LE整流回路

I 存･レーザFtTLL流制御回g
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Ballastresistor 

Fi. eF nu na hoyo ASR DietMouaing 4 Th udmetlter fL E rc dlto

･安定化用フィー ド/:ック回路

･信号制御回路 

2･6 FAX システム関連横器 

FAXシステムを正常運用するためには, 僅々の機器

が正常に作動 していなければその際能を充分発揮するこ

とができない.以下にその関連機器の一部について概要

を述べる.(含む LRおよび WMO) 

(1) D/A コンバータ

本装置は MSC内電子計算機システムの一部で,HR-

FAX用としては 4台 (GMS回線 ･JMA回線 ･自局回

線 ･予備),LR-FAX 用としては 2台 (GMS回線 ･予

備)が設置されている.

動作は,内蔵 している発振器か らのタイ ミングにより

電子計算機か ら引き出された 6ビット並列の各種画像デ 

-タをアナログベースバンド信号に変換 し, FAX-CSL

に出力する.

なお,制御信号は電子計37:機のソフトで作られ,画信

号とは別のケーブルで FAX-CSLに出力している.

規格性能は次の通 りである.

･タイミング安定度 1×10~8/分以下

･遅延時間 o･5fLSeC以下 (HR) 

1〃sec以下 (LR)

･出力竃EE OV(黒)～+1V(自)

･出力変動分 0.5% 以下

･出力インピーダンス 75fl±20%不平衡

･S/N比 40dB以上 

(2) ファックスコンソール (FAX-CSL)

本装置は MSC内通信宝に設置し,MSC内電子計算

機か らの HRIFAX信号および LRIFAX信号を GMS

回線 ･JMA 回線 ･もしくは自局回線等へ切 り替え,ま

たTE子計算機障害時のバ ック7ップである HRIFAX送

画較もしくは LR-FAX送画磯か らの信号の切 り替えま

たは選択出力,およびこれ らの各種信号の レベルチェッ

ク･波形監視 ･スケジュールチェック･D/Aコソ,I-メ

を含む各装置の状態表示や -/ラーム監視 ･WMO-FAX

関係信号 L, -; Jベルおよび践2状態表示 ･MA回 線用 FM 

MODULATOR周波数偏移の監視 ･ダイヤル付もしく

は直通電話器またはイソタ-ホンによる各部所との連絡

等々,あらゆる操作および監視業務が効率的且つ迅速に

行なえるよう設計製作され,必要な測定器も随所に収納

されている.

構成は,操作パネル ･表示パネル ･表示部 ･信号増幅

部 ･アラ-ム部 ･信号制御部 ･電源部 ･JACK 盤 ･FM 

MODULATOR部 ･独立同期装置部より成 り,主な規格

性能は次の通 りである.

･入出力インピーダンス 

HR,LR信号 75fl±20% 不平衡 

WMO信号 600fl±20.% 平衡 

･入出力レベル 

HR,LR信号 oV(男)～+1V(自) 

シニ/クロパルス lVo_p 

WMO信号 0- -20dBm 

JMA･FM信号 OdBm

･S/N比 

･各増幅器 レベル変動幅 

･各増幅器周波数特性 

/15dB以上,各回線共通

lV±5% (30分間) 

OdBm±5% (30分間)

HR信号用増幅芹. 0 0 z d7 -3KH ±1B以内 

LR信号用増幅買3 0-4KHz±1dB以内 

WMO信号用増幅･;' H～ 400 z d護 300 z 3 H ±3B以内 

(3) FM MODULATOR (FM-MOD)

本装置は MSC内の FAX-CSL内に実装 し,JMA 回

線に付加した FM変調ユニットで対本庁向の副搬送波を

発生し,FDM マイクp搬送端局 (伝送第二課現業宝に 
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技術報告 (特別号 l-2)	 129

設置)に出力するものである.	 いる.

副搬送波周滋数および 周波数幅抄は FAX-CSLに付 主な規格性能は次の通 り


属の周波数カウンタにて常時監視 している.また TEST ･フィルムサイズ 24インチ (610mm)以下


回路が内蔵 されてお り変調器の保守および点険が容易で ･処 理 時 分 5分～10分50秒

あるよう設計されている. ･必 要 水 量 10l-,121/分


主な規格性能は次の通 りである. ･電 源 AC単相 200V,30A,50/60Hz
 
･周波数偏移	 376KHz土29KHz
 

(OV:405KHz,+lV:347KHz)
3･低分解能フ ァ ックス送画装置 (LR-TX)
 

･出力 レベル	 OB .d m ･ 日的および概要d m土05B	 31

V( ～+l 白)	 L-チソ業務 として,テス トチャー トや放･入力 レベル	 O 黒 ) V( 本装置は, /,

･入出力イソビーダソス 75∫l土20%不平衡 送スケジュール等を GMS経由小規模利用局 (SDUS)へ

･変調特性 直線 ･偏蔓 土5% 送画するために 使 用 し, 低分解能 ファクシミリ (LR-

･;ほ域 フィルタ特性 2KH～46 z d 以内 AX)として送画するものである.:･	 36 z 2KH 土3B F

(4) 独立同期装置	 (独同) なお,本装置は ドラムの着脱以外はすべて,FAXICSL

本装置は MSC内の FAX-CSL内に正 ･副2台設置 か らの ttスター ト信号 "で自動送信できるよう考慮 され

されてお り,一つの水晶発振器源 (3.318MHz)を分周 ている.

して,27 zおよび 86KH 現在 Cには 1台設置されている.KH 110 zを得必要な磁器に供給 MS


するものである. 3･2 構成


27KHzは HR一送画桟 ･HR-受画駿に供給 し,メイン 本装置は,措1結節および棚 石部か ら構成 されてお り,

モータおよび トラ/I-スモニタの駆動源として利用 して 機械部 ･増幅部共すべてが 1匿体に収容されている.

いる.他方 1･0 z( 1.5 z %)は - 匿体操部のカバーは悦単に取 りはずすことができ,カ86KH 公称 37KH 土 1 HR

送画鰍 こ眺給 し,プリカーサ信号として利用 している. バーを取 りはずすことにより内部を点険できる構造とな

なお,27KHzは分岐増幅器により分岐 され,HR-逮 っている.

･Fj('酌鮫を 6台迄駆動可能となってお り,また,FAX- また,各部:ミコネクタによって接託 され,保守点検が

CSLのデジタル時計用駆動源としても使用 している. 容易にできる. 

主な規格性能は次の通 り. (1) 俊鵬部

7 校椛部は次の 2つのブロックか らEII

転後の偏差 ･光学移動台

･安定度 0-土1×10~,24時間連続運	 .-J成されている.

･温度変動 ±2×1~	 光rE子y.l管 ･7パーチャ ･1三0 7以内	 TT Yll雷 J光 レンズおよび前置増

･出力周波数 2KH および 1.0 z7 z 86KH

=- - 7∫ 0	 ･L光正だ; 3J･出力イ1/t. メ/ス 5l±2% 不平衝 I. ･Tr走査部

･出力 レベル +5B r･	 主走査 暁 (トラバース)モーd m ql大	 (メイン)モータ,忘 立

メd m～+5B ,追尾モータおよび,同姓l


1dBステップ各 6出力共通 る.
 

(5 -i1 自説r () 増幅部


･出力 レベル可妻祐四 一5B d m,	 r信号増幅器等か ら成ってい

) 自動3ll'校 ( 芸) 2

本柴野は HR-AX安西装u L1己 増幅部は次の 3つのブロックか ら言指紋されている.F 7-'..授受画 したフィルム

を本校に挿入するだけで,現像 ･定着 ･水洗 ･乾燥を自 ･操作部

動的に行ない,写真処理 システムの原画 として利用でき 本望IヒEの運転に必要なスイッチ,メータおよび表示 ラ

るよう完全な写Jjj:フィルムに仕上!ずる,達S抗:石門のフィ ソプ等か ら成っている.

ルム現は!芸である. ･(?一 u;..号制御;7


･ Wl造 となってはいるものの,L窒I' 諜報信号回田およびタイマ回路等か ら成 っている.

JTとに大きく分J,することができる.暗室訊 こ伝送第 ･ 'm.;

紙 Ziは一 l-j	 P7 3と明宝 

h; l1 - 電探制 f 7

課の浩- ( -AX受画室)に, 明宝配 ま解析課写真 u: 3fT: Ti室 HRF 各iTに必要な11J7の7顎が収容されている. 

班の写丁を i左にそれぞれ設置 している. ･ ..元作XI 33 各柾 ll7


現在 2JLTのJJ与圧が設置されているが,常時安定 した濃 本装置の各種諸元は次の迫 りである.
 

ができるよう,その.･ ) 信田糸作および電源条件
度で現像仕上げ' hnt度管理を実行 して (1
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(a) 周閃条件 独立同期

･温 度 OJC～40oC ･伝送時間 約 3.5分

･湿 度 40%-.5% ･送画方式9 自動または手動 

(b) 電源条件 ･階 調 116ステップ 

･電 圧 ACIOOV土 10% ･制御信号

･周 波 数 50Hz±5% 起動信号 300Hz±1%,3秒土5%
 

(2) 寸法 ･重量および消費電力 位相信号 95%自レベル5%黒 レベル,5秒土5%
 

･寸 法 ( 0( (imm 40 z % ,5秒土5
800W)×65D)×300I) 終了信号 5H 土1 %およひ

･重 量 約 80kg 黒 レベル10秒以上

･消 費 電 力 約 300VA (走査時) ･シ ャ ダ 6Fm 以下0L

(3) 規格および性能 3･4 信号フォ-マットおよび画像フォーマット 

･ドラム寸法 長さ270mm,直径70mm (1) 信号フォ-マット

･原稿寸法 220×220mm 信号フォーマットは (第 16章の Fig･11参照)に示

･有効画面寸法 209×209m111 す通 りであ り,起動信号 ･位相信号 ･画像データ ･終了

･協動係数 263 信号で構成され, SMS･METEOSAT との共用性を持

･ドラム回転数 240rpT1 たせたものであ り,穿 WMO の提案のものでl て了信号は 

･走査線密度 3･83･/m111 ある. 

15 L -AXは円形画像を 7分割 した ものを･走査方式 円[.回転売査方式 RF 1ソリーズ

.8
･最高画周波数 16KHz として伝送するが , シリーズの任意の画像を選択可能 と

･出力信号形式 アナログベースバ ノト するため, 1枚 ごとに起動 ･位相および終了信号等の制

･出力イソピーク /ス 75fl土20%不平批 御信号を伝送 し,これにより受画装置の自動動作が可能

･出力 レベル OV(果)～+lV(白) となっている.終了信号の後は黒 レベルが45秒続 くが, 

I L - -1 !, 1I-

替鞄 日11 1

-1＼ ＼_ l
 
I
 

_ハ ーいIi
 

Fi. ucinlBlc a1a fL -AXTrnmièg 5 F ntDa okDig-m O RF as ttl
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この時問は利用局で写真受画を行なう場合,フィルムの

交換に用いられる. 

(2) 画像フォ-マット


員'r6 i.0に L -,1茸の Fg 1 RFAX西牧フォーマットを

示す.グレースケールは16ステップであ り,アノテーシ

ョソの内容は訊測 L1時 ･画の種類等である. 

3.5 系統図 ･光'正子増倍管および水晶発振器 

(1) 系統図

本装置は, Fi15に示すような各ユニットおよび回g

路より成 り立っている. 

(2) 光電子増倍管および前置増幅器

本ユニットは移動台に設置され.光源としてエキサイ

タランプ (10V,1A)を使用 し,送画鮫 ドラムに巻き付

けた送画原稿よりの反射光を電気信号に変換増幅するも

のである.

すなわち,光電了I11J ( M･ ,3AS)によってY倍管 P･ T 91


fE気l_; 二号は,前置
l E号に変換 された高イソピーダ/スのイ-

増幅㍑き(PREAMP,PK-S54)によって低イソピーダソ

スの信号に,インピーダンス変換 して出力するものであ

る. 

(3) 水晶発振器

この発揮器の出力は,信号制御盤タイマ (I)回路図 

(PIく-858)に送出され,種々分周され各タイマおよび各

モータ駆動用の同期信号 (独立同期方式を採用) として

利用 している.

発振周波数は 7.2KHzであ ･),また胴波数百雷度は ± 

1×10~6 である. 

4.億分解能 7 ァ ･yクス受画装置 (LR-RX) 

4.1 写真記録式 (LR-RX写デモ式) 

4.I.I E川IJおよび概要

木地矧 ま, MSC内の電子言描鰍 こよ E)作収甜 言され

る LR-FAX画信号, あるいは LR-TX より送出され

るテス トチ7- トや放送スケンユ-ルを,印画紙に写真

として再現するためのものであ り,FAX-CSLで GMS

回経か ら信IPを分岐 し,写真モニタを行ない階調特性の,


チェックに使用するものである.


本紫正の長大の特長は,FAX-CSLか らの信号により

自動起動 し,印画状の巻き付け動作および巻き外 し動作

は勿;.',その他の事項 もすべて自動で動作し,受画終了lE

で巻き外された印画萩は,現像鑑に入 り約20秒で現像お

よび安定化されて出てくることである･

現在 MSCにはこの受画装置が 1台設置されてお り, 

7分割画像を COPY SELECTスイッチにより自由に選

択受画 している. 

4.1.2 構成 

本装置は,故鵬部および増幅部か ら構成されてお り,

機構部 ･増幅部共すべてが 1琶体に収容されている.故

紙部のカノニーは簡単に開けることができ,また現像機 も

簡単に引き出すことができ,内部を点検することができ

る構造となっている.

また,各部はコネクタによって接続 され,保守点検が

容易にできる. 

(1) 故紙部

抜他部は次の 4つのブロックか ら構成されている.

･TiR政部

現像鮫 ･ヒータおよびサー ミスタ等か ら成る.

･カッタ部

印画紙切斬カッタ･印画紙くり出しローラおよびクラ

ッチ等か ら成る.

･トラム部

ドラム ･主:a タ ･復帰モークおよび印画紙巻f機･ij- J t'

等か ら成る.

･移動台

グロー放道管 ･プリズム ･アバーチャおよびLE_光 レソ

ズ等か ら成る. 

(2 ･..暗部) lY'

増結講は次の 5つのフロックから鵬成 されている.

･技作部

装置の運転に必要なスイッチ ･メータおよひよ示 ラン

フ~等か ら成る.

･酎 三号増幅部 (PIX)

入力lEJ - 納正回路ぶよびグi号増幅回路 ･印画紙のガ /マ
ローC,,ii助匝iE石綿か ら成る.

･lT]y AP)Lr C-淵;(

位相盟合田指およびモータ増幅回路等か ら成る.

･L紬帽;i

本生別IEを逆転させるすべての制御回路か ら成る.

･塩原部

各部に必gi: ft iiされている.TなIE源が収

4･･ E旺諸元13 1r

本装置の各便諸元は次の通 りである. 

(1) J現出ゑ件および電流粂件

･局Eu= LRTXに同 じi''件 -

･iii新見件 LR-TXに同 じ 

(2) 寸法 ･歪品および消費電力

･寸 法 810(tJV)×680(D)×1382(H)mm

･重 丑 約 280kg

･消班'rJ力 約 260VA,(ヒ-タOFF時)

約 460VA,(ヒータ ON時) 

(3) 規格および性能

規格および性能は次のものを除き LR-TXに同 じであ 

- 131-



132 技術報告 (特別号 1-2)

1＼l-1T Lい tl 

Fi･6 L -AXRcre Pootp)BokDig･Tg RF eodr(ht-ye lc alall

る.

･記S,詩方式 写真記録

･印画紙寸は 225×220mm

･記矧時間 約 3･5分 ×7枚

･送 りむら 濃度 1.0-1.5で目立たぬこと

･位相整合 ±3mm 以内 (自動) 

4.1.4 系統図 

LRR 写真式)の系統図はFg6に示すような各-X ( i.

ユニットおよび回路より成 り立っている. 

4･1･5 LR-RX (写真式)の特赦

本装置には次に述べるようないくつかの特徴がある. 

(1) 光学系

グロー放電管 ( o ue iGlw tb)･レンズ7,-チャお よ

びプリズム等から成 り,移動台に設置されている.

先ずグロー駆動回路 (PK 7S = JG等-4)により,クr-1k

を輝度変調させるために必要な電力まて画信号-と増幅すJ

る.この信号をグロー放電管に加えると,クp-放電管

は画信号により明滅し,光は レンズにより集光され印画

紙に到達し,LRF 'i-AX画lltとして再現される.入力レ

ベル対グロー電流はある範囲ではかなり直線性がよいの

で,この部分を使用することにより良好な結果を得るこ

とができ,本装置においては16ステップもの階調を再現

することができる. 

(2) ドラム性柿

木 ドラム機借は従末の トラム機f経と異なり,印画紙の

着脱等すべてが自動ri勺に行なわかるため,か fi:I)i;描とな

構造となっている.

そのlT1l作も複雑であるがこく簡単に述べると,先ずベ-r/

ーパタラ/プが印画紙の一端をくわえ, トラムに手前回

転の動きを与えると,ベーパタイトシャフトが ドラム外

周面に密着して印画紙を トラムに巻き付ける働 きをす

る. 1回転するとベーパタイ トシャフトはそのまま印画

紙の他端を押え, トラムに印画紙を完全に巻き付けた状

態になる.

この後 ドラムは位相整 合-走査-,巻き外 し (移動台の

復帰動作と平行して動作)-現像処理一次の印画紙巻き

付けの待任というシーケンスが繰 り返される.

この機鰍 三,本受画装置の最大の特長てある. 

(3)現性旗 (CD230M)

本校は LR-RX (写真式)によって記録された印内訳

の潜像を,迅達現像および安定化処理を行なうものであ

り,特長としては,格調の斬ったプリントが安定 して得

られ,処理ムラ･渋皮ムラが発生せず,また写真処矧 ′こ

よって減少した液量を逐次補充できるよう設計製作され 
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ている.


主な規格性能は次の通 りである.


･最大処理幅 300mm

･処理速度 21mm/see(50Hz地区)

･処理..:t 現像液 26,安定液 2.7,畳 l lx .

･電 源 ACIOOV,2.2A,50//60Hz
 

4･ (RRXr't
2 静電記算式 L - F･ll電式) 

4.2･1 日的および概要

本装位の目的は,先に説明した写真式のものにほぼ同

じではあるが,写真式は 7分割画像を選択受画 して階調

特性のチニックに使用 しているのとは異な り,静電式は 

7分割由牧やその他のテス トチ十一 トや放送スケジュー

ルもすべて1 幽 し,連続 して監視および送画状態をモニ

タするものてある.

特長は従来の rIIij電記録方式に比較 して,中間調をかな

り再現 した画像記穀を得ることができることである.

現在 MSCにはこの安画装置か1台設置されている. 

4.2･2 構成

木与5T: ,1Lよ,機陰部および増幅部か ら構成されてお り 

これ らを同一監体内に収容 した卓上形の受画 装 置 で あ

る. 

(1) 機構部

横柄部は次の 3つのフロックか ら構成されている.

･主走査部

主走査モータおよび記銀ベル ト(3本針)等か ら成る.

･副走査部

記録紙を完行する副走ir3:-タおよひ繰 り出しローラ.'

等か ら成る.

･現像都


税はモータおよびマグネットローラ等か ら成る.
 

(2) 増幅部

増幅取 三次の 5つのフロックか ら桃成されている.

･操作部

装置の運転こ必要なスイッチおよび表示ランプか ら成

る.

･画忘ち櫛 三および制御部

補正回L,'t.らなる脚 荷回路と本装置を制御信号により'/f･

制御動作するE]路等か ら成る.

･同期吉;


主 ･副走去モータを駆動する相幅回路か ら成る･


･記托･ffIjlJOHJニ

増幅された信号を記録電圧まで榊 高する増幅回路か ら

成る.

･電源 (.pl;

各部に必要な電源が収容されている. 

4.2.3 名･竜諸元 

本装置の各種諸元は次の通 りである. 

(i r) 周囲条件およびFE源条件

･周囲条件 LR-TX に同 じ

･電源条件 LR-TX に同 じ 

(2) 寸法 ･重量および消費電力

･寸 法 570(W)×430(D)×260(fl)mm

･重 量 約 40kg

･消費電力 約 250VA (走査時) 

(3) 規格および性能

規格および性能は次のものを除き LR-TX もしくは, 

LR-RX (写真式)に同 じである.

･記録方式 静電記録

･走査方式 3本針ベル ト式平面走査

･階調再現性 8ステップ

･シ ャ タ 5.m 以下0u

･くり出し方式 遊説 

4.2.4 系統図 

LRRX ( g 7に示すような- 静電式)の系統図は,Fi.

各ユニットおよび回路より成 T)立っている. 

4･2･5 本受画装置の階調再現方式

本受画装置は次に述べる方法により階調を再現 してい

る. 

(1) パルス幅変調回路 (PULS-MOD,DT-892)およ

び記録増幅回路 (R-OUT,DT-1069)

増幅補正されたアナログ信号は本/ミルス幅変調回路に

印加され,三角波発生回路より発生した三角波信号に重

畳 し合成増幅 して,コソ/くレーク回路により惜調に応 じ

た/くルス幅に変換され,記銘増幅回路に供給する.また

本回路には記皇矧 .に常時印加する/ミイアス電圧の発振回

紘 (モノステープル回路, 発振周波数は約 30kHz)が

あ り記録増幅回路に供給 している.

パルス幅変調された画信号とノミイアス用の電圧は,記

録増幅回路 (電力酬 苗用混成集積回路)で増幅され昇圧

トラ/スの一次側に供給 している.

昇圧されたfc1号は,ツェナ-ダイオー ト等により白の=-

時約 十3OOV～-600V,票の時 +700V～ -200V の記

録電圧として,記録針に供給する.

すなわち,パルス幅変調方式は原稿の <.白か照が 'も

しくは中間調を/ミルス幅に変換 し,記録画像の濃淡をパ

ルス幅に比例 した tt-FI ,,T."の面前として表すものであ り 

この方式により本受画巌においては 8ステップもの階調

を再現することができる. 

(2) 本実画装置の静電記録方式

一般に静電記録とは,何らかの方法でtJl笹沼政を絶縁r,

性の層の上につくり,これを着色した微粉末を用いて現

像 し,可視記録を得る方式をいう. 

- 133-



--

技術報告 (特別号 Ⅰ-2) 

r 

4 

ト 1-

Ll 
l':

R■■■

＼f 

i均 

L 一

lL.
J 

TILl

･Tl~ 一

Lr

C

llH

｢ 画 工- Y-ド轟# - ■ ■~
1-

i+

13

､∴･ 

『 

'〉 
干缶 ㍍⊂ 塁 聖 上 -

PL管_ ＼ 

∴ ∴一概 ＼】H(Il - 軌 ､ 
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は本装置の記録力法 ,静電記録紙上に記3針を用いて

drec

'貢;

F-

ig

F .7 LR AXR o g

直接荷'Eさせて静電潜像をつくり,現l定着して永久記

館をつくっている. 昭和52年4月から運用に供してい る LiR-RX は,内

tp

rocr(Xe tyraph- ocpe)BlkDlga lnI~a

5.HR-RXおよび LR-RX (写真式)の改造 

5.1 HR-RX光学系の改造

i;..i7:7ベル ト上の 3本のこjすなわち,同期回転する記3･ 己謀計 那 (直接)変調方式 (第18章の 2.5参,)を採用してい

Jr菜,,に受信出力電圧を印加して記P紙を走査し御 潜像をつ

くり現役に巡む.現像方法は現像剤に出 分とトナーを使 取得するため, レーザ管の光量は変えず光の偏光角を変

たが, レーザ変調方式の技術革進と更に安定した画像を

lk.月jL,磁気ブラシ法により記i 

Tt

紙上の遇像に トナーを附

着させ可視像を作 り定着に遺む.定着方法は静'LL溜像上

に附着した トナ-を定着用ヒータ (表面温虻約 1 の

化させてフィルムを露光する,外部変調方式 (サンプリ 

J:I/グホール ドフィー トバック方式に改造を行fったo

また. レーザ管は lU S社の製 品 か ら国産 のiGHECo40

板状 ヒータ)により加熱融著させて永久記録として再現 NEC社の製品 (GLC5 ii,320)に変え,(格 ･寿命 ･安定

している. 度それに保守の即応性の改善を計 り,昭和55年 3月から

IEなお,静芯 JB像は記録計への印加r圧が +7OOVの時 運用している｡ 

に○帯電物質の トナーが附着してできる.この トナーは 52 L - 写真式)C YS L C :協 の改造. RRX ( OP E E Ti･

記録画面の黒面前に比例して徐々に減少するので,消費

量に応 じた補給が必要である. 

F-LR AXは従来 7分割画像として出力されていたが, 

lMOS計画の一環として 8分割 (H画像追加)に変更す

を行なった｡ 

･.

34

るため,これに対応し昭和55年 3月選択真向い朋 の改造
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概 要

それぞれに次の制御を行なう (Fi 2参照) 

qr星センタ)からの信号を入力させるため,
1.

. 

S気象衛星セソタでは,地方気負官署や船舶などの,千 (1) ADES メッセージ回線

定められたホ-マットによる 5 PB0 Sテ～クプリ-/タ報,邪析作業の精度高上を削 勺とした雲解 TT団を 1日 4

臥 ルーチン作業として作成 している. SS回線で,送画の意志を ADESに指示 した (), ADES

雲解析図は,静止気象衛星 (ひまわ ())によって捉酸 入出力条件を送画仙 こ伝える回報である. 

さdt ,! ill王弧 衛星センタには出力条件 (放送)は伝送されなた画像を,街星センタ独自の各値画(''処理を行なっ

て得た精fiのl..j い.E ･Irい気象データを図面に表現したものであ

る.

Iノ､気負,'B星センタにおける Wllr O標準規格 FÅⅩシステ

S苛順 打線S2() ADE

直読制御可視で,ADESSの入力回路か空いた時点で,

ムは,雲解析図を地方気象官署や船舶などに提供する手 相手画放回線を入刀回路に接続 したのち,千･j手送両横に

段 と して, 気象庁が実施 して い る気象無捺し1写う g汝の起励確認, .5 包報 起動を描けた り,相手送Lil 述 乱 写了二7-の

(JMH)に参加する設備である. 確認を行なう回線である. 

(3) 画像LT送回綻
2.伝送方式 

画 lLJ号をlfg' i送する田憲である. 

J

矢 3気象庁,東京航空地方 J'染衛星七ソクの か所に Bli,ADESS気象庁の場合は と無恥 

･2

AD-(

g.MH放送は,Fi 2 伝送回線の規格

は 台,jt L謡は,同一庁舎

1の拓玉設指系&Lこ示すようこ,

送画装置を置き,気蓑庁の54 '7 自動編i装置は 1骨卜 ll 内のため,伝送回線は他l勺ケーブル等で接続 しているが

ノ

2

3

(

(

3

tyseinhtcninti

ku

ta
i
t
tuo
S A,
ES macD aEd gadswi gS m)


に伝送 し,画信号を ADESSに蓄7'ノ を構成 している.
1= たのち,放送スケ

ージュルに従って,自動的に有無線の放送回軌 こ向けて (1) ノノセージ回訟 

) 制御 線

) 西牧線 

･気象衛星センターの設備

Ki oT

兼航とft:iJLLセンタは,電々公社回線を専m して,各回線

出力される. A11規格 0

(

5

6単位和放文テレタイプ) 

BPS符号線 

ADESSが,画信号を蓄積する方法は∴ 三成lL:か ら入

力する,FM 変調されたアナログ信号をデンタル 2値に

0"変換 して (
 

由して行なう模写放送は,白黒 2階調の出力で,中間調


∴ tl"白黒)蓄積するため,ADESS を径 ト 1規格 PB95 S符号級 (直流制御) 

の画像は,伝送できない. 1-D 規格 j･3 KHz帯域拙 (画像伝送) 
21. ADESS入力制御 

3,ADESS は,画像入力回路が 1回路で か所 (本庁,

辻 喜久男 IJUs
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⊥ ■ ＼H T川e

Fi. MHFci l asnsso ytm lSg 3 J asmieTrnliinSse (lC)

衛星七 ソタの,WMO規格 FAX設脚 Lrr3同のと
i 右,

ま ,iif
項 目 規 '

お りである. 
送画餅稿の大 き J47mmx7rm3,1 77ツクスコンソール (FAX-CSL) さ 6 50n


~宥動画面の大 き 5 2111l 3.mm
衛星七 ソクで取扱 う,すべての ファックスシステムの ･キ 47. nX55 8

監視,制欝 =平を行な う中で,Wl1-AXの場合は,逮,
走 査 回 転 数 110p 61p^ ′0F 2rm. 0'm 切替式

受画横 の丁ここ動状態を ランプ蓑示するほか,逮,受信増幅

器を内蔵 し,FJ内設 (:i 7分: ;
走 査 線 の 密度 ,3.791/mm･1･89L/mm 切皆式

て'と咋用誰のi] チ,切 Hえ機能を

7又協動係数56有 している. は 288


芯 々' 亘線の電気的規格は,専用.;'附技術基準に規 同 期 方 式 1水L鋸別間こよる独立同期方式公社LⅠ i:L

定 されているので,令 /<その説相に準捜 して,設計,敬

作 されている, 
最高 画 周 波 葛1810Hz(120rpml3･791/mm)数

(1) A-1規格E･j紋の場合
送
径

信 ト ラムの直‖ 
l

152｡､m


線路;j･rJT,t. (V以下送.i' 送
さ
信

ラムのIl 8mm 走査有効先
i,.rま,対地芯圧 DC5 L芯淀は, '.51
iii j j f

複流 20nlA土 3mA 以下である. 
走 査 方 式 円に7宜 転光学系平行移動方式

(2 - ( /I全) D 1規格回線 FM 変調方式)の5:.


線指,送I三 5b ),且つ Ob以
変 調 方 式 周波数 変調 (FM)方式
 

,_日,ベルは ,-1d +Lであ ･ d

下 となっている. 1900Hz土 40〔汁Iz

三,送信J訂に おける実 1II1Jj
信 号 周 披 放 iFも15OOHz 白 2300Hz

ただ しLくつ億: t. ..3Prの経路損失

値 である. 協 56 -. 黒信号 0H動操設挟択后 7の1ど台 30 z断続
号 28Sの似合

,
黒信号 675Hz断続

3･2 送画位
黙信号 i5H

画信号を送 出するもので,その説指は,次のとお りで
停 止 信 号 10 z噺競

ある. 
位 相 信 号 :豊梨詔 書王 芸9%%f,3_ 老宣告蕊 55iJb-謁55
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技術報告 (特別号 1- 2)

の場合 Å1上 回線接続条件は ,A11規格に適合するよう設計 されて):S 入力のとき

いる. 
の場合 白旗送画のとき手動

データプリンタ3

禦 イソビ~ダ l600f}土 20% (300-3400Hz) データプリンタは,- ックーセンダとともに,メッセ 

標準 Odb侶大 +5db出力減衰器 -ジ回線に接続 され ,ADESSか らの入出力条件を受信
出 力 レ ベ ル

付 するほか,- ッターセラダの障害時には,メッセージの

Hz以内

4.

15
送信 も行なう.

l偶間 SHz30分間信号周波数安正皮
データプリ-/タは正副 2台設備し,予約横は平常 ,逮期周波数安近 ±2.5×10~6以下

L更信メッセージのモニタ機 として,I(用 している.
同期周波数碓皮
以内 

±2×10~6 ･･ データプリンタの規格は,次のとお りである.

同i周波数調jil!ly ±2×1015 以上
福田 

項 目 l 規 格
ACIOOV土 10V 5 60Hz 式通 信 方 l全 2重

0/使 用 '電 源 

消 群 電 力 l500VA以下
通 信 速 度l50BPS (365宇/分)

使 用 コ ー トL6単位等長,気象庁 コー ト

" :. 回 線 接 ,::-二一一Lt-.･H. :二 fJc条件 l芯々公社 ,A･ -1規格･.r_ I.

j,式…調歩同期'C-

抜.専用線と抜統 されている. 演 

Jd送両棲は ,正副 2台を設備し,Fl l 

) 出 lなし

Xt 同SLを窪由して

この送函敬は ADESS入力を ii rEとして設計製作されjit-

ているため,自動,手動の切 Eえを,自動側に した後,I:

AC IOOV 50Hz入 力 芯 説 

3･5 安直監1,送信投作を行なうと ADESS制/gによって,送画を開始

･+IJ

::=i-!(

制:こ切替 JllIH拐写通j 

' よって, したもので,先象P 

Bを受Lii又は, 送信そこク用として設術するが試験送画や ,ADESS障害靖には,手 k

えると,i 別,は,送画オペ レーターの1135･直2: 1-VF

j;締トの一つとして,他の左も象官2 

兄センタにおいて街星画 ((･jを節析す

J持るためのfB))

u日 放)三･を受信するが, 画鋲伝送回線の下 t)経を控用

'=とrjt芸に起動する. 

J.

f.

3

ADESS に対 して,迂両を77 

3. - ックー七ノダ 

して有線分岐放送を受信する.jうときはメッセ 

線を使って,送画する FÅXの㍑肌

-ン回

'i･3受画性は3台設備 し,そのうち 2台を矧 斤(FF 竜に正

副として設匠 してお り,他の 1台は,通信抜去における

又は-圧送画 した 

1r-FAX の取消 し, 或いは, l止力指示等を, 6単位 50 

BPSデータプリンタによって送信するが,これ等の指示 ::-,送佃モニタおよび位2調悪用として班mされている. 

内容は,すべて,11文字構成による一定の文字を送出す Fi個 性の娩櫛 ま次のとお りである.

るため,そのPILごと:=デーBI/リ'/クで1割言すると,非 この受画滋は,無線受信装置は実:班,していない.

I=また受画機拙作台E取付けたタイマによって 5分ごと

に電源の ON-OFF制御が行なえる.

能率的であ ･1 三信誤 り等 も生 じるので,データプリソ),;

- ッタ一七ソダは,送画原1:こ) する道内桔定′

の他に,モー ド指定用等の.ラ

l.LrT.I;..':

プノ式;l,花記環による1血走立並鋭記録'1-●'t;

I錐Lu

j'r

rp

/･8g

12

/g

Jr

･7

38

E･3'jrクの送1瀧 に代えて,6単位符I を送出する装置が, 

ックーセンダである.
項 目 【 規 格

ンプF 

0 m

3 9 mm および 1 9 m 

- 1 -

-

記 ,.ii
押ボタンrE選を柑

え,取扱方法に従って,ラ -/プ点火を確認 しなが ら技rF 協 動 休 数 i576および 288

することによって,該当する 6単は符号を送出するよう 朗 滴 の比 l l対 1
になっている.

巾 1L 4Omm 以上有 効 画 面
符号構成部,符号送出軌 ま,!Cを任用 した論型 ElE紬 ､

らな り,線路送出信号には,有琵水洪 リレーをは用 して 走 査 回 転 数 rp60 m および 

いる. 走 査 線 密 度 
また- ックーセンダは ,ADESS捌'!封線にも接統され,

受画位起動方式 l 自動および手動起動 
送画枚の起動制壬軌 起動確認等の技frEも有 している･

lll
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位 相91!合方式 `自動および手動整合

最 高 画 周 波数 905Hzおよび 1810Hz

周波数変調 (FM)方式 

600fl土 20% (300-3400Hz) 

+5d.3db- 0b

同 期 方 式 水晶発振制御による独立同期方式

土1.2×10-5以内連続24時間
土 5×10 6 以内 T~ rE源投入 1-2

時間

同期周波数確度 】±2×1016 以内調出中央よりの偏差

畏諾周波数徴調1 ±2×10-5以内

使 用 電 源 ACIOOV土 10V 50/60Hz

定 格
消 費 ;富 VA ･･' 力 l400-

温 度 00-40cc
環 境 条 件

相対湿度 40-80% 

3,6 受信制御回路 

JMH受画棚の正副切替え顔能を持ち, この安西僕の

使用状態と作動状況等をファッノスコ-/ソールに,ラン

プ及びアラーム表示するための回路で,これは,通信楼

宝と解析宝が別室で離れているために,監視回路として

設けてある. 

3･7 回線保護装置

端末設備を専用者が設置する専用線の場合uf詩基準に

規定する送出電圧,送出レベル等が高い値であると,也

の回線に雷を与えるので,これを規制するため,苛々公

社が設置する. 

3.S WMO FAX 標準

国際気象伝送にJk用する FAX設酢 ま,下記の規榊 こ

よる. 

(1) tPJ劫除数


白黒最少所票 0.4mm のj石倉 576


白黒最少画素 0.7mm の場合 288


係数 288は,1本抜き走査の喝合 576に置き訪えられ

る. 

(2) ドラムスピー ド
 

1分間 60,90,1=0回転
 

※12 ーJ 00回転以上の遠望を採用するゴ=合は,6の整数倍

回転とする 

(3) ドラム直径 

152mm,平面走査の場合,この長さは,走査絹の長さ 

×1/TFに相当する. 

※走査線 (空白部-デッドセクター-を含む) 

(4) 走査線密度

協動係数 576の場合 約 4本/mm

協動係数 288の場合 約2本/mm 

(5) ドラムの長さ

ドラムの長さは,少なくとも,55cm とする, 

(6) 走査線の方向

送信田鶴の平面 (ドラムを平面に展開したものと仮定

して)の,左上端から開始して,左か ら右へ,上から下

-と走査し,右下祥こて画面を完了する.即ち,左巻ら施

上を走査することになる. 

(7) 蛋白部 (デッドセクター)

走査線の長さの 4.5%土0.5% とする.

伝送信号は白に相当するものとする.

デットセクターの長さの 1/2を越えない範田内で,黒

の/,/-ITスを送出することができる. 

(5) 同期


走韮速度は,誤差 5/106以内とする.


※この値は,送画だ,交Lii擬の歪みの方向が反対であ

る場合,約1/55まで許容されることになる.誤差は

小さい程,画面の歪みが減少するので,この値は小

さい程望ましい. 

(9) 遠隔制御信号の伝送

協動係数の選択 黒および白の信号を下記の周波数で 

5秒間送出する.

協動 tl{ 56. 300HzjT設 7･-･ 

協動除数 288-.･-675Hz (又は 576で 1本抜

き建査)

伝送される信号の包指波形 (二./-ローブ)は,およ

そ矩形に近 くなる. 

(Ci速度の選択l,

速度の選択 ( 1軍に示さ使用される媒介変数)には,(9

れた位相調製にL号の周波数がはわれる. 

(ll)･E.画桜起動

受由に1-は,(9)項の協動孫数信号,或いは(1才項の位相調

整信号の受信により,起動するものとし,特別なスタ-

卜信号は伝送されない. 

(2 ■霊 暫定)1)位相≡コ (

白果交互の信号を,下記の周波数により30秒間送出す

る. 

60RPM ujz 

9(RP 15T) M .hz 

120RPrv1 2Hz

波形ふ 走査塩の 1/2を白,1/2を黒で構成する対称 
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信号,または白 5%,票95,%の比率で椛成する非対称信

号のいずれかとする. 

FAX 放送運営メソ/;-は,上記の信号枯成が,対称

か非対称かを,その公示事項に入れること. (50%が白

か 5%が白になるか等の詳細を含ませること)

位相調整は,白信号の導入線辺部により行なう.この

導入線辺部は,次の伝送の空自部 (デッドセクター)に

走査 ビ-ムが入る点に対応すべきものとする.転送され

る信号のエンベロープは,大体矩形になる. 

(1う 受画 レベルの調節

自動受画 レベル調節の拐合,位相調整信号を利用する 

(14 受画枚停止

黒白交互 450Hzの信号を 5秒阻 ;早,信号を10秒間,

連続送出する.伝送される信号のエンベロープは,大体

矩形になる,

個 信号の精度

前述の協動係数指示信号,安画按停止信号の許容誤差

は,下記の通 りである.

時間長 ± 5%
周波数 土 1% 

88 変調特性 

(a) 振幅変調 (AM)

丹送周波数の最大振幅をもって,果信号の伝送と

する.


搬送周波数 約 18(氾llz
 

(b) 周波数変調 (FM)


中心周波数 約 1900Hz


黒 周波数 1500Hz


白 周波数 2300Hz


黒および白の周波数は,30秒間に 8Hz以上の,15分

間に 16Hz以上の変化をしてはならない, 

(17) 振幅変調における信号 レベル

振幅変調における信号 レベル受信億は +5dBから -

20dB の間のいかなるレベルでも受信し得るものとし,

抵抗 600f, '電力 1m Wattをもって 0レベ′ 0一 消‡t レ( 

dB)とする.

個 コソトラス りヒ

画信号,制御信号のコントラス ト比は.何れの伝送に

おいても同一で,12dB～25dB とする. 

(91 年間調

気象図の国際'ZE送においては,中間調を圧用 しないこ

とが望ましいが, レー/d-や衛星による写弦の伝送の可

能性を除外しないこと. 

eO 無紋回線における気象図の FAX伝送

副搬送波による周波数変調方式を,純銀回線における

気象因の伝送に採用する場合は,下記の規掛 こよる.

中心周波数 1900Hz

黒信号周波数 1500Hz

自信号周波数 2300Hz 

+uJ1 F引立数変調 ( K)方式を,無線回鰍 ′:度J. FS こおける気

象園の伝送に採用する場合は,下記の規準による. 

(a) 10メー トル波 (3MHz～30MHz)

中心周波数 (指定周波数) --･fo

黒信号周波数-･ ･･･fo 400Hz

白信号周波数 -. ･･･fo+400Hz 

(b) キロメー ト′L波 (300KHz以下)

中心周波放 (指定周波数--･･-fo

果信号周波数-･･ --･f｡-150Hz

自信号周波数-･ -f｡+150Hz

以上は,WMO 気象通信取扱いの規準となる,WMO

･PUB･hlo.9･TP4,VolumeC･CHAP.1,PARTⅢ)

か ら訳出したものである. 

3･9 後 記

この記述に使用した資料は次のとお りである. 

(1) 気象資料自動弼中継作業要領 別冊 

ADESSFAX 運用要領 

(気象庁予郡部通報課発行,S50年 3月) 

(2) 無相打盲写技術指針 (改訂版) 

(気滋庁予韻7j凝 行 1:i S5年 3月) 

(3) ,rr,:･'L止気象衛星 ADESS加入 FAX システムの製作

および取付仕様書 

(気J'77･51-115-2 S51年) 

(4) 机 上気象星 ADESS加入 FAX用データプリンタ

の購入および取杵ナ仕様書 

S54年度に実施される,気象狩川伝送ヨ二計画:こよりF,q連戦器が変更になる予定である. 

- 140-



-lPt-
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